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このマークは「若い力とわざと明朗な精神」を象徴するもので高体連のシンボル 

マークとされています。真紅の色彩は「高い理想」と「希望に燃える若人の情熱」 

の象徴であり、このマークを構成している３つの「Ｋ」は次のドイツ語の頭文字を 

とったものです。 

ＫＲＡＦＴ      ＫＵＮＳＴ      ＫＬＡＲＨＥＩＴ 

                         「力」        「技」       「明朗な精神」 

 

 
 

 
 

インターハイに出場する選手の中から、２０２０年の東京オリンピックなど世界にはばたく選手 

が数多く活躍する大会になってほしいという思いを込めました。 

                                                     宮城県岩ケ崎高等学校 千葉 穂乃香 

                                                                                                                                         

 

 

 

 

温かい支援を受け復興の歩みを進める東北で、選手の皆さんが全国の人との繋がりを感じながら、 

若さあふれる力を発揮し、多くの人を魅了する大会にしたいという思いを表現しました。 

山形県立寒河江高等学校 安孫子 ゆい 

スローガン毛筆作品  山形県立寒河江高等学校 吉川 実里 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

   

輝く太陽に向かって高く遠くへ跳躍する姿に、勝利へと向かって躍進する選手 

一人ひとりの心情を込めました。 

福島県立会津高等学校 角田 雪恵 

 

 

 

 

 

 

      南東北３県が一つになり力強く進む様子と、大会名と相互にかかわり合い、 

更に次のステップへと繋げてほしいという願いを二つの突起状に込めました。 

また、開催県をそれぞれの県花※で表現しました。 
※山形：ベニバナ 宮城：ミヤギノハギ 福島：ネモトシャクナゲ 

山形県立山形中央高等学校 工藤 朱里 
 

                               （学校名は応募当時） 
 

 

 

 

 

 

 

 

南東北３県の県旗の色をもとに配色し、中心は花をイメージして、その周り

は人と人との繋がりを表すことで、選手一人ひとりがそれぞれの花を咲かせ、

多くの繋がりを生んでほしいという願いを込めました。 

山形県立山形工業高等学校 花烏賊 裕介 
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特別な夏に感謝 

                             

 

宮城県高等学校体育連盟 

                            会 長 大 沼 博 之 

 

 

 本県で単独開催された平成２年度インターハイから２７年が経過した今年，南東北の山

形，福島，宮城の三県において「繋がる絆 魅せよう僕らの若き力」をスローガン，「はば

たけ世界へ南東北総体 2017」を大会愛称とした平成２９年度南東北インターハイが開催さ

れ，各地で熱戦が繰り広げられました。本県では１１競技１３種目が開催され，インター

ハイ出場の切符を勝ち取った宮城県選手団はすべての競技で健闘してくれました。団体・

個人の８種目での優勝をはじめ，例年の成績を上回る５７個の入賞を成し遂げました。選

手たちが持てる力を十二分に発揮して戦う姿はとても感動的であり，会場を訪れたすべて

の人がひとつになって応援し，多くの会場が熱気に包まれました。 

大会を支える高校生の活動では，高校生活動推進委員会が大会を盛り上げるカウントダ

ウンセレモニーや各種イベントを開催してインターハイの広報活動に取り組んでくれまし

た。さらに，競技会場では，県内の高校生が競技補助員・運営補助員・式典運営・受付業

務・駐車場運営・弁当の配布や回収・歓迎の挨拶・ＪＲ各駅での案内所運営など，多方面

で大活躍して大会を支えました。東日本大震災から６年が経過しましたが，全国の皆様か

ら頂いた支援に対する感謝の気持ちが，この「おもてなしの心」に繋がっていると感じま

した。同時に，まだまだ復興途上ではありますが，元気になった宮城県を少しでも全国に

発信できたのではないかと考えています。常に明るく丁寧に活躍する生徒たちの姿は，マ

スコミに取り上げられるとともに，全国から来県いただいた役員等の皆様からも高い評価

を頂いたところです。この経験は必ずや各方面で生かされるものと思います。 

南東北インターハイは，お陰様で大成功のうちに幕を閉じることができました。この特

別な夏の素晴らしい経験を生かし，生徒たちのよりよい育成のために今後の高体連競技専

門部の発展と活躍を期待するものであります。 

結びに，この大会の開催に当たりお力添えを頂きました宮城県・宮城県教育委員会・会

場地市町・市町教育委員会・会場地市町実行委員会・各競技団体・各競技専門部・各学校・

県内高校生及びすべての関係団体の皆様に感謝と御礼を申し上げ挨拶といたします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

写真提供 

高校サッカー年鑑 

MIYAGI ONE DREAM 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真提供 

高校サッカー年鑑 

第三位 市立船橋 第三位 前橋育英 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第三位 星槎国際湘南 第三位 岡山作陽 

写真提供 

高校サッカー年鑑 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

写真提供 

高校サッカー年鑑 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真提供 

高校サッカー年鑑 

優勝 流通経済大柏 準優勝 日大藤沢 

優勝 日ノ本学園 準優勝 藤枝順心 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真提供 

高校サッカー年鑑 

MIYAGI ONE DREAM 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真提供 

高校サッカー年鑑 

MIYAGI ONE DREAM 



１． 開式通告 １． 開式通告

２． 出場校紹介 ２． 成績発表

期　日  平成29年7月28日（金）15：00～ 期　日  平成29年8月4日（金）決勝戦終了後

会　場  松島町文化観光交流館 会　場 ユアテックスタジアム仙台

５． 高体連歌斉唱 ５． フェアプレー賞表彰

６． 優勝旗・優勝杯返還，並びにレプリカ授与 ６． 挨拶

３． 開会宣言 ３． 準優勝チーム表彰

４． 国歌斉唱 ４． 優勝チーム表彰

９． 選手代表宣誓 ９． 閉式通告

１０． 閉式通告

７． 挨拶 ７． 大会優秀選手発表

８． 歓迎のことば ８． 閉会宣言

（○数字は女子試合数）
7/28
（金）

7/29
（土）

7/30
（日）

7/31
（月）

8/1
（火）

8/2
（水）

8/3
（木）

8/4
（金）

準々決勝 準決勝 決勝

〈　女　子　〉 開会式 1回戦 2回戦

〈　男　子　〉 開会式 1回戦 2回戦 3回戦

準決勝 決勝

松島町文化観光交流館 男子 女子

ユアテックスタジアム仙台 ①１

２ ①１

みやぎ生協めぐみ野サッカー場Aグラウンド ３ ２ ２

ひとめぼれスタジアム宮城 ２ ２

①１

みやぎ生協めぐみ野サッカー場Bグラウンド ３ ２ ２ ２

仙台市泉総合運動場 泉サッカー場 西フィールド ２ ２ ２

松島フットボールセンター　ピッチ１ ２ ２ ②

松島運動公園　多目的運動広場 ３ ２ ②

松島フットボールセンター　ピッチ２ ２ ２

仙台市泉総合運動場　泉グラウンド ３ ２ ② ②

　　　　　7/30　①９：３０　②１１：３０ 8/3　①９：３０女子　②１２：００男子

　　　　　7/31　①９：３０　②１１：３０ 8/4　①９：３０女子　②１３：３０男子

　　※試合時間 8/1　①９：３０　②１１：３０

　　　　　7/29　①９：３０　②１１：３０　③１３：３０ 8/2　①９：３０　②１１：３０

七ヶ浜サッカースタジアム ３ ２ ② ②

開会式次第（男子） 閉会式次第（男子）

競 技 日 程



１． 開式通告 １． 開式通告

２． 出場校紹介 ２． 成績発表

期　日  平成29年7月30日（日）15：00～ 期　日  平成29年8月4日（金）決勝戦終了後

会　場  松島町文化観光交流館 会　場 ユアテックスタジアム仙台

５． 高体連歌斉唱 ５． フェアプレー賞表彰

６． 優勝杯返還，並びにレプリカ授与 ６． 挨拶

３． 開会宣言 ３． 準優勝チーム表彰

４． 国歌斉唱 ４． 優勝チーム表彰

９． 選手代表宣誓 ９． 閉式通告

１０． 閉式通告

７． 挨拶 ７． 大会優秀選手発表

８． 歓迎のことば ８． 閉会宣言

（○数字は女子試合数）
7/28
（金）

7/29
（土）

7/30
（日）

7/31
（月）

8/1
（火）

8/2
（水）

8/3
（木）

8/4
（金）

準々決勝 準決勝 決勝

〈　女　子　〉 開会式 1回戦 2回戦

〈　男　子　〉 開会式 1回戦 2回戦 3回戦

準決勝 決勝

松島町文化観光交流館 男子 女子

ユアテックスタジアム仙台 ①１

２ ①１

みやぎ生協めぐみ野サッカー場Aグラウンド ３ ２ ２

ひとめぼれスタジアム宮城 ２ ２

①１

みやぎ生協めぐみ野サッカー場Bグラウンド ３ ２ ２ ２

仙台市泉総合運動場 泉サッカー場 西フィールド ２ ２ ２

松島フットボールセンター　ピッチ１ ２ ２ ②

松島運動公園　多目的運動広場 ３ ２ ②

松島フットボールセンター　ピッチ２ ２ ２

仙台市泉総合運動場　泉グラウンド ３ ２ ② ②

　　　　　7/30　①９：３０　②１１：３０ 8/3　①９：３０女子　②１２：００男子

　　　　　7/31　①９：３０　②１１：３０ 8/4　①９：３０女子　②１３：３０男子

　　※試合時間 8/1　①９：３０　②１１：３０

　　　　　7/29　①９：３０　②１１：３０　③１３：３０ 8/2　①９：３０　②１１：３０

七ヶ浜サッカースタジアム ３ ２ ② ②

開会式次第（女子） 閉会式次第（女子）

競 技 日 程



【大会優秀選手】
№ Pos 氏名（漢字） 氏名（カタカナ） 学校名 学年
1 GK 坪　歩夢 ツボ　アユム 青森山田 3
2 GK 北村　海チデイ キタムラ　カイチデイ 関東第一 2
3 GK 薄井　覇斗 ウスイ　ハルト 流経大柏 3
4 DF 小山内　慎一郎 オサナイ　シンイチロウ 青森山田 3
5 DF 松田　陸 マツダ　リク 前橋育英 3
6 DF 近藤　立都 コンドウ　リュウト 流経大柏 3
7 DF 関川　郁万 セキガワ　イクマ 流経大柏 2
8 DF 杉山　弾斗 スギヤマ　ダント 市立船橋 3
9 DF 安松　元気 ヤスマツ　ゲンキ 日大藤沢 3
10 DF 滝本　敦生 タキモト　アツキ 富山第一 3
11 DF 河合　航希 カワイ　コウキ 京都橘 3
12 DF 阿部　海大 アベ　カイト 東福岡 3
13 MF 中里　颯汰 ナカサト　ソウタ 旭川実業 3
14 MF 中田　怜冶 ナカタ　レイヤ 旭川実業 3
15 MF 郷家　友太 ゴウケ　ユウタ 青森山田 3
16 MF 五十嵐　理人 イガラシ　マサト 前橋育英 3
17 MF 田部井　涼 タベイ　リョウ 前橋育英 3
18 MF 宮本　優太 ミヤモト　ユウタ 流経大柏 3
19 MF 菊地　泰智 キクチ　タイチ 流経大柏 3
20 MF 井上　怜 イノウエ　レン 市立船橋 2
21 MF 梶山　かえで カジヤマ　カエデ 日大藤沢 2
22 MF 渡井　理己 ワタイ　マサキ 静岡学園 3
23 MF 安野　蓮 アンノ　レン 広島観音 3
24 MF 荒木　駿太 アラキ　シュンタ 長崎総科大附 3
25 MF 高橋　大悟 タカハシ　ダイゴ 神村学園 3
26 FW 圓道　将良 エンドウ　マサヨシ 旭川実業 3
27 FW 榎本　樹 エノモト　イツキ 前橋育英 2
28 FW 福元　友哉 フクモト　トモヤ 市立船橋 3
29 FW 柏木　純 カシワギ　ジュン 日大藤沢 3
30 FW 比留間　輝 ヒルマ　ヒカル 日大藤沢 2
31 FW 輪木　豪太 ワキ　ゴウタ 京都橘 3
32 FW 川西　真斗 カワニシ　マサト 岡山学芸館 3
33 FW 安藤　瑞季 アンドウ　ミズキ 長崎総科大附 3

以上　３３名　
（公財）全国高等学校体育連盟サッカー専門部　技術委員会選出

平成29年度　全国高等学校総合体育大会　サッカー競技　男子

成績および優秀選手

【成績】 優　勝　流通経済大学付属柏高等学校（千葉①）
準優勝　日本大学藤沢高等学校（神奈川②）
第三位　前橋育英高等学校（群馬）
第三位　船橋市立船橋高等学校（千葉②）
フェアプレー賞　流通経済大学付属柏高等学校（千葉①）　
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公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【1】

日時 2017年07月29日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉サッカー場 西フィールド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 滝本　寛 主審 松本　康之 副審１ 豊田　俊弘 副審２ 藤澤　祐人 第４審判 渡邉　裕司

運営責任者 鈴木　哲 記録担当 荒　充徳 天候 雨 気温 22.9℃ 湿度 90％

風 無 観客数 1,000人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 水含み

実践学園高校
（東京都②）

0

0

0

前半

後半

1

1
2

岩手県立遠野高校
（岩手県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 成田　雄聖 1 GK GK 1 菊池　龍 0

0 尾前　祥奈 (Cap.) 2 DF DF 3 畑瀬　雅矢 1 1 1 70+3分

1 1 斎藤　彰人 3 DF DF 4 瀧澤　飛雄馬 1 1 1

0 三澤　健太 4 DF DF 5 遠山　南海 1 1

55分 0 北條　滉太 6 MF DF 12 佐藤　莉楓 2 1 1

48分 1 1 石本　耀介 8 MF MF 6 佐々木　秀真 0

1 1 武田　義臣 10 MF MF 7 太田　竜雅 1 1

1 1 山内　稔之 12 MF MF 8 高原　優介 (Cap.) 0

ＨＴ 0 奥山　勝 13 MF MF 9 佐々木　渓人 1 1 66分

0 浦　寛人 5 FW MF 14 立花　健斗 3 1 2 69分

57分 0 村上　圭吾 9 FW FW 10 阿部　亮太 3 2 1 70+1分

青木　佑樹 17 GK GK 17 菊池　朋哉

13 1 1 前原　龍磨 7 MF DF 2 澤村　彰磨

8 0 大関　友貴 14 MF DF 16 八重樫　陽 0 3

6 1 1 高須　史弥 15 MF MF 11 鈴木　智大 0 9

清水　海斗 16 MF MF 15 佐藤　隼 0 14

9 0 岩本　連波 11 FW FW 13 山本　義幸 0 10

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 深町　公一 長谷川　仁 時間 種別 番号 選手名 理由

46分 警 3 斎藤　彰人 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

4 2 6 シュート 13 7 6

2 3 5 GK 5 3 2

3 0 3 CK 7 3 4

3 2 5 直接FK 8 5 3

0 0 0 間接FK 2 0 2

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 0 2

0 0 0 PK 1 1 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

31分 遠野 4 瀧澤　飛雄馬 中央-1 ＰＫ 4 右足Ｓ

43分 遠野 3 畑瀬　雅矢 10 右CK 10 → 中央-1 3 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:22 (1:22)、 後半 39:00 (4:00)、 試合所要時間 01:15:22

[備考]



年 月 日 ( ) ）

1 】

） vs ）

0 ‐ 1
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 3 - 4 - 3 1 - 4 - 3 - 3

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

　相手コートでサッカーをしたい両校は立ち上がり、ロングボールを多用し、相手コートにボールを運ぼうとするが、ボール
の収まりどころがなく、攻撃のポイントが作れない。遠野は３トップが前線から積極的にボールを奪いに行く場面を多く作り
出すと、ボックス付近で失ったボールもすぐに奪い返すことができ、徐々に相手コートで攻撃をする時間が増える。ゴール
前のパスとコントロールのミス、実践学園の粘り強い守備があり、チャンスはミドルシュートのみとなった。対する実践学園
は中盤の人数が多い分、相手のサイドバックの前のスペースを効果的に使おうとするが、足元に入るボールが収まらず、
攻めの時間が作れない。最終ラインに４人残す遠野高校の守備を崩すことができず、チャンスを作ることができなかった。
前半終盤になると、遠野のFW⑩阿部がディフェンスラインの前のスペースでボール受けて前を向く回数が増える。すると、
ボックス手前からダイアゴナルでPA内に侵入した選手への阿部からのスルーパスが通り、相手DFに倒されPKを獲得。３１
分にPKから待望の先制点が入る。
　後半になると、実践学園は選手交代やセットプレー、右サイドからのクロスボールから状況を打開しようとするが、決定的
な場面には至らない。４３分にコーナーキックから追加点を奪った遠野は、前線からの積極的な守備と、ボールホルダーを
追い越す動きでリズムを握り、試合を優位に進め、試合終了。インターセプトを狙う守備の意識、ディフェンスラインの前の
リスクメンジメントの意識の差が顕著に表れた試合となり、守備の意識がチーム全体で強かった遠野が二回戦に駒を進め
た。

記載責任者 所属（ 宮城県古川黎明高等学校 氏名（ 千田　健二

基本システム 基本システム

土 9:30 kick off

0 2

＝ Match  Report ＝ 

１回戦全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017）

会場（ 仙台市泉総合運動場　泉サッカー場西フィールド

マッチNo.【

実践学園 高校（ 東京② 遠野 高校（ 岩手

2017 7 29



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【2】

日時 2017年07月29日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Aグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 蔵森　紀昭 主審 小野　裕太 副審１ 佐藤　巧雅 副審２ 高橋　明史 第４審判 西岡　寛太

運営責任者 木口　聖 記録担当 吉田　明弘 天候 雨 気温 22.3℃ 湿度 90％

風 無 観客数 400人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 水含み

名古屋経済大学高蔵高校
（愛知県②）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

0

1
1

立正大学淞南高校
（島根県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 新田　峻也 1 GK GK 1 宮嶋　岳 0

65分 1 1 平井　遥登 2 DF DF 2 田中　晃司 0

0 伊藤　虎士郎 5 DF DF 3 松井　聡太 1 1

0 中西　和弥 6 DF DF 4 山田　祐樹 0

1 1 牛尾　颯太 (Cap.) 4 MF DF 5 竹中　響哉 0

65分 0 田中　亨 7 MF MF 9 檜垣　和志 0 41分

62分 0 小杉　稜真 8 MF MF 13 岩田　大和 0

2 2 牛尾　竣太 9 MF MF 14 福島　颯斗 0 32分

0 山本　蓮 10 MF MF 17 松下　昇太 (Cap.) 0 42分

0 守永　翔貴 13 MF FW 10 安野　真央 1 5 2 3

44分 0 平尾　匠 11 FW FW 15 藤井　奨也 1 1 70分

牧　武志 12 GK GK 12 西尾　大二朗

7 0 橋本　光紀 3 DF DF 6 井上　廉 0 17

11 0 奥村　玲音 14 MF MF 7 松近　嘉莉歩 0 9

青山　隼大 15 MF MF 8 山口　海都 0 15

2 0 宮井　皓大 16 MF MF 11 河岸　真太朗 1 1 14

8 0 伊藤　駿佑 17 FW FW 16 衣川　絢誠

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 島井　雅也 野尻　豪 時間 種別 番号 選手名 理由

26分 警 10 山本　蓮 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

51分 警 10 山本　蓮 ラフ

51分 退 10 山本　蓮 警告2 0 4 4 シュート 8 3 5

5 3 8 GK 8 7 1

0 2 2 CK 3 2 1

4 6 10 直接FK 14 7 7

0 0 0 間接FK 1 1 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

43分 立正大淞南 10 安野　真央 11 中央-2 7 → 右-1 11 ↑ 中央-1 10 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:08 (1:08)、 後半 38:13 (3:13)、 試合所要時間 01:14:21

[備考]



年 月 日 ( ) ）

2 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 3 - 6 - 1 1 - 4 - 5 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

　初出場となる名経大高蔵は、試合の立ち上がりから個々の高いポゼッション力を生かし、MF④牛尾颯を起点にMF⑨牛
尾竣とのコンビネーションにMF⑧小杉のドリブル、FW⑪平尾の深みを使ったプレーを組み合わせて立正大淞南ゴールに
迫る。守備の際には両サイドのMF➆田中、⑬守永がDFラインまで下がり、立正大淞南のサイドからの攻撃に丁寧に対応
する意図が伺えた。対する立正大淞南は、立ち上がりこそ１－４－１－４－１で中盤を厚くして本来の攻撃のコンビネーショ
ンがうまく作れない時間帯もあるものの、攻守の切り替えを早くして対応。DF➂松井、④山田、⑤竹中、②田中、MF⑰松下
を中心に球際の争いにも負けることなく、前半途中から１－４－４－２に変更して相手ファールで得たFKやCKなどからチャ
ンスを伺う。前半は、両チーム無得点で終えたが、見応えのある攻防が多く見られた。後半は、徐々に名経大高蔵のポ
ゼッションに対応しだした立正大淞南が一瞬の隙を突いて先制に成功。名経大高蔵が退場により一人少なくなったことも
あり、シュートチャンスを増やし、試合の主導権を譲ることなく逃げ切った。

記載責任者 所属（ 島根県立松江南高等学校 氏名（ 本間　英之

みやぎ生協めぐみ野サッカー場A

マッチNo.【

名経大高蔵 高校（ 愛知② 立正大淞南 高校（ 島根

0 1

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【3】

日時 2017年07月29日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Bグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 原尾　英祐 副審１ 芳賀　勇人 副審２ 奈良　茂樹 第４審判 坂本　晋悟

運営責任者 内海　公仁彦 記録担当 新田　宗弘 天候 雨 気温 22.3℃ 湿度 90％

風 弱 観客数 300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 水含み

長野市立長野高校
（長野県）

KICK OFF

2

0

2

前半

後半

0

1
1

鹿島学園高校
（茨城県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 吉田　泰地 (Cap.) 1 GK GK 1 稲津　右京 0

1 1 木内　駿兵 2 DF DF 2 水野　志乃哉 0 63分

0 筒井　爽 3 DF DF 3 神　太一 0

0 芳田　竜之介 4 DF DF 5 井上　瑠 0

1 1 1 稲葉　宏貴 13 DF DF 14 對馬　佳祐 0 63分

0 義家　匠 6 MF MF 6 深貝　陸 2 2 56分

0 島田　直弥 7 MF MF 7 飯塚　寿輝也 1 2 2

70+1分 0 小林　恭也 11 MF MF 8 梶野　航平 0

67分 0 久保田　拓也 16 MF MF 10 橋口　凜樹 0

0 山中　麗央 9 FW MF 13 高橋　大 0

1 1 1 新井　光 10 FW FW 9 富岡　大智 2 1 1

村山　響 12 GK GK 12 平田　廉

宮澤　聖知 5 DF DF 4 佐藤　悠

16 0 山口　亮太 8 MF DF 15 池田　彪真 0 2

11 0 小池　太一 14 FW MF 16 柳田　慈英

川上　季晋 15 FW FW 11 金原　朝陽 0 6

赤塩　浩純 17 FW FW 17 高柳　朗 0 14

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 芦田　徹 鈴木　雅人 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

3 0 3 シュート 6 3 3

5 2 7 GK 3 1 2

1 1 2 CK 6 2 4

5 4 9 直接FK 5 5 0

0 1 1 間接FK 1 1 0

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

55分 市立長野 10 新井　光 11 中央-3 13 ↑ 右-1 11 ↑ 中央-1 10 ワンタッチプレー 右足Ｓ

61分 市立長野 13 稲葉　宏貴 左CK 10 ↑ 中央-1 相手FP クリア 13 ＨＳ

68分 鹿島学園 7 飯塚　寿輝也 左-2 3 ↑ 中央-1 7 ＨＳ 相手GK こぼれ球 7 ワンタッチプレー

右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 35:18 (0:18)、 後半 37:39 (2:39)、 試合所要時間 01:23:35

[備考]



年 月 日 ( ) ）

3 】

） vs ）

0 ‐ 0
2 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

　市立長野は１−４−４−２のシステム、序盤はリスクを警戒し、前線に早くボールを送りFWを走らせるが、効果的な攻撃に
ならない。一方、鹿島学園は１−４−４−２のシステム、FW⑨富岡にボールを集め、ポストプレーから攻撃を組み立てるが、
市立長野が守備に人数をかけ攻撃を防ぐ。市立長野はFW⑩新井が中盤におりてパスを受け、ゲームの起点となり自陣よ
りビルドアップを行い徐々にペースを掴むが、鹿島学園の球際の強さと、切り替えの速さで有効に攻撃を行えない。鹿島学
園もポストプレーからゴール前のチャンスを作るがクロスボールの精度に欠け、決定機を作れずに前半が終了。後半に入
り、鹿島学園は前線からプレッシャーを強め、前線からボールを奪いに行く、一方市立長野はSBのオーバーラップで前線
に人数をかける攻撃。お互いが前がかりになったことでディフェンシブサードにスペースが生まれ、ボールを奪ってからの
カウンター攻撃が増える展開。５５分市立長野は一瞬の隙をつきカウンターからゴール、続く６１分コーナキックから２点目
を奪う。鹿島学園は６８分１点を奪うが、このまま試合は終了、市立長野が２回戦に駒を進めた。一進一退の攻防でどちら
に勝負がわからない展開、両校の検討を讃えたい。

記載責任者 所属（ 東京都立東大和高校 氏名（ 勝城慶郎

宮城生協めぐみ野サッカー場B

マッチNo.【

市立長野 高校（ 長野 鹿島学園 高校（ 茨城

2 1

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【4】

日時 2017年07月29日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 七ヶ浜サッカースタジアム（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 横山　卓哉 副審１ 後藤　輝好 副審２ 平　大貴 第４審判 佐藤　廉太郎

運営責任者 黒澤　啓滋 記録担当 志田　篤史 天候 雨 気温 22.2℃ 湿度 90％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

佐賀県立佐賀東高校
（佐賀県）

1

1

0

前半

後半

0

2
2

尚志高校
（福島県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 陣内　晃一 17 GK GK 1 宗像　利公 0

0 山田　昭汰 2 DF DF 4 馬目　裕也 0

0 松田　凜太郎 3 DF DF 5 沼田　皇海 1 2 2

0 都渡　倭 4 DF DF 6 石井　龍平 0

1 1 中村　恒介 5 DF DF 15 石川　竣祐 0

0 高峯　健輔 6 MF MF 7 長谷　秀皐 0

0 小野　真稔 8 MF MF 8 松本　雄真 (Cap.) 0

62分 1 1 石橋　翼 14 MF MF 10 加野　赳瑠 5 2 3

55分 1 1 寺崎　敦彦 16 MF MF 14 大川　健 0

0 中里　知己 10 FW MF 17 渡邉　新史 1 1 ＨＴ

2 2 1 宮城　恵太 13 FW FW 11 二瓶　由嵩 3 3 64分

梁井　勇輔 1 GK GK 16 森本　涼太

中尾　夢輝 7 DF DF 3 功刀　舜也

内藤　俊介 12 DF MF 12 菅井　泰祥

14 0 水本　翔悠春 9 MF MF 13 加瀬　直輝

16 0 江頭　弘太 (Cap.) 15 MF FW 2 染野　唯月 1 1 11

古川　慧樹 11 FW FW 9 中井　崇仁 1 1 1 17

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 蒲原　晶昭 仲村　浩二 時間 種別 番号 選手名 理由

21分 警 6 高峯　健輔 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

0 5 5 シュート 13 3 10

7 3 10 GK 2 2 0

0 1 1 CK 2 1 1

3 3 6 直接FK 13 2 11

1 0 1 間接FK 1 1 0

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

9分 佐賀東 13 宮城　恵太 中央-2 相手FP → 中央-1 相手GK クリア 9 インターセプト ２タッチ以上 右足Ｓ

52分 尚志 9 中井　崇仁 10 中央-2 11 → 中央-1 10 → 9 ２タッチ以上 左足Ｓ

60分 尚志 5 沼田　皇海 7 中央-1 相手FP クリア 中央-2 7 インターセプト ～ → 中央-1 5

ワンタッチプレー 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:15 (1:15)、 後半 37:10 (2:10)、 試合所要時間 01:13:25

[備考]



年 月 日 ( ) ）
4 】

） vs ）

1 ‐ 0
0 ‐ 2

‐

‐

PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

雨が降り、スリッピーなピッチコンディションの中で行われた初戦。試合序盤は互いにリスクを負わずに縦に速い攻撃から
ペースを掴もうとする。次第に尚志が丁寧なビルドアップから前線の選手の素早い動き出しで相手ゴールに迫る。しかし、
先取点を奪ったのは佐賀東であった。９分ＦＷ⑬宮城が相手ＧＫへの積極的なプレスからボールを奪い、そのまま得点を
挙げた。その後も尚志がボールを保持し試合を優位に進めるが、佐賀東の攻守の切り替えが早く、粘り強い守備の前にな
かなか決定機を作りだせない。佐賀東は奪ったボールをシンプルにサイドに展開し、右ＳＢの積極的な攻撃参加からクロ
スボールをあげるが、中に入る人数が少なくシュートまで至らない。佐賀東が１－０とリードを保ったまま前半終了。尚志は
後半開始からＦＷ⑨中井を投入し、攻撃の勢いを強める。ＭＦ⑧松本を軸にテンポの良いボール回しから楔のボールをＦ
Ｗに入れタメを作ったところにＳＨやボランチが関わり、厚みのある攻撃を仕掛け続ける。すると５２分、中井が中央を抜け
出し同点ゴールを挙げる。同点にされた佐賀東はＭＦ⑮江頭を投入し、試合の流れを変えようと試みる。しかし、尚志の素
早いボール回しに１ｓｔディフェンダーの決定が遅れ、押し込まれる時間帯が続く。同点に追いついてからの尚志はボール
への出だしが一段と早くなり、高い位置でボールを奪ってはサイド攻撃や中央突破など多彩な攻撃から決定機を作り出し
始める。すると６０分、ＦＫのこぼれ球をつないで最後はＤＦ⑤沼田が逆転ゴールを奪う。なんとか同点に追いつきたい佐賀
東は劣勢の中でも献身的な守備でゴールを死守し、果敢にゴールを目指すが、２－１のまま試合終了。互いの特徴がよく
出た素晴らしい試合であった。両チームの健闘を称えるとともに、尚志の２回戦での活躍に期待したい。

記載責任者 所属（ 埼玉県立越ヶ谷高等学校 氏名（ 野木　悟志

七ヶ浜サッカースタジアム
マッチNo.【

佐賀東 高校（ 佐賀 尚志 高校（ 福島

1 2

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【5】

日時 2017年07月29日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島運動公園 多目的運動広場（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 三井　耕 主審 矢野　浩平 副審１ 伊佐治　幹也 副審２ 高橋　宏幸 第４審判 松本　瑛右

運営責任者 阿部　朝光 記録担当 横山　大地 天候 雨 気温 22.5℃ 湿度 90％

風 微風 観客数 150人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

高川学園高校
（山口県）

KICK OFF

1

0

1

前半

後半

0

0
0

尼崎市立尼崎高校
（兵庫県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 安部　洋一郎 1 GK GK 1 森本　直樹 (Cap.) 0

0 清水　海 3 DF DF 2 宮前　秀宇 0

1 1 奥野　竜太 6 DF DF 4 尾曲　辰斗 1 1

0 田近　洸貴 7 DF DF 5 岩﨑　亮汰 0

0 浜下　光輝 12 DF DF 13 清水　泰雅 0 58分

0 長廣　洸大 (Cap.) 8 MF MF 7 松角　尚悟 1 1

0 末次　章悟 13 MF MF 8 前野　恵吾 0

65分 1 1 鳥飼　椋平 16 MF MF 10 広沢　泰樹 0

ＨＴ 2 2 原田　千里 9 FW MF 15 玉城　颯太 1 1 58分

3 3 1 土信田　悠生 10 FW FW 6 谷口　峻平 1 1 42分

1 1 平尾　泰雅 11 FW FW 11 上野　輝人 5 2 3

林　聖哉 17 GK GK 12 山口　憲史郎

鶴丸　和幸 4 DF DF 3 三輪　凜大 0 13

品部　真完 5 MF DF 14 関　飛龍

9 0 濱口　翔大 2 FW MF 16 庄　一真 0 15

16 0 江本　信哉 14 FW MF 17 外山　魁晟

山本　廉哉 15 FW FW 9 羽當　瑛智 2 2 6

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 江本　孝 近藤　照男 時間 種別 番号 選手名 理由

59分 警 16 鳥飼　椋平 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

9分 警 2 宮前　秀宇 反ｽﾎﾟｰﾂ

5 3 8 シュート 11 5 6

3 1 4 GK 10 5 5

2 2 4 CK 4 1 3

5 6 11 直接FK 15 5 10

0 1 1 間接FK 0 0 0

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

47分 高川学園 10 土信田　悠生 3 中央-2 直接ＦＫ 3 ↑ 中央-1 10 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:05 (1:05)、 後半 38:24 (3:24)、 試合所要時間 01:14:29

[備考]



年 月 日 ( ) ）

5 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 3 - 5 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

雨の中行われた1回戦、３年ぶりの出場となる高川学園と初出場の市立尼崎が対戦した。降りしきる雨の影響でピッチがス
リッピーかつ水たまりでボールが止まるという難しい状況の中での戦いとなった。高川学園は、１８５ｃｍの長身ＦＷ⑩土信
田にボールを集め、小柄ながらスピードのあるFW⑨原田が２列目からスペースに飛び出してチャンスを伺う。対する市立
尼崎は、３バックを基本としながら相手の状況によっては右サイドのＤＦ⑤岩﨑、左サイドのＤＦ④尾曲がＤＦラインに入り、
４バックや５バックとなって相手の攻撃に対して柔軟に対応した。攻撃では、ＦＷ⑪上野にボールを集め、スピードのあるＦ
Ｗ⑥谷口とのコンビネーションから突破を図る。両チームともＣＫやＦＫから多くのチャンスを得るが、ゴール前での体を
張った守備を崩すには至らず、０－０で試合を折り返した。後半に入り、高川学園は⑨原田に代えてＦＷ②濱口を投入、対
する市立尼崎も⑥谷口に代えてＦＷ⑨羽當を投入して攻撃の活性化を図る。４７分、左サイドでＦＫのチャンスを得た高川
学園は、ＤＦ③清水の左足クロスに⑩土信田が頭で合わせ、先制する。１点を追う市立尼崎は５４分、⑨羽當が決定的な
ヘディングシュートを放つが相手ＧＫの好守に阻まれ、得点には至らない。市立尼崎の徹底したロングボールに対し、ＧＫ
①安部を中心に体を張った守備で１点を守りきった高川学園が２回戦へと駒を進めた。

記載責任者 所属（ 富山県・龍谷富山高校 氏名（ 濱辺　哲

松島運動公園多目的運動広場

マッチNo.【

高川学園 高校（ 山口 市立尼崎 高校（ 兵庫

1 0

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【6】

日時 2017年07月29日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島フットボールセンター ピッチ2（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 抱山　公彦 主審 若松　亮 副審１ 谷　弘樹 副審２ 平賀　玄太 第４審判 内田　啓介

運営責任者 秋山　正弘 記録担当 小野寺　智弘 天候 雨 気温 22.1℃ 湿度 90％

風 無 観客数 150人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

徳島市立高校
（徳島県）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

2

1
3

長崎総合科学大学附属高校
（長崎県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 山本　凌平 (Cap.) 1 GK GK 12 湊　大昂 0

0 井上　純一 2 DF DF 2 諸石　一砂 0

0 渡辺　将弘 3 DF DF 4 岩本　蓮太 1 2 2

0 原田　隼佑 4 DF DF 8 田中　純平 (Cap.) 0

58分 0 鉄谷　洸樹 12 DF DF 16 嶋中　春児 0

46分 1 1 関　英輝 6 MF MF 6 小川　貴之 1 1

49分 0 赤松　祐弥 7 MF MF 7 荒木　駿太 2 3 2 1

0 松田　京也 8 MF MF 9 中村　聖鷹 5 3 2 63分

0 岡　健太 9 MF MF 15 別府　尊至 0

1 1 2 小延　将大 10 MF FW 10 安藤　瑞季 2 1 1

0 岡田　京介 11 FW FW 17 西原　先毅 2 1 1 44分

中川　真 17 GK GK 1 三谷　智樹

山下　太己 13 DF DF 3 栁谷　拓実 0 11

12 0 平尾　怜士 14 DF DF 5 大切　達矢

7 0 佐野　太一 5 MF DF 13 武井　佑介

6 0 篠原　駿斗 15 MF MF 11 田﨑　友佑哉 0 70+1分 17

松浦　朗憲 16 FW FW 14 竹森　海 0 9

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 河野　博幸 小嶺　忠敏 時間 種別 番号 選手名 理由

64分 警 3 渡辺　将弘 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

15分 警 8 田中　純平 反ｽﾎﾟｰﾂ

2 1 3 シュート 15 8 7

8 6 14 GK 4 3 1

1 1 2 CK 3 3 0

3 5 8 直接FK 14 5 9

2 0 2 間接FK 1 1 0

2 0 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

8分 長崎総科大附 7 荒木　駿太 右CK 9 ↑ 中央-1 10 相手FP こぼれ球 7 ワンタッチプレー 右足Ｓ

28分 長崎総科大附 7 荒木　駿太 10 右-2 9 ↑ 中央-1 10 → 7 ２タッチ以上 右足Ｓ

66分 長崎総科大附 4 岩本　蓮太 10 中央-1 7 ↑ 10 ↑ 4 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:30 (1:30)、 後半 38:30 (3:30)、 試合所要時間 01:15:00

[備考]



年 月 日 ( ) ）

6 】

） vs ）

0 ‐ 2
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 1 - 4 - 1 1 - 4 - 5 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

徳島市立は１－４－１－４－１の布陣。対する長崎総科大附は１－４－５－１の布陣でFW⑰西原の高さとシンプルなサイド
攻撃でチャンスを作る。８分CKのこぼれ球をMF⑦荒木が豪快なミドルシュートで先制。その後も⑩安藤を中心に豊富な運
動量と球際の強さ、ロングスローでチャンスを作り、前半は２－０で折り返す。徳島市立も立ち上がりからFW⑪岡田のポス
トプレーやMF⑩小延の個人技を生かしながらショートパスで攻撃するもなかなか得点ができない。後半も粘り強い攻撃を
試みるが長崎総科大附の堅守を最後まで破ることができなかった。長崎総科大附は、荒木の２得点の活躍や選手交代を
活用し終始相手に圧力を掛け続けることができ勝利した。

記載責任者 所属（ 宮城県工業高等学校 氏名（ 宍戸　清一

松島フットボールセンター
ピッチ２

マッチNo.【

徳島市立 高校（ 徳島 長崎総科大附 高校（ 長崎

0 3

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 1回戦

2017 7 29 土 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【7】

日時 2017年07月29日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島運動公園 多目的運動広場（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 三井　耕 主審 村田　裕紀 副審１ 堀　善仁 副審２ 斎藤　洋文 第４審判 相馬　寿哉

運営責任者 阿部　朝光 記録担当 横山　大地 天候 雨 気温 23.4℃ 湿度 90％

風 微風 観客数 200人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

富山第一高校
（富山県）

1

0

1

4

前半

後半

PK戦

1

0

2

1
日章学園高校

（宮崎県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 吉田　幸平 1 GK GK 17 小原　司 0

0 中田　青 2 DF DF 2 長友　駿弥 0

0 滝本　敦生 3 DF DF 3 髙田　椋汰 0

1 1 小森　颯 4 DF DF 4 児玉　港都 0

0 松本　楓大 5 DF DF 5 神田　陸 0

66分 0 高浪　陸 11 DF MF 6 佐藤　詩響 (Cap.) 2 2

0 高縁　海 6 MF MF 7 河野　翼 0

1 1 1 多賀　啓志朗 (Cap.) 7 MF MF 8 恩塚　幸之介 1 3 1 2

0 前田　拓哉 8 MF MF 9 河原　淳 1 1

1 1 2 大竹　将吾 9 FW MF 13 比嘉　将貴 0

1 1 坪井　清志郎 10 FW FW 10 佐藤　颯汰 0

久保　一成 12 GK GK 1 寺田　恭一郎

尾崎　颯 14 DF DF 12 寶地　雄大

橋爪　晃広 17 DF DF 14 松田　聡真

小森　飛絢 15 MF DF 15 阿部　稜汰

11 0 山田　桂大 16 MF FW 11 木津　蒼

鈴木　登夢 13 FW FW 16 鈴木　陽介

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 大塚　一朗 早稲田　一男 時間 種別 番号 選手名 理由

11分 警 4 小森　颯 遅延行為
後半前半 チーム合計 前半後半

34分 警 9 河原　淳 ラフ

39分 警 10 坪井　清志郎 ラフ 56分 警 4 児玉　港都 反ｽﾎﾟｰﾂ

43分 警 7 多賀　啓志朗 異議 2 3 5 シュート 6 2 4

70分 警 9 大竹　将吾 繰返違反 1 1 2 GK 5 5 0

3 2 5 CK 4 0 4

8 7 15 直接FK 18 7 11

0 1 1 間接FK 7 4 3

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 7 4 3

1 0 1 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

35分 日章学園 8 恩塚　幸之介 5 中央-3 相手FP クリア 5 ↑ 右-2 8 ～ 中央-2 右足Ｓ

57分 富山第一 7 多賀　啓志朗 中央-1 ＰＫ 7 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

日章学園 先 10 × 6 ○ 9 ○ 7 ×

富山第一 7 ○ 9 ○ 4 ○ 5 ○

[試合時間] 前半 36:25 (1:25)、 後半 38:40 (3:40)、 試合所要時間 01:15:05

[備考]



年 月 日 ( ) ）

7 】

） vs ）

0 ‐ 1
1 ‐ 0

‐
‐

4 PK 2

1 - 3 - 5 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 11:30 kick off 会場（ 松島運動公園多目的運動広場

マッチNo.【

富山第一 高校（ 富山 日章学園 高校（ 宮崎

1 1

基本システム 基本システム

雨のなか行われた1回戦．富山県代表の富山第一と宮崎県代表の日章学園が対戦した．両校ともDFラインを高く保ちなが
ら，球際の激しい攻防が続いた．日章学園はMF⑦河野，MF⑥佐藤を中心に短いパスを回しながらの攻撃，富山第一はサ
イドを基点に中央への人数を増やす攻撃を展開した．徐々にセカンドボールを富山第一が拾うことが多くなり，DF⑤松本
のロングスローからの攻撃やCKの機会が増えたが得点には繋がらず．逆に劣勢だった日章学園が３５分，DF⑤神田から
のロングボールに抜け出したMF⑧恩塚がGKとの１対１を制し，先制した．後半に入ると，日章学園が短いパスとロング
ボールを使い分けリズムを作るが，５７分，富山第一はDFからのロングボールを受けたFW⑩坪井がペナルティエリア内で
ファールを受けPKを獲得．PKをキャプテンのMF⑦多賀が決め同点となる．終盤，両校ともシンプルに前線にボールを運び
シュートチャンスは増えるが得点を奪うことができず，１対１のまま後半終了．PK戦を制した富山第一が２回戦に駒を進め
た．

記載責任者 所属（ 宮城県・尚絅学院高等学校 氏名（ 杉内　洋亮



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【8】

日時 2017年07月29日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 ひとめぼれスタジアム宮城

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 小川　伸太郎 主審 岩﨑　創一 副審１ 安田　直人 副審２ 八木　悠哉 第４審判 手塚　優

運営責任者 水間　幹宗 記録担当 佐藤　浩志 天候 雨 気温 23.7℃ 湿度 89％

風 無 観客数 1,200人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 水含み

東北学院高校
（宮城県②）

1

0

1

前半

後半

0

2
2

埼玉県立浦和西高校
（埼玉県②）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 岩渕　洋平 1 GK GK 1 齋藤　大伽 0

0 三浦　遼馬 2 DF DF 2 オージ　ヴィクター　シラタ 1 1 1

1 1 1 岸本　渉 3 DF DF 3 佐藤　功大 (Cap.) 0

0 荒川　智宏 4 DF DF 4 福世　航大 0

1 1 佐藤　大河 5 DF DF 5 野口　智弘 0

1 1 村上　昂生 6 MF MF 6 田中　隆太郎 2 2

ＨＴ 0 佐藤　寛悟 8 MF MF 7 唐牛　七海 0 58分

0 小林　航 (Cap.) 10 MF MF 8 楮本　颯 2 1 1 63分

54分 0 後藤　翔太郎 13 MF MF 14 加藤　淳志 1 2 1 1

2 2 小田　祐輝 9 FW FW 10 遠藤　寛紀 2 2 67分

56分 0 加藤　健登 11 FW FW 11 高橋　岬生 2 1 1 61分

尾形　俊輔 12 GK GK 17 森田　柊也

林　国雄 17 DF DF 15 大鶴　啓寛

8 1 1 前田　吉里 7 MF DF 16 小林　昭太郎 0 8

大内　悠史 14 MF MF 13 田村　優人 0 10

13 1 1 佐藤　未勇 16 MF FW 9 森　喜紀 1 1 11

11 0 佐藤　泉清 15 FW FW 12 朝見　海斗 0 7

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 橋本　俊一 市原　雄心 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
70分 警 14 加藤　淳志 ラフ

6 1 7 シュート 12 5 7

2 2 4 GK 9 6 3

2 2 4 CK 1 0 1

8 5 13 直接FK 10 5 5

0 1 1 間接FK 2 1 1

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 1 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

44分 浦和西 14 加藤　淳志 8 左-1 スローイン 10 ↑ 8 ～ ↑ 中央-1 14 ＨＳ

65分 浦和西 2 オージ　ヴィクター　シラタ 左CK 10 ↑ 中央-1 9 ＨＳ ポスト返り 2 ワンタッチプレー 右足Ｓ

66分 東北学院 3 岸本　渉 5 左-2 直接ＦＫ 5 ↑ 中央-1 3 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:23 (1:23)、 後半 38:44 (3:44)、 試合所要時間 01:15:07

[備考]



年 月 日 ( ) ）

8 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 1 - 3 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 9:30 kick off 会場（ ひとめぼれスタジアム宮城

マッチNo.【

東北学院 高校（ 宮城② 浦和西 高校（ 埼玉②

1 2

基本システム 基本システム

東北学院は１－４－４－２中盤はフラット、浦和西は１－４－１ー３－２のシステムでスタート。立ち上がり東北学院は相手
のロングボールにしっかり対応し、セカンドボールを拾いサイドを起点に攻撃していく。対する浦和西は守備に重点を置き２
トップを残し引いて守り、奪ったらロングボールをFW⑪高橋に集め、シンプルに攻撃する堅守速攻。東北学院は１１分右サ
イドをMF⑬後藤が抜け出し、チャンスを作ったが得点には繋がらなかった。その後も東北学院がMF⑩小林を中心にボー
ルを保持し、サイドを起点にゲームを組み立てる。浦和西はDFラインが低く、引いて守る時間が続き、奪ったらFW⑪高橋と
FW⑩遠藤にロングボール入れるカウンター狙いが続く展開である。FW⑩遠藤のところでボールをキープするとゴール前に
迫るようになるが得点には結びつかない。後半、東北学院は交代して入ったMF⑦前田を起点に左サイドを攻めていく。４４
分東北学院の守備の一瞬の隙をつき、浦和西のスローインからMF⑧楮本のクロスにMF⑭加藤がヘディングで合わせ先
制する。先制された東北学院はMF⑯佐藤未とFW⑮佐藤泉を立て続けに投入し、流れを変えようとする。交代し１点を返そ
うと攻撃に出る東北学院のスペースを使い、浦和西がボールを保持する時間が長くなり、ゴールに迫る回数が増える。す
ると６５分にCKこぼれ球を浦和西が押し込み２点差とした。その１分後東北学院もセットプレーからヘディングで１点返す。
試合終盤は東北学院が猛攻を見せるがそれを振り切り浦和西が勝利した。両者とも最後まで諦めない姿を見せてくれた。

記載責任者 所属（ 宮城県・仙台城南高等学校 氏名（ 大和　史弥



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【9】

日時 2017年07月29日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉グラウンド（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 玉生　謙介 主審 田代　雄大 副審１ 秦　洋輔 副審２ 遠藤　淳 第４審判 高橋　悠

運営責任者 栗原　正実 記録担当 山田　貴之 天候 雨 気温 23.8℃ 湿度 76％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

京都橘高校
（京都府）

2

1

1

前半

後半

0

0
0

帝京大学可児高校
（岐阜県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

33分 0 髙木　上総介 1 GK GK 1 藤間　広大 0

1 1 松下　廉 3 DF DF 2 長澤　大輝 0

0 古川　隆輝 4 DF DF 3 大森　大地 0

0 山中　啓生 5 DF DF 4 笠嶋　哲太 0

1 1 1 河合　航希 (Cap.) 7 DF DF 5 佐藤　光一郎 0 57分

0 篠永　雄大 6 MF MF 6 本多　訓大 (Cap.) 0

1 1 梅津　凌岳 10 MF MF 7 坂梨　寿莉 1 1

70分 1 1 山田　剛綺 13 MF MF 10 日比野　紘樹 1 1

0 土井　翔太 14 MF FW 8 西尾　綾祐 1 1 65分

0 輪木　豪太 11 FW FW 11 久保　藤次郎 1 1

69分 1 1 1 関野　竜平 17 FW FW 14 大森　颯樹 0

1 0 清水　椋太 12 GK GK 17 久米　遼馬

大塚　陸 2 DF DF 12 藤光　翔 0 5

相馬　唯人 8 MF DF 13 山﨑　永夢

内田　健太 15 MF MF 15 玉腰　佳大 0 8

13 0 吉田　宗太郎 16 MF MF 16 釘嶋　隼也

17 1 1 植村　亮雅 9 FW FW 9 喜多村　泰雅

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 米澤　一成 堀部　直樹 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
30分 退 14 大森　颯樹 著不正

56分 警 4 笠嶋　哲太 反ｽﾎﾟｰﾂ

3 3 6 シュート 4 1 3 70分 警 3 大森　大地 ラフ

3 4 7 GK 12 6 6

5 1 6 CK 2 1 1

6 6 12 直接FK 10 5 5

1 1 2 間接FK 4 2 2

1 1 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 4 2 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

18分 京都橘 17 関野　竜平 11 右-2 相手FP クリア 11 インターセプト ～ 右-1 → 中央-1 17

ワンタッチプレー 右足Ｓ

50分 京都橘 7 河合　航希 左CK 7 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 39:09 (4:09)、 後半 38:12 (3:12)、 試合所要時間 01:17:21

[備考]



年 月 日 ( ) ）

9 】

） vs ）

1 ‐ 0
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 2 - 3 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 kick off 会場（ 仙台市泉総合運動場　泉グラウンド

マッチNo.【

京都橘 高校（ 京都 帝京大可児 高校（ 岐阜

2 0

基本システム 基本システム

前日からの雨によりピッチコンディションが悪く所々でボールが止まる環境の中でゲーム開始となった。
両チームともDFラインからロングボールを前線に送り込み、セカンドボールを拾いチャンスを伺う戦い方でゲームは進んで
いく。
前半途中からセカンドボールを前向きで拾い出した京都橘は、テンポよくFWとMF間でダイレクトパスをつなぎ決定機を作り
出しペースを掴む。相手DFの後ろ向き処理がもたついた所を逃さず、FW⑪輪木がプレッシングによりボールを奪取。その
ままドリブルでサイドを駆け上がりクロスをFW⑰関野がダイレクトで合わせ先制。
前半終了間際に帝京大可児FW⑭大森が一発退場となりフォーメーションを１－４－４－１に変更。
後半数的不利となった帝京大可児だがサイドでのコンビネーションからチャンスメイクしゴールに迫るがゴールを奪うことは
できず、逆に京都橘は相手DFライン背後に効果的なロングパスを供給、そのボールを上手く２トップがキープし押し込む場
面を多く作る。
後半コーナーキックから追加点をあげた京都橘が２回戦進出を決めた。

記載責任者 所属（ 岐阜県立恵那高等学校 氏名（ 柘植　望



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【10】

日時 2017年07月29日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 七ヶ浜サッカースタジアム（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 前田　理行 副審１ 坊薗　真琴 副審２ 清水　友 第４審判 滝ケ平　拓

運営責任者 黒澤　啓滋 記録担当 志田　篤史 天候 雨 気温 21.9℃ 湿度 90％

風 微風 観客数 250人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

東海大学付属相模高校
（神奈川県①）

1

0

1

前半

後半

0

0
0

北海道大谷室蘭高校
（北海道①）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 岩井　元希 1 GK GK 1 岩村　航輝 0

0 今泉　要 2 DF DF 3 堤　達哉 0

1 1 水越　陽也 (Cap.) 3 DF DF 4 髙島　拓海 0

1 1 稲葉　竜之助 4 DF DF 5 川又　理久 0

1 1 山口　竜弥 5 DF DF 14 伊藤　龍海 (Cap.) 0

2 1 3 中山　陸 6 MF MF 16 木戸　友哉 0 49分

45分 0 中島　優太 7 MF MF 6 高橋　耕平 1 1

2 2 有馬　和希 8 MF MF 8 今野　奨真 0 ＨＴ

61分 1 1 名執　龍 14 MF MF 11 江幡　俊介 3 3

1 1 2 井上　蔵馬 11 FW FW 10 村上　悠緋 0 70分

55分 1 1 平野　竣大 13 FW FW 13 谷口　要 0 ＨＴ

夏井　隆太 12 GK GK 17 木戸　優斗

千島　蒼生 17 DF DF 2 楠本　竜平 0 10

14 2 2 1 瀬名波　新平 15 MF MF 7 山崎　維真 0 8

13 0 小林　春稀 9 FW MF 15 引間　大聖

7 1 1 山口　泰輝 10 FW MF 9 川村　航哉 0 16

横山　翔大 16 FW FW 12 伊藤　航 0 13

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 有馬　信二 及川　真行 時間 種別 番号 選手名 理由

57分 警 5 山口　竜弥 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

25分 警 4 髙島　拓海 反ｽﾎﾟｰﾂ

9 6 15 シュート 4 3 1

3 2 5 GK 12 4 8

2 6 8 CK 4 1 3

6 8 14 直接FK 7 4 3

3 0 3 間接FK 0 0 0

2 0 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

68分 東海大相模 15 瀬名波　新平 8 右-2 10 → 中央-1 8 → 15 ２タッチ以上 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 35:00 (0:00)、 後半 39:00 (4:00)、 試合所要時間 01:14:00

[備考]



年 月 日 ( ) ）

10 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 3 - 3 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 11:30 kick off 会場（ 七ヶ浜サッカースタジアム

マッチNo.【

東海大学付属相模 高校（ 神奈川① 北海道大谷室蘭 高校（ 北海道①

1 0

基本システム 基本システム

朝から降り続ける雨により、ところどころ水が溜まるピッチコンディションで試合が開始した。試合序盤、東海大相模は両サ
イドのＤＦが高い位置を取り、ＭＦ⑭名執を中心にポゼッションをしながら試合を組み立てようとする。一方、大谷室蘭は
ディフェンスラインからのロングボールを多用し、ＦＷを走らせて相手を押し込もうとする。試合が進むにつれ、中盤にス
ペースが生まれてくると一進一退の展開となるが、互いに決定機には至らない。東海大相模はＭＦ⑦中島が大谷室蘭の
ディフェンスと中盤のラインの間でボールを引き出してチャンスを作り出し、ＦＷ⑬平野が幾度かシュートを放つが、大谷室
蘭の守備陣も身体を張ってゴールを守り、０－０のまま前半が終了した。後半開始早々、東海大相模は立て続けに相手
ゴール前でフリーキックのチャンスを得るが、得点は奪えない。東海大相模がボールを保持する時間が増えるが、大谷室
蘭はＤＦ⑤川又を中心に粘り強い守備を続け、素早いカウンターやセットプレーからチャンスを作る。東海大相模はＭＦ⑮
瀬名波を投入し、攻撃の活性化を図る。その直後、瀬名波がペナルティエリアに侵入し、決定的なシュートを放つが、水を
含んだピッチに勢いを殺され、相手ＧＫに防がれる。６８分、ペナルティエリア内でボールを受けた瀬名波が右足を振り抜
き、ボールがゴールに吸い込まれ、東海大相模が先制した。残り少ない時間でリードを奪われた大谷室蘭は前線でボール
を奪いチャンスに結び付けたいが、東海大相模が上手くボールをキープし、試合終了を迎えた。生憎なピッチコンディション
の中であったが、緊張感のある素晴らしい試合であった。

記載責任者 所属（ 宮城県・東北生活文化大学高等学校 氏名（ 川村　聡



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【11】

日時 2017年07月29日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Aグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 蔵森　紀昭 主審 中川　朋彦 副審１ 若槻　直輝 副審２ 福山　翔太 第４審判 吉田　成夫

運営責任者 木口　聖 記録担当 吉田　明弘 天候 雨 気温 23.0℃ 湿度 90％

風 無 観客数 300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 水含み

三重高校
（三重県）

0

0

0

前半

後半

4

3
7

前橋育英高校
（群馬県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 紙島　晨 1 GK GK 12 湯沢　拓也 0 67分

0 奥村　和暉 2 DF DF 2 後藤田　亘輝 0 65分

0 奥田　祐大 3 DF DF 3 角田　涼太朗 0

0 福岡　秀峰 4 DF DF 5 松田　陸 2 2

0 榎本　響 11 DF DF 15 渡邊　泰基 1 1 1 61分

64分 0 平井　理久 13 DF MF 7 塩澤　隼人 0

0 藤村　祐世 6 MF MF 8 五十嵐　理人 3 1 2

45分 0 川北　敦史 8 MF MF 9 田部井　悠 1 2 2

0 南出　紫音 14 MF MF 14 田部井　涼 (Cap.) 1 1 1

1 1 2 羽柴　臨 16 MF FW 4 榎本　樹 3 3 2 1

1 1 2 藤村　泰士 (Cap.) 7 FW FW 17 高橋　尚紀 1 3 1 2 48分

北川　空 12 GK GK 1 松本　瞬 0 12

13 0 東條　桂 5 DF DF 6 山崎　舜介 0 15

濵地　飛有哉 9 MF DF 16 若月　輝 0 2

上條　宏太 17 MF FW 10 飯島　陸

8 0 平嶋　諒馬 10 FW FW 11 室井　彗佑 1 1 17

坂井　涼真 15 FW FW 13 宮崎　鴻

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 伊室　英輝 山田　耕介 時間 種別 番号 選手名 理由

40分 警 3 奥田　祐大 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

2 2 4 シュート 16 6 10

5 3 8 GK 10 6 4

0 1 1 CK 10 5 5

4 6 10 直接FK 8 3 5

0 0 0 間接FK 2 1 1

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 1 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

6分 前橋育英 17 高橋　尚紀 8 右-4 相手FP ↑ 中央-4 12 クリア 左-3 8 ～ 中央-1

→ 17 ワンタッチプレー 右足Ｓ

11分 前橋育英 4 榎本　樹 9 左CK 9 ↑ 中央-1 4 ＨＳ

18分 前橋育英 4 榎本　樹 2 中央-1 17 → 右-1 2 → 中央-1 4 ワンタッチプレー 右足Ｓ

35+1分 前橋育英 9 田部井　悠 4 中央-1 17 → 4 → 9 ２タッチ以上 左足Ｓ

41分 前橋育英 14 田部井　涼 中央-1 直接ＦＫ 14 左足Ｓ

58分 前橋育英 15 渡邊　泰基 8 中央-2 3 → 左-1 8 → 中央-1 15 ワンタッチプレー 右足Ｓ

66分 前橋育英 4 榎本　樹 9 中央-2 7 → 右-1 9 ↑ 中央-1 4 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:05 (2:05)、 後半 37:22 (2:22)、 試合所要時間 01:14:27

[備考]



年 月 日 ( ) ）

11 】

） vs ）

0 ‐ 4
0 ‐ 3

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 11:30 kick off 会場（ みやぎ生協めぐみ野サッカー場A

マッチNo.【

三重 高校（ 三重 前橋育英 高校（ 群馬

0 7

基本システム 基本システム

　裏へのロングボールを中心にゴールを目指す三重に対して、両サイドのスピードを生かした攻撃が多くみられる前橋育
英の勝負となった。前橋育英は、６分にMF⑧五十嵐の突破から先制し主導権を握り、コーナーキックなどで得点を重ね
る。一方の三重は、FW⑦藤村泰士にボールを供給しようとするが、前橋育英のDF③角田、DF⑤松田を中心とするDF陣が
丁寧にマークし、それを許さない。前半終了間際にシュートまでもっていくシーンはあったが、決めきることはできなかった。
後半は、前橋育英がフリーキックによって追加点を挙げるが、三重も交代して入ったFW⑩平嶋を中心に徐々に攻撃の形
を作る。しかし、前橋育英の連動した守備の前に得点に結びつけることはできなかった。その後、サイド攻撃を中心に前橋
育英が攻め続け、最後まで主導権を渡すことはなかった。三重は諦めずに走り切り、粘り強い守備を見せてくれたが、前
橋育英の両サイドの攻撃力と、全体の守備への高い意識が光る試合となった。

記載責任者 所属（ 宮城県亘理高等学校 氏名（ 高橋　太仁



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【12】

日時 2017年07月29日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島フットボールセンター ピッチ1（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 北原　由 主審 道山　悟至 副審１ 籾山　智哉 副審２ 塚原　健 第４審判 志田　翼

運営責任者 岡本　昭典 記録担当 高木　伸幸 天候 雨 気温 22.5℃ 湿度 85％

風 微風 観客数 70人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

明徳義塾高校
（高知県）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

3

2
5

東福岡高校
（福岡県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 植村　芳記 12 GK GK 14 松田　亮 0 68分

0 鎌倉　玲音 2 DF DF 2 中村　駿 0

0 久保山　誠 3 DF DF 3 長尾　宏清 2 2

0 吉田　晃 4 DF DF 4 阿部　海大 2 3 1 2

0 松田　守生 5 DF DF 5 斉藤　諒 0

0 江口　隆史 (Cap.) 6 MF MF 7 田村　和玖人 4 2 2

0 光内　力士 7 MF MF 8 青木　真生都 1 1

55分 0 野村　京平 8 MF MF 10 福田　湧矢 (Cap.) 1 1 54分

1 1 清水　侑季 10 MF MF 16 石原　利玖 1 1 1 58分

66分 0 増田　望 9 FW MF 17 井本　寛次 1 1 1

55分 0 向井　一輝 11 FW FW 9 守田　怜司 1 5 4 1 57分

北條　知希 1 GK GK 1 緒方　翔平 0 14

金森　良輔 14 DF DF 12 江村　凛太郎

8 0 比嘉　大夢 13 MF DF 15 西田　翔央

大山　夏海 15 MF MF 6 中村　拓也 0 9

9 0 難波　尚也 16 MF MF 11 木橋　朋暉 0 16

11 0 中平　拓夢 17 FW FW 13 大森　真吾 0 10

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 小松　晃 森重　潤也 時間 種別 番号 選手名 理由

40分 警 10 清水　侑季 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

26分 警 2 中村　駿 ラフ

1 0 1 シュート 18 9 9

7 5 12 GK 3 1 2

2 0 2 CK 10 4 6

5 6 11 直接FK 7 4 3

3 2 5 間接FK 2 2 0

3 2 5 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 2 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

7分 東福岡 9 守田　怜司 2 左CK 8 ↑ 中央-1 2 Ｈ ↑ 9 ワンタッチプレー 右足Ｓ

21分 東福岡 16 石原　利玖 17 左-2 7 → 左-1 17 ～ ↑ 中央-1 16 ワンタッチプレー

右足Ｓ

25分 東福岡 4 阿部　海大 8 右CK 8 ↑ 中央-1 4 ワンタッチプレー 右足Ｓ

52分 東福岡 4 阿部　海大 8 右CK 8 ↑ 中央-1 4 ＨＳ

68分 東福岡 17 井本　寛次 7 右-2 11 ～ → 右-1 7 → 中央-1 17 ２タッチ以上

右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:33 (1:33)、 後半 38:40 (3:40)、 試合所要時間 01:15:13

[備考]



年 月 日 ( ) ）

12 】

） vs ）

0 ‐ 3
0 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 5 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 9:30 kick off 会場（ 松島フットボールセンターピッチ１

マッチNo.【

明徳義塾 高校（ 高知 東福岡 高校（ 福岡

0 5

基本システム 基本システム

　前日から雨が降り続き、ピッチにも水たまりがある中での初戦となった。ショートパスのスピードが上がりにくい中で、両
チームとも浮き球を多用しながらチャンスを狙う。明徳義塾は中央から⑪向井らを中心として攻撃を組み立て、対する東福
岡は攻→守の早い切り替えからサイドを活用して攻め上がる。
　先制点は東福岡。MF⑰井本が左サイドでボールキープしてコーナーキックを奪うと、最後はFW⑨守田が押し込んだ。追
いかける展開となった明徳義塾はFW⑨増田・MF⑥江口を中心に前線からプレスをかけてボールを奪うが、東福岡の組織
的なディフェンスに追い込まれ、効果的な攻め上がりの出来ない展開が続く。　東福岡はなおも左サイドを起点に攻め続
け、前半の内に２点を奪って試合の主導権を握った。
　後半も東福岡がゴール付近まで攻め込む展開が続くが、最後は明徳義塾の守備が体を張ってシュートを防ぐ。しかしま
たもCKからDF④阿部が豪快なヘディングシュートを叩き込むと、効果的なインターセプトからチャンスを量産する。明徳義
塾はFW⑰中平らを投入して巻き返しを図るものの、１vs１に勝る東福岡守備陣を崩すことはできなかった。
　ピッチへの対応能力をはじめとした個の強さが勝敗を分けたが、両チームとも最後までコンパクトな陣形を崩さず自分た
ちの戦い方を貫いた。

記載責任者 所属（ 宮城県名取高等学校 氏名（ 村上　謙造



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【13】

日時 2017年07月29日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島フットボールセンター ピッチ1（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 北原　由 主審 角田　裕之 副審１ 志田　翼 副審２ 足立　正輝 第４審判 籾山　智哉

運営責任者 岡元　昭典 記録担当 加藤　聡 天候 雨 気温 22.4℃ 湿度 90％

風 弱 観客数 60人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

日本大学藤沢高校
（神奈川県②）

KICK OFF

1

1

0

前半

後半

0

0
0

奈良市立一条高校
（奈良県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 竹内　暢希 1 GK GK 1 古川　裕斗 0

1 1 櫻井　風我 2 DF DF 2 山原　琢夢 0

0 竹繁　颯音 3 DF DF 3 酒本　哲太 0

0 安松　元気 4 DF DF 4 生成　光 (Cap.) 0

0 中村　翔輝 (Cap.) 5 DF DF 5 猪股　智也 0

68分 1 1 梶山　かえで 6 MF MF 7 堀之内　優輝 1 1

70分 1 1 小屋原　尚希 7 MF MF 8 川﨑　航太 1 1

0 植村　洋斗 8 MF MF 9 中井　一尭 0 44分

1 1 1 柏木　純 9 FW MF 13 石川　航大 0 65分

56分 1 1 比留間　輝 10 FW FW 10 竹島　玲太 0

ＨＴ 0 桐　蒼太 11 FW FW 11 八木　三郎 0

丸山　洋平 12 GK GK 16 三村　光希

栫　俊輔 13 DF DF 12 奥井　瑞樹

7 0 菊地　大智 14 MF MF 6 松田　崚 0 62分 9

6 0 岩崎　颯太 15 MF MF 14 浦久保　幹也

11 0 ギブソン　マーロン 16 FW MF 15 藤武　駆 0 13

10 0 三田野　慧 17 FW FW 17 毎田　樹生 0 6

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 佐藤　輝勝 前田　久 時間 種別 番号 選手名 理由

14分 警 4 安松　元気 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

2 3 5 シュート 2 1 1

4 1 5 GK 11 5 6

2 2 4 CK 0 0 0

1 4 5 直接FK 18 7 11

0 0 0 間接FK 5 3 2

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 5 3 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

34分 日大藤沢 9 柏木　純 11 左-3 10 ↑ 中央-2 11 ↑ 中央-1 9 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:10 (2:10)、 後半 38:10 (3:10)、 試合所要時間 01:15:20

[備考]



年 月 日 ( ) ）

13 】

） vs ）

1 ‐ 0
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 11:30 kick off 会場（ 松島フットボールセンター　ピッチ１

マッチNo.【

日大藤沢 高校（ 神奈川② 一条 高校（ 奈良

1 0

基本システム 基本システム

雨が降り続くピッチコンディションの悪い中、両チームの初戦が始まる。立ち上がり、両チームともシンプルに相手DFライン
の背後を狙った攻撃を仕掛けていく。セカンドボールを奪う回数の多い日大藤沢だが、一条の粘り強い守備から決定的な
シーンを作ることが出来ない。一条は、カウンターからFW⑩竹島FW⑪八木へボールを預け、中盤の押し上げからサイドの
スペースを有効に使った攻撃を仕掛けたい。しかし、パスミスも多く、日大藤沢の中盤を攻略することが出来ない。そんな
中、日大藤沢は３４分自陣で奪ったボールをFW⑪桐へロングパスしそのまま中央へ蹴り込みFW⑨柏木が走り込み落ち着
いて先制点を奪う。後半、日大藤沢は桐からMF⑯ギブソンに変え守備から攻撃のスピードを上げ追加点を奪いたい。一条
も同様に選手交代から攻撃の糸口をつかみたい。前半より、ハイプレスで守備を仕掛ける日大藤沢の攻撃の時間は長く
何度かチャンスを作るが得点することが出来ず、試合終了。日大藤沢が２回戦へと駒を進める。

記載責任者 所属（ 大阪府・金蘭千里高等学校 氏名（ 段　　敦



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【14】

日時 2017年07月29日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉サッカー場 西フィールド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 滝本　寛 主審 山下　良美 副審１ 山田　一騎 副審２ 渡邉　駿 第４審判 豊田　俊弘

運営責任者 鈴木　哲 記録担当 笹氣　真孝 天候 雨 気温 22.6℃ 湿度 90％

風 無 観客数 600人 ピッチ(芝) 良芝 ピッチ(表面) 水含み

帝京第三高校
（山梨県）

KICK OFF

3

2

1

前半

後半

1

1
2

沖縄県立那覇西高校
（沖縄県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 丸山　虹樹 1 GK GK 12 新垣　凱斗 0

51分 0 秋山　謙太 3 DF DF 2 東舟道　尚吾 0 57分

0 宮川　将一 (Cap.) 5 DF DF 3 金城　聡一郎 0

0 渡辺　嵐 13 DF DF 5 与那覇　航平 0

0 菊地　開世 2 MF DF 13 仲程　飛雄 0

64分 0 平田　和也 8 MF MF 6 箕輪　勇岐 0

0 堀川　直人 10 MF MF 7 宮城　海 0

57分 2 2 小林　颯耶 11 MF MF 8 伊佐　航平 0 63分

1 1 2 1 武井　潤 15 MF FW 9 許田　楓太 0

1 3 4 2 亀屋　光二 9 FW FW 10 東風平　朝志 2 2 1 1

ＨＴ 0 高橋　渚月 16 FW FW 11 与座　聡起 (Cap.) 1 1

宮後　裕亮 17 GK GK 1 中田　和寛

鈴木　真弥 4 DF DF 4 大城　琉賀 0 2

3 0 阿川　奎都 6 DF DF 16 花房　航希

8 0 小林　龍太 7 MF DF 17 金城　竜馬

11 1 1 鈴木　健人 14 MF MF 14 上原　淳希

16 1 1 島袋　優斗 12 FW FW 15 宮國　永遠 0 8

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 相良　和弘 平安山　良太 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

6 4 10 シュート 3 2 1

3 2 5 GK 13 8 5

6 1 7 CK 1 0 1

7 3 10 直接FK 9 4 5

0 0 0 間接FK 2 2 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 2 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

14分 帝京第三 15 武井　潤 9 右-1 11 → 中央-1 9 → 15 ワンタッチプレー 右足Ｓ

27分 那覇西 10 東風平　朝志 11 右-3 3 → 左-3 11 ↑ 中央-2 10 ～ 中央-1

右足Ｓ

35分 帝京第三 9 亀屋　光二 11 右-2 16 → 右-1 11 ～ ↑ 中央-1 9 ＨＳ

55分 帝京第三 9 亀屋　光二 11 右CK 11 ↑ 中央-1 9 ＨＳ

59分 那覇西 10 東風平　朝志 5 左-2 直接ＦＫ 5 ↑ 中央-1 10 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 35:14 (0:14)、 後半 38:09 (3:09)、 試合所要時間 01:13:23

[備考]



年 月 日 ( ) ）

14 】

） vs ）

2 ‐ 1
1 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 3 - 3

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 11:30 kick off 会場（ 泉サッカー場西フィールド

マッチNo.【

帝京第三 高校（ 山梨 那覇西 高校（ 沖縄

3 2

基本システム 基本システム

梅雨明けきれぬ空がピッチ上に本格的な雨を降らせる中、試合開始を告げるホイッスルが鳴った。立ち上がりからたっぷり
と雨水を含んだスリッピーなピッチ状態であるにもかかわらず、帝京第三は後ろからの丁寧なビルドアップを試み序盤から
支配率で上回る。いったん幅を取り、那覇西ディフェンスの目線を変えてから楔をうち中央を攻略しようとする意図が見え
た。一方の那覇西は序盤から相手の攻撃に対応するのに苦慮する展開が続く。すると１４分、自陣右サイドの深い位置で
ボールを奪った帝京第三は、右ワイドアタッカー⑪小林へ抜群のタイミングで縦パスを供給し、そのままサイドを突破した
小林が上げたグラウンダーのクロスボールを、左ワイドアタッカー⑮武井がゴールに突き刺した。その後も帝京第三が優
位に試合を進めるが、那覇西も前線での体を張った守備から次第に相手陣内でボールの収まる場面を演出するようにな
る。すると那覇西は２７分にクリアボールを前線に供給すると、スリッピーなグランドでバウンド処理を誤った帝京第三のミ
スを逃さず、ＦＷ⑩東風平がゴールを決めて同点。その後は一進一退の攻防が続くが、前半終了直前、相手陣内右サイド
で得たスローインからクロスボールを供給し、ＦＷ⑨亀屋がヘディングシュートでネットを揺らす。後半に入ると帝京第三は
前半よりも前線からのプレッシングを強め、ショートカウンターや右サイドからのクロスボール、セットプレーにより何度も好
機を作った。対する那覇西にとってはディフェンスラインからフォワードへのロングボール供給のみの単調な攻撃に偏る展
開となったが、それでも個人の力強い突破で何度かゴールを脅かした。後半は互いにセットプレーから失点を許し、その点
は課題となった。

記載責任者 所属（ 佐賀県立唐津工業高等学校 氏名（ 白石健太郎



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【15】

日時 2017年07月29日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Bグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 大峡　論 副審１ 山崎　智貴 副審２ 大木　秀一 第４審判 河田　泰斗

運営責任者 内海公仁彦 記録担当 高橋辰郎 天候 雨 気温 23.0℃ 湿度 90％

風 弱 観客数 250人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 水含み

初芝橋本高校
（和歌山県）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

0

2
2

岡山学芸館高校
（岡山県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 濵田　太郎 1 GK GK 12 西本　空央 0

0 北浦　隆成 3 DF DF 3 川脇　優 0

2 2 上原　真尋 4 DF DF 4 木下　紘希 (Cap.) 0

0 大塚　修平 5 DF DF 5 戸川　淳平 0

0 家本　大渡 6 MF MF 7 浅野　達郎 1 1

1 1 西淵　寛斗 8 MF MF 8 前田　光輝 0

0 樋口　光希 13 MF MF 10 池平　直樹 1 1

69分 1 1 中井　稀音 15 MF MF 15 伊藤　柊都 0 ＨＴ

52分 0 高谷　和希 16 MF FW 9 永田　一真 3 1 2

69分 0 細川　琢未 9 FW FW 11 川西　真斗 2 5 3 2

52分 0 嘉島　力貴 10 FW FW 17 高島　慎平 0 63分

森本　大二朗 17 GK GK 1 久保　剛瑠

岡本　貴登 12 DF DF 2 栗元　温海

15 0 甲斐　創太 (Cap.) 7 MF DF 14 森井　麻央 0 17

9 0 西川　佳汰 11 MF MF 6 上山　拳史郎 0 15

16 0 大谷　澪紅 2 FW MF 13 香西　泰成

10 0 谷口　雅欣 14 FW FW 16 森本　有輝也

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 阪中　義博 高原　良明 時間 種別 番号 選手名 理由

42分 警 16 高谷　和希 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

1 3 4 シュート 10 5 5

7 4 11 GK 8 5 3

1 3 4 CK 2 1 1

9 6 15 直接FK 10 5 5

0 0 0 間接FK 1 0 1

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

43分 岡山学芸館 11 川西　真斗 10 右-1 直接ＦＫ 10 ↑ 中央-1 11 ＨＳ

54分 岡山学芸館 11 川西　真斗 8 左-2 4 ～ 左-1 → 中央-1 8 → 11 ワンタッチプレー

右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 35:07 (0:07)、 後半 37:32 (2:32)、 試合所要時間 01:23:55

[備考]



年 月 日 ( ) ）

15 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 11:30 kick off 会場（ みやぎ生協めぐみ野サッカー場B

マッチNo.【

初芝橋本 高校（ 和歌山 岡山学芸館 高校（ 岡山

0 2

基本システム 基本システム

試合序盤はお互いにロングボールを多用し、シンプルに最終ラインの裏を突こうという意図を持って得点を狙いに行く。そ
の後も両チーム共にボールタッチを少なくし、素早い展開から前線にボールを預けようとするが、シュートやクロスボールの
精度が低く、得点を奪うまでには至らない。前半中盤に岡山学芸館は自陣でのミスから相手にシュートを許すが、ポストに
助けられる。逆に初芝橋本も最終ラインの裏を突かれるシーンが増えてきたが、GKやDFが体を張った守備を見せ、ゴール
を割らせない。その後もお互いに一進一退の攻防を繰り広げ、スコアレスで前半戦を折り返した。後半に入っても前半同
様、お互いに縦に早いサッカーを展開する。そして、４３分右サイドで得たコーナーキックから、FW⑪川西のヘディング
シュートが決まり岡山学芸館が先制点を挙げる。その後お互いにハードワークを見せ、こう着状態が続く。後半中盤、初芝
橋本は２人の選手を交代させて流れを変えようとするが、逆に５４分岡山学芸館MF⑧前田のアシストから川西が落ちつい
てこの日２点目のゴールを決め、試合を決定付けた。岡山学芸館の２回戦での健闘を期待する。

記載責任者 所属（ 宮城県・聖ウルスラ学院高等学校 氏名（ 安住建志



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【16】

日時 2017年07月29日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 ひとめぼれスタジアム宮城

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 小川　伸太郎 主審 益子　怜 副審１ 手塚　優 副審２ 芦野　紘太 第４審判 安田　直人

運営責任者 水間　幹宗 記録担当 高橋　健司 天候 雨 気温 23.2℃ 湿度 90％

風 微風 観客数 500人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 水含み

柳ケ浦高校
（大分県）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

3

2
5

旭川実業高校
（北海道②）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

59分 0 小栁　竜之介 1 GK GK 17 中塚　勝俊 0

1 1 田中　竜 2 DF DF 2 高橋　大翔 0 58分

0 上田　一成 4 DF DF 3 江嶋　直樹 0

0 原田　涼平 5 DF DF 5 藤本　詠稀 0

53分 2 2 吉岡　翔琉 6 DF DF 7 櫛部　悠路 (Cap.) 0

0 竹田　竣 14 DF MF 6 河合　悠人 1 2 2

2 1 3 中山　龍聖 (Cap.) 7 MF MF 8 中里　颯汰 0

0 松尾　勇斗 8 MF MF 13 中田　怜冶 1 3 2 1 63分

1 2 3 井上　颯太 9 MF MF 14 山内　陸 1 1

55分 1 1 北原　建信 16 MF FW 9 圓道　将良 1 4 2 2 62分

0 芝﨑　翼 10 FW FW 10 西村　歩夢 1 3 2 1 56分

1 0 松本　光貴 12 GK GK 1 筒井　一希

16 0 塩地　匡生 13 DF DF 4 西川　知広 0 2

諸富　博哉 17 DF MF 11 佐々木　悠真 0 13

鞭馬　龍也 3 MF MF 15 澤田　卓磨 0 9

杉山　遼 11 FW MF 16 飯野　敬太

6 0 ＪＩＮ　ＳＯＬ 15 FW FW 12 金野　修那 1 1 1 10

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 野口　健太郎 富居　徹雄 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
48分 警 2 高橋　大翔 反ｽﾎﾟｰﾂ

6 4 10 シュート 14 8 6

2 6 8 GK 6 2 4

2 3 5 CK 6 4 2

5 4 9 直接FK 5 3 2

0 0 0 間接FK 2 1 1

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

14分 旭川実業 10 西村　歩夢 9 中央-2 13 ↑ 中央-1 9 右足Ｓ ポスト返り 10 ワンタッチプレー 右足Ｓ

16分 旭川実業 13 中田　怜冶 中央-1 9 → 14 → 9 左足Ｓ 相手GK こぼれ球 13

ワンタッチプレー 左足Ｓ

30分 旭川実業 6 河合　悠人 10 中央-1 7 → 10 → 6 ワンタッチプレー 左足Ｓ

55分 旭川実業 9 圓道　将良 右-1 スローイン 7 ↑ 9 ～ 中央-1 左足Ｓ

58分 旭川実業 12 金野　修那 9 右-2 13 ～ 右-1 → 中央-1 9 → 12 ワンタッチプレー

右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 35:32 (0:32)、 後半 38:35 (3:35)、 試合所要時間 01:14:07

[備考]



年 月 日 ( ) ）

16 】

） vs ）

0 ‐ 3
0 ‐ 2

‐
‐
PK

基本システム 1 - 4 - 1 - 4 - 1 基本システム 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 11:30 kick off 会場（ ひとめぼれスタジアム宮城

マッチNo.【

柳ヶ浦 高校（ 大分 旭川実業 高校（ 北海道②

0 5

　柳ヶ浦は１-４-１-４-1のシステムで低めにラインを設定し、アンカーと４人のDFでバイタルエリアを守りながら、１トップを
ターゲットにロングカウンターを狙う。旭川実業は１－４－４－２のシステムで、GKからのビルドアップから中盤を経由して
相手の隙をうかがいながら攻撃の糸口を探り、守備時には高い位置のプレスからボールを奪い右サイドのMF⑬中田から
の速攻をめざす。１４分DFの背後をついたFW⑨圓道がGKと１対１からシュート、ポストの跳ね返りをFW⑩西村が落ち着い
て決めた。また１６分にも左サイドから圓道がドリブルで崩しGKが跳ね返したボールをMF⑬中田が押し込み立て続けに
ゴールを奪った。前半終了間際にも右サイドからの攻撃でさらに追加点をあげ前半を終えた。後半からシステムを１－４－
４－２に変更し、高い位置からプレスをかけ始めた柳ヶ浦がゲームの流れをたぐり寄せる。起点が２つに増えたことからFW
へのロングボールを主にしだいにゴールに近づき始める。一方、旭川実業は前がかりになった柳ヶ浦のディフェンスライン
後方に生まれたスペースを狙いカウンターで好機を度々演出した。５５分スローインを受けた旭川実業の圓藤がドリブルで
ペナルティーエリアに侵入し４点目をあげ、直後の５８分にも右サイド突破から、追加点をあげた。柳ヶ浦も終盤に猛攻を仕
掛けるが、体を張った粘り強い旭川実業の守備を最後まで崩すことができなかった。

記載責任者 所属（ 北海道札幌東陵高等学校 氏名（ 塚田　泰成



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【17】

日時 2017年07月29日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島フットボールセンター ピッチ2（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 抱山　公彦 主審 安岡　洸二朗 副審１ 内田　啓介 副審２ 武山　大輔 第４審判 谷　弘樹

運営責任者 秋山　正弘 記録担当 小野寺　智弘 天候 雨 気温 22.1℃ 湿度 90％

風 無 観客数 200人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

星稜高校
（石川県）

KICK OFF

2

0

2

前半

後半

1

0
1

四国学院大学香川西高校
（香川県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 新保　大夢 1 GK GK 1 中村　将英 0 70+4分

1 1 2 松井　渉太 2 DF DF 3 楠本　遼 0

0 高木　凛太郎 3 DF DF 4 峰岸　潤次郞 0

1 1 敷田　唯 (Cap.) 4 DF DF 5 浪越　清晴 0

1 1 五島　魁大 5 DF DF 15 水本　大貴 0

1 1 武沢　亮佑 8 MF MF 6 西園　凜 1 1 1

0 岩岸　宗志 9 MF MF 7 坂東　宥吾 (Cap.) 0

1 1 1 高岸　憲伸 10 MF MF 8 林　凌雅 0

0 松本　秀太 14 MF MF 10 西村　宙 1 1

1 1 肥田　稜平 7 FW FW 9 慶　青澄海 2 2

1 1 森井　啓太 11 FW FW 11 髙木　慎也 2 1 1

池田　丈輝 17 GK GK 17 宮本　直哉 0 1

津野　響大郎 13 DF DF 2 岩本　來也

作本　大空 6 MF DF 12 嶺　楽音

有馬　大勢 12 MF DF 13 中嶋　健人

金子　伸 16 MF MF 16 大倉　永遠

濱口　聡太 15 FW FW 14 村上　俊輔

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 河﨑　護 大浦　恭敬 時間 種別 番号 選手名 理由

12分 警 5 五島　魁大 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

35+1分 警 4 敷田　唯 反ｽﾎﾟｰﾂ

6 2 8 シュート 6 2 4

4 4 8 GK 6 2 4

5 1 6 CK 2 1 1

6 3 9 直接FK 14 6 8

0 1 1 間接FK 3 3 0

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 3 0

1 0 1 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

10分 四学香川西 6 西園　凜 中央-2 7 → 中央-1 11 相手FP こぼれ球 6 ワンタッチプレー 右足Ｓ

64分 星稜 オウンゴール 左-1 2 ～ ↑ 中央-1 9 Ｈ ↑ 相手FP オウンゴール

70+1分 星稜 10 高岸　憲伸 中央-1 ＰＫ 10 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:40 (1:40)、 後半 40:05 (5:05)、 試合所要時間 01:16:45

[備考]



年 月 日 ( ) ）

17 】

） ）

0 ‐ 1
2 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 3 - 6 - 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 11:30 kick off 会場（ 松島フットボールセンターピッチ２

マッチNo.【

星稜 高校（ 石川 四学香川西 高校（ 香川

2 1

基本システム 基本システム

　強い雨の降りしきる中でゲームが開始される。ゲーム序盤，星稜はFW⑦肥田にボールを預け，MFからの飛び出しでチャ
ンスを図る。それに対し香川西はDF③楠本を中心にしっかりと跳ね返し，カウンターでチャンスを伺う。そして10分，香川西
FW⑪髙木のシュートのこぼれをMF⑥西園が押し込み先制する。前半も中盤に入りゲームも次第に落ち着き，両チームと
もスリッピーなグラウンドコンディションの中，ボールを丁寧に細かくつなぎながら攻撃を組み立てるものの，決定機を作り
出すことができず，前半を0-1で折り返す。後半に入り，中盤で人数に勝る星稜がボールを効果的に奪うことができるよう
になり，優位にゲームを進める。それに対し，香川西はシンプルに2トップにボールを送り込み，少ないチャンスをものにし
ようとする。後半も終盤になり，星稜は前線に人数をかけて攻撃を仕掛ける。そして星稜MF⑨岩岸からの鋭いクロスボー
ルに対して香川西DFがクリアしきれずOGとなり，星稜が同点とする。その後も星稜高校の攻撃が続き，香川西も粘り強く
耐えるも，後半ロスタイムに香川西のハンドからPKを獲得し，MF⑩髙岸が冷静に決め，逆転に成功する。粘り強い守備か
ら数少ないチャンスをものにした星稜高校が２回戦進出を果たした。

記載責任者 所属（ 広島県立神辺旭高等学校 氏名（ 福長　雅俊



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【18】

日時 2017年07月29日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉グラウンド（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 玉生　謙介 主審 光田　智乙 副審１ 手代木　直美 副審２ 渡部　一弥 第４審判 八重垣　真

運営責任者 栗原　正実 記録担当 庄司　達矢 天候 雨 気温 22.8℃ 湿度 87％

風 無 観客数 400人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 水含み

中京大学附属中京高校
（愛知県①）

0

0

0

前半

後半

0

2
2

栃木県立真岡高校
（栃木県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 吉田　ディアンジェロ　ステュワード 1 GK GK 1 鈴木　雅治 0

1 1 大角　凱斗 (Cap.) 2 DF DF 3 海老澤　諒 0

0 山口　輝 4 DF DF 4 後藤　智亮 (Cap.) 1 2 2

0 松原　亮平 13 DF DF 5 上野　優太 1 1

47分 0 村上　悠 16 DF DF 15 鈴木　優斗 0

41分 0 藤原　遼 5 MF DF 16 渋井　颯太 1 1 66分

57分 0 井村　早良 6 MF MF 7 和氣　昌平 1 1

67分 0 田邉　隆平 7 MF MF 10 金澤　礼弥 1 2 2

0 川村　倫太郎 14 MF MF 12 細野　拓也 0 ＨＴ

1 1 名越　琉星 17 MF MF 14 河原　慎吾 0 47分

0 棚瀬　亮 8 FW FW 9 大内　裕真 0

上田　功平 12 GK GK 17 楠奥　純平

16 0 坂本　航大 3 DF DF 2 大坪　太朗

7 0 笛川　翔矢 15 DF DF 6 関根　佑太 0 16

5 0 根本　幹丸 10 MF MF 8 鵜養　修平 0 14

鎌田　蓮 9 FW MF 13 村山　充樹

6 0 伊藤　光哉 11 FW FW 11 根本　晋太郎 2 2 12

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 岡山　哲也 川上　栄二 時間 種別 番号 選手名 理由

70+4分 警 15 笛川　翔矢 遅延行為
後半前半 チーム合計 前半後半

21分 警 12 細野　拓也 ラフ

63分 警 5 上野　優太 ラフ

0 2 2 シュート 9 1 8

8 3 11 GK 8 6 2

1 1 2 CK 2 1 1

2 6 8 直接FK 10 4 6

1 1 2 間接FK 4 2 2

1 1 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 2 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

39分 真岡 4 後藤　智亮 10 右-1 直接ＦＫ 10 ↑ 中央-1 4 ワンタッチプレー 右足Ｓ

67分 真岡 10 金澤　礼弥 11 中央-2 10 → 左-1 11 ↑ 中央-1 相手FP こぼれ球 10

ワンタッチプレー 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:11 (1:11)、 後半 38:18 (3:18)、 試合所要時間 01:14:29

[備考]



年 月 日 ( ) ）

18 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 1回戦

2017 7 29 土 11:30 kick off 会場（ 仙台市泉総合運動場　泉グラウンド

マッチNo.【

中京大中京 高校（ 愛知① 真岡 高校（ 栃木

0 2

基本システム 基本システム

強い雨が降り，ピッチコンディションが悪い中でのゲームとなった。
立ち上がりは，しっかり引いて守備ブロックを形成する真岡，前線に人数をかけ果敢にゴールを目指す中京大中京という
構図でゲームが始まった。
前半は，雨の影響でボールが止まってしまい，ボールをコントロールするのが難しいなか，ショートパスでボールを保持し
ながら，サイドのスペースをうまく使って攻撃を仕掛けた中京大中京がペースを握る。それに対し，真岡は中盤で奪った
ボールをシンプルに前線へ供給し，徐々にチャンスを作り出す。両チーム一進一退の攻防を繰り広げながら，スコアは動
かず前半を終えた。
後半に入ると，開始早々にゲームが動く。セットプレーのチャンスを得た真岡が，MF⑩金沢の正確なキックにDF④後藤が
合わせて先制した。その後も，相手ディフェンスラインの背後のスペースをうまく使った攻撃をみせる真岡が，決定機を作り
出していくが，中京大中京も粘り強い守りで追加点を許さない。劣勢の中京大中京は前線の選手を代えて流れを引き寄せ
ようとするも，真岡の縦に速い攻撃と，固い守備の前になかなかチャンスを作れない。すると，効果的な攻撃を再三繰り返
していた真岡が，終盤におとずれたチャンスをものにし，大きな追加点を加えた。最終的には真岡が２－０で勝利し，２回戦
進出を決めた。

記載責任者 所属（ 宮城県石巻北高等学校 氏名（ 金山　秀平



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【19】

日時 2017年07月29日 13:30 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Aグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 蔵森　紀昭 主審 畠山　大介 副審１ 西岡　寛太 副審２ 佐藤　賢治 第４審判 佐藤　巧雅

運営責任者 木口　聖 記録担当 吉田　明弘 天候 雨 気温 22.5℃ 湿度 90％

風 無 観客数 300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 水含み

済美高校
（愛媛県）

KICK OFF

1

0

1

前半

後半

2

2
4

神村学園高等部
（鹿児島県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 高橋　海斗 1 GK GK 1 冨吉　優斗 0 70+1分

0 中矢　大地 2 DF DF 2 大迫　龍太 0

0 高地　俊城 3 DF DF 5 愛川　陸斗 0

0 緒方　陽平 4 DF DF 15 野見山　智也 0

70分 0 鈴木　隼矢 5 DF DF 16 島田　龍也 1 1 55分

2 1 3 1 鈴木　高太 13 DF MF 3 中島　賢悟 1 1

0 飯尾　翼 (Cap.) 6 MF MF 6 田畑　拓武 3 3 67分

1 1 森田　真衣人 10 MF MF 10 原田　啓史 1 2 2 70+3分

0 岡田　大輝 7 FW MF 14 高橋　大悟 (Cap.) 2 4 2 2

0 福本　龍那 14 FW FW 7 中上　黎士 1 2 1 1 43分

0 浦　巧磨 16 FW FW 9 大山　尚一 1 1

岡本　大樹 17 GK GK 17 坂ノ下　陸 0 1

白形　駿汰 11 DF DF 4 出水　柊 1 1 16

5 0 加苅　陸 12 DF DF 11 渡　来夢 0 10

吉井　達哉 8 MF DF 13 大森　大司 0 6

山内　詩温 9 MF FW 12 山路　颯汰 2 2 7

寺原　大陽 15 FW

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 土屋　誠 有村　圭一郎 時間 種別 番号 選手名 理由

44分 警 6 飯尾　翼 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

70分 警 10 原田　啓史 遅延行為

47分 退 2 中矢　大地 阻止(手)

2 2 4 シュート 17 7 10

8 3 11 GK 5 4 1

3 1 4 CK 2 1 1

7 4 11 直接FK 13 7 6

1 2 3 間接FK 0 0 0

1 2 3 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

6分 神村学園 10 原田　啓史 14 左-2 10 → 中央-2 14 ～ 中央-1 → 10 ２タッチ以上

左足Ｓ

27分 神村学園 14 高橋　大悟 9 右-1 7 → 中央-1 9 → 14 ワンタッチプレー 左足Ｓ

38分 神村学園 7 中上　黎士 6 左-1 6 ～ 中央-1 → 14 スルー 7 ２タッチ以上 右足Ｓ

64分 済美 13 鈴木　高太 5 右CK 5 ↑ 中央-1 13 ＨＳ

68分 神村学園 14 高橋　大悟 9 中央-2 3 → 中央-1 9 → 14 ～ 相手FP こぼれ球

右-1 14 ２タッチ以上 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:12 (1:12)、 後半 38:28 (3:28)、 試合所要時間 01:14:40

[備考]



年 月 日 ( ) ）

19 】

） vs ）

0 ‐ 2
1 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 5 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 1回戦

2017 7 29 土 13:30 kick off 会場（ みやぎ生協めぐみ野サッカー場A

マッチNo.【

済美 高校（ 愛媛 神村学園 高校（ 鹿児島

1 4

基本システム 基本システム

　試合開始早々に先制した神村学園が主導権を握る。１－４－１－４－１に選手を配置し、MF⑥田畑と⑦中上がサイドに
広がりを作り、FW⑨大山が背後を狙ったり深みを作る。空いたスペースにシャドーのMF⑩原田とMF⑭髙橋が顔を出し、
ゴールに迫る意図が窺えた。対する済美は、ボール支配率では劣るものの、１－４－２－３－１に選手を配置し、最終ライ
ンとダブルボランチのMF⑥飯尾、⑩森田が体を張ってボールを奪い返す。奪ったボールをFW⑭福本や左に張り出してい
るMF⑯浦、トップ下MF⑬鈴木に預けて攻撃の起点としたいが、神村学園DF陣が厳しく体を寄せてくるため、シュートチャン
スに至らない。やまない雨によって、お互いにボールが落ち着かない時間帯があるものの、迫力を持ってゴールに迫る
チャンスを効果的に得点につなげた神村学園が最後まで主導権を渡すことなく勝利した。敗れはしたが、退場者を出し一
人少なくなったが、GK①髙橋を中心に粘り強く神村学園の攻撃に対応し１点を返した済美の健闘を讃えたい。

記載責任者 所属（ 島根県立松江南高等学校 氏名（ 本間　英之



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【20】

日時 2017年07月29日 13:30 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Bグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 金渕　佑亮 副審１ 坂本　晋悟 副審２ 岡田　司 第４審判 芳賀　勇人

運営責任者 内海　公仁彦 記録担当 岡　　悟 天候 雨 気温 22.9℃ 湿度 90％

風 弱 観客数 300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 水含み

山形県立山形中央高校
（山形県）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

0

1
1

関東第一高校
（東京都①）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 舟山　奏 17 GK GK 1 北村　海チデイ 0

0 工藤　万尋 2 DF DF 2 山脇　樺織 0

0 山口　龍之介 4 DF DF 3 関口　聖人 0

0 安藤　成希 13 DF DF 4 小野　凌弥 0

0 村上　湧野 16 DF DF 6 嶋林　昂生 2 1 1

0 水戸　颯汰 6 MF MF 5 長谷部　竣 (Cap.) 1 1 70分

1 2 3 大場　璃葵 7 MF MF 7 小関　陽星 0

3 3 中川　和彦 8 MF MF 8 篠崎　源太 0 30分

0 貝山　龍平 10 MF MF 9 村井　柊斗 2 1 1 57分

60分 0 茂木　春輝 (Cap.) 9 FW FW 11 池田　健太 1 1 42分

1 1 吉田　誉 11 FW FW 15 重田　快 1 2 1 1

長谷川　隼大 1 GK GK 17 玉木　歩

竹田　憂斗 3 DF DF 12 加藤　陽介

安孫子　裕輔 5 DF MF 13 宮林　庸太 0 5

水口　晃大 12 MF MF 14 佐藤　誠也 0 9

高内　快斉 14 MF FW 10 篠原　友哉 0 8

9 0 小嶋　克哉 15 FW FW 16 小久保　佳吾 1 1 11

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 羽角　哲弘 小野　貴裕 時間 種別 番号 選手名 理由

50分 警 9 茂木　春輝 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

62分 警 16 小久保　佳吾 ラフ

5 2 7 シュート 9 5 4

3 3 6 GK 8 1 7

2 2 4 CK 4 3 1

6 10 16 直接FK 6 1 5

1 0 1 間接FK 4 2 2

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 4 2 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

68分 関東第一 15 重田　快 2 右-1 7 → 2 ↑ 中央-1 15 ２タッチ以上 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:24 (1:24)、 後半 38:43 (3:43)、 試合所要時間 01:25:55

[備考]



年 月 日 ( ) ）

20 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 13:30 kick off 会場（ みやぎ生協めぐみ野サッカー場B

マッチNo.【

山形中央 高校（ 山形 関東第一 高校（ 東京①

0 1

基本システム 基本システム

山形中央は１−４−４−２のシステム序盤より前線にハイボールを送りポストプレーから関東一DFラインの背後を脅かす。一
方関東一は１−４−４−２のシステム、DFラインでのビルドアップと前線へのロングフィードで攻撃を組み立て、前線からのハ
イプレッシャーでボールを奪い、ゴール前のチャンスを作り出す。関東一は３０分FW⑩篠原を投入、篠原は前線から中盤
に降りてボールを受け、ドリブルでボールを前線に運び、攻撃の起点となり徐々に関東一の攻撃時間が長くなる。守備の
時間が長くなる山形中央だが、一瞬の隙をつき前線にボールを送り反撃を図るが、決定的なチャンスのないまま前半が終
了する。後半に入り山形中央は前半同様前線にボールを早く送り、徐々に関東一ゴールを脅かし始める。関東一は篠原を
中盤に下げてボールを集め、大きなサイドチェンジでスペースを作り出し攻撃を組み立てる。後半終盤、疲れの見える関東
一DFラインに対し、徐々にロングボールからチャンスを作る山形中央はペナルティーエリア内にボールを運び、攻撃の勢
いを増す。前がかりになった山形中央の一瞬の隙を関東一⑮FW重田が得点、これが決勝ゴールとなった。後半守備の時
間が多くなった関東一だが少ないチャンスをものにし２回戦に駒を進めた。

記載責任者 所属（ 東京都立東大和高等学校 氏名（ 勝城慶郎



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【21】

日時 2017年07月29日 13:50 試合形式 70分 PK戦 会場 松島運動公園 多目的運動広場（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 三井　耕 主審 関口　雄飛 副審１ 松本　瑛右 副審２ 羽田　周平 第４審判 伊佐治　幹也

運営責任者 阿部　朝光 記録担当 横山　大地 天候 雨 気温 23.5℃ 湿度 90％

風 微風 観客数 200人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

福井県立丸岡高校
（福井県）

0

0

0

4

前半

後半

PK戦

0

0

3

0
秋田市立秋田商業高校

（秋田県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 倉持　一輝 17 GK GK 1 成田　佳輝 0

1 1 遠藤　悠生 2 DF DF 3 上村　龍之介 0

0 岡倉　一志 3 DF DF 4 奈良　学 (Cap.) 0

0 松下　大真 5 DF DF 5 清家　尚樹 0

0 西野　太貴 (Cap.) 10 DF DF 16 山本　翔太 0

0 多田　恵吾 6 MF MF 6 出口　陽介 0

1 1 宮永　任 7 MF MF 7 伊藤　颯 1 1

0 宮川　雅伎 13 MF MF 8 松野　竜士 0

0 三反﨑　凱聖 14 MF MF 9 伊藤　直人 0

0 和田　伊利都 11 FW FW 10 田近　晴登 1 1

0 巣守　龍 16 FW FW 11 加賀谷　海登 0 51分

伊藤　佑悟 1 GK GK 12 山口　雄也

角山　暉 4 DF DF 2 長谷川　悠 1 1 11

十九波　賢信 8 DF DF 13 高橋　海陽

小林　晃喜 12 MF DF 15 鈴木　銀華

田中　陸斗 15 MF MF 14 富田　蓮史郎

田海　寧生 9 FW FW 17 鈴木　宝

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 小阪　康弘 小林　克 時間 種別 番号 選手名 理由

45分 警 5 松下　大真 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

48分 警 16 山本　翔太 反ｽﾎﾟｰﾂ

70+1分 警 3 岡倉　一志 反ｽﾎﾟｰﾂ

2 0 2 シュート 3 1 2

3 3 6 GK 13 6 7

1 3 4 CK 2 0 2

5 7 12 直接FK 16 6 10

0 0 0 間接FK 1 1 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

丸岡 先 11 × 6 ○ 7 ○ 14 ○ 10 ○

秋田商業 7 ○ 5 ○ 6 × 2 ○ 8 ×

[試合時間] 前半 35:06 (0:06)、 後半 37:22 (2:22)、 試合所要時間 01:12:28

[備考]



年 月 日 ( ) ）

21 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 0

‐
‐

4 PK 3

1 - 4 - 5 - 1 1 - 5 - 4 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

雨の中で行われた1回戦、福井県代表・丸岡高校と秋田県代表・秋田商業高校が対戦した。降り続いた雨の影響でグラン
ドのところどころに水たまりができているピッチコンディション。丸岡は、ワントップのＦＷ⑪和田にロングボールを集め、2列
目からＭＦ⑦宮永がスペースに飛び出してチャンスを作る。対する秋田商も前線の中央にＦＷ⑩田近、左サイドにＦＷ⑪加
賀谷、右サイドにＭＦ⑨伊藤を配置し、ＤＦラインからロングボールを蹴り込み、セカンドボールを拾ってチャンスを伺う。秋
田商は、徹底したロングボールに加え、ＭＦ⑥出口が両サイドから放り込むロングスローを武器にリズムを掴み、丸岡ゴー
ルに迫る。丸岡もキャプテンのＤＦ⑩西野を中心に強固な守備ブロックを形成し、球際の強さを発揮してボールを奪い、カ
ウンター攻撃を仕掛ける。一進一退の攻防が続くものの互いにゴールを奪ことができず、０－０で試合を折り返した。後半
に入ると、ロングボール一辺倒だった攻撃にうまく横パスを絡め始めた丸岡が主導権を握り、秋田商ゴールに迫る。劣勢
の秋田商は、⑪加賀谷に代えてＤＦ②長谷川を投入し、流れを変える。ワントップとして前線から献身的な守備で貢献し、
秋田商が守備からリズムを掴み徐々に丸岡ゴールに迫る。セカンドボールが拾えるようになった秋田商が丸岡陣内に押し
込む時間が増え、丸岡がカウンターを仕掛けるという展開になるが両チームともに水たまりの影響もあってラストパスや
シュートの精度を欠き、得点を奪うことができない。両チームともに無得点で７０分を終え、勝負はＰＫ戦に持ち込まれた。
１人ずつが枠を外して迎えた５人目、先攻の丸岡はキッカー⑩西野の成功に続きＧＫ⑰倉持が見事にストップし、４－３で
勝負をものにした。互いの堅守が光る戦いを制した丸岡高校が、２回戦へと駒を進めた。

記載責任者 所属（ 富山県・龍谷富山高等学校 氏名（ 濱辺　哲

松島運動公園多目的運動広場

マッチNo.【

丸岡 高校（ 福井 秋田商業 高校（ 秋田

0 0

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 13:50 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【22】

日時 2017年07月29日 13:30 試合形式 70分 PK戦 会場 七ヶ浜サッカースタジアム（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 宮原　一也 副審１ 佐藤　廉太郎 副審２ 遠藤　智晴 第４審判 後藤　輝好

運営責任者 黒澤　啓滋 記録担当 志田　篤史 天候 雨 気温 22.0℃ 湿度 90％

風 微風 観客数 200人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

阪南大学高校
（大阪府②）

3

2

1

前半

後半

0

0
0

日本文理高校
（新潟県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

68分 0 太田　航生 1 GK GK 1 八橋　廉太 0

0 鍋坂　陸平 2 DF DF 4 田中　拳斗 0

2 2 1 小川　大空 3 DF DF 5 長谷川　龍一 (Cap.) 0

1 1 吉田　伸弘 (Cap.) 4 DF DF 7 吉田　元樹 0 70分

3 3 1 伊吹　卓祐 5 DF MF 8 古木　雄大 0

50分 1 1 東野　舜馬 6 MF MF 11 伊藤　駿 2 2

56分 0 吉田　岳晴 13 MF MF 13 竹内　渚 0 40分

0 村岸　俊吾 14 MF MF 14 三原田　悠斐 0

2 2 中村　成龍 16 MF FW 9 横山　隼介 1 1 60分

61分 0 篠畑　純也 11 FW FW 10 久住　玲以 1 1

2 3 5 1 和田　育 15 FW FW 16 田中　和樹 0 40分

1 0 中本　汐音 12 GK GK 12 藤原　怜史

宮崎　空翔 7 DF DF 2 小黒　有輝 0 7

13 0 岩丸　翼 8 MF DF 3 松本　勇貴 0 16

岸田　悠希 9 MF MF 17 古俣　眞斗

6 1 1 高木　践 17 MF FW 6 志田　匠 0 9

11 0 福羅　光希 10 FW FW 15 亀山　来駆 0 13

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 濵田　豪 駒沢　隆一 時間 種別 番号 選手名 理由

69分 警 2 鍋坂　陸平 遅延行為
後半前半 チーム合計 前半後半

6分 警 5 長谷川　龍一 反ｽﾎﾟｰﾂ

54分 警 11 伊藤　駿 ラフ

5 10 15 シュート 4 4 0

3 4 7 GK 10 6 4

3 6 9 CK 3 3

9 7 16 直接FK 9 3 6

1 1 2 間接FK 1 0 1

1 1 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

4分 阪南大高 5 伊吹　卓祐 16 右CK 16 ↑ 中央-1 5 ＨＳ

15分 阪南大高 15 和田　育 16 左CK 16 ↑ 中央-1 15 ＨＳ

38分 阪南大高 3 小川　大空 右-1 直接ＦＫ 3 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:30 (1:30)、 後半 39:30 (4:30)、 試合所要時間 01:16:00

[備考]



年 月 日 ( ) ）

22 】

） vs ）

2 ‐ 0
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 3 - 3

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

強い雨が降る中でのキックオフ。序盤から試合が動く。４分、ＣＫからＤＦ⑤伊吹がヘディングシュートを決め、阪南大高が
先制する。その後、互いに球際に激しく攻守が目まぐるしく入れ替わる展開になる中、１５分阪南大高が素早いカウンター
攻撃から得たＣＫからＦＷ⑮和田がヘディングで合わせ追加点を奪う。阪南大高はＦＷ⑪篠畑の相手ＤＦラインの裏への動
き出しからスピーディーな攻撃を仕掛け、チャンスを作る。一方の日本文理はＦＷ⑩久住にボールを集め、攻撃を組み立て
ようとするが、周りの選手の関わりが少なく、厚みのある攻撃とならない。守備では前線へのロングボールやセットプレーで
競り負けている場面があり、なかなかペースを掴めない。阪南大高が試合を優位に運び、２－０で前半終了。両チームとも
に前半と同じメンバーで後半のスタート。阪南大高は３８分、ＤＦ③小川が直接ＦＫを決めリードを広げる。日本文理は選手
交代とシステム変更で流れを変えようと試みる。ＤＦ④田中を前線へ上げてターゲットとし、そこを起点に攻撃を仕掛けてい
こうとするが、阪南大高の組織的な守備の前にシュートまで至らない。押し込まれる時間帯が長くなるが、ゴール前での体
を張った守備で追加点を与えない。対する阪南大高は選手交代をし、運動量を上げ攻撃の活性化を図る。前線と中盤の
選手の距離感が良く、少ないタッチ数でボールを動かしながらグループでの崩しから多くのチャンスを作る。守備ではリス
クマネジメントがしっかりできており、高い位置でボールを奪い返し二次攻撃につなげていた。なんとか１点を返したい日本
文理は攻守に懸命に走り、ゴールを目指していくが、得点を奪えないまま試合終了。最後まで全力を出しきり、素晴らしい
試合を展開した両チームの健闘を称えたい。

記載責任者 所属（ 埼玉県立越ヶ谷高等学校 氏名（ 野木　悟志

七ヶ浜サッカースタジアム

マッチNo.【

阪南大学 高校（ 大阪② 日本文理 高校（ 新潟

3 0

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 13:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 １回戦 【23】

日時 2017年07月29日 13:30 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉グラウンド（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 玉生　謙介 主審 大藤　翔平 副審１ 高橋　悠 副審２ 高橋　俊二 第４審判 秦　洋輔

運営責任者 栗原　正実 記録担当 山田　貴之 天候 雨 気温 22.1℃ 湿度 90％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

近江高校
（滋賀県）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

1

1
2

東海大学付属熊本星翔高校
（熊本県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 土屋　ヒロユキ 1 GK GK 1 深松　裕太朗 0

0 長ヶ原　陸矢 2 DF DF 2 加村　優輝 0

0 山内　舟征 3 DF DF 3 中村　豪 (Cap.) 0

0 村上　裕亮 5 DF DF 4 泉　太貴 0

0 近藤　麻生 6 DF DF 14 末永　幹 1 1

1 1 竹村　健汰 7 MF DF 15 國岡　秀隆 0

0 竹村　俊二 10 MF MF 6 中川　大暉 2 1 1 70+1分

0 大西　稜 15 MF MF 7 花田　駿 2 1 1

59分 0 岡崎　藤吉 9 FW MF 10 吉岡　涼斗 4 2 2

0 槙山　佳佑 (Cap.) 11 FW FW 9 渡辺　力斗 1 2 1 1

1 1 池田　海翔 14 FW FW 11 一　怜哉 1 2 1 1 65分

譽田　旅人 12 GK GK 12 上野　拓海

9 0 山表　悠月 17 DF DF 8 森本　瑠

竹村　大地 4 MF DF 13 池田　寛人

日當　享汰 8 MF MF 16 多良　聡太郎 0 6

辻　隆太 16 MF MF 17 森　勇斗

日下部　玲生 13 FW FW 5 吉田　健人 0 11

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 前田　高孝 吉岡　宏樹 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
47分 警 4 泉　太貴 反ｽﾎﾟｰﾂ

1 1 2 シュート 13 6 7

7 5 12 GK 4 3 1

0 2 2 CK 4 3 1

3 6 9 直接FK 18 11 7

0 0 0 間接FK 1 0 1

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

16分 東海大星翔 11 一　怜哉 10 右-2 直接ＦＫ 10 ↑ 中央-1 11 ワンタッチプレー 右足Ｓ

62分 東海大星翔 9 渡辺　力斗 7 右-2 11 Ｈ ↑ 中央-2 7 Ｈ ↑ 中央-1 9

２タッチ以上 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:12 (1:12)、 後半 36:17 (1:17)、 試合所要時間 01:12:29

[備考]



年 月 日 ( ) ）

23 】

） vs ）

0 ‐ 1
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 3 - 3 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

雨の影響でピッチ状態が悪い中での試合開始となった。
前半短い距離のパスをつなぎ後方から前進を試みる近江に対して、東海大星翔は３ラインをコンパクトに保ち密集地帯の
中で激しいプレスをかけボールを奪取し素早く前線のFWへボールを送りチャンスを作る。
東海大星翔が相手コートに押し込む中で取得したFKを、FW⑪一が合わせ東海大星翔が先制点を奪う。
後半近江は前線のFW⑭池田、FW⑪槙山に縦パスを打ち込みMFがタイミングよくサポートに入りシュートチャンスを作るも
得点には至らず。近江が押し込む時間帯もあったが東海大星翔は前ががかりになった近江DFラインに対してロングボー
ルを供給。FWが縦関係となりヘディングでそらしたところをFW⑨渡辺がスピードよく飛び出し追加点を決める。
追加点を決められた後、近江はDF⑤村上をFWに上げ、１－３－５－２のシステムで反撃に出るも及ばず。
東海大星翔が２回戦進出を決めた。

記載責任者 所属（ 岐阜県立恵那高等学校 氏名（ 柘植　望

仙台市泉総合運動場　泉グラウンド

マッチNo.【

近江 高校（ 滋賀 東海大星翔 高校（ 熊本

0 2

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） １回戦

2017 7 29 土 13:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【24】

日時 2017年07月30日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Aグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 滝本　寛 主審 谷　弘樹 副審１ 角田　裕之 副審２ 籾山　智哉 第４審判 河田　泰斗

運営責任者 木口　聖 記録担当 吉田　明弘 天候 曇 気温 26.2℃ 湿度 78％

風 無 観客数 400人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

流通経済大学付属柏高校
（千葉県①）

4

1

3

前半

後半

0

0
0

岩手県立遠野高校
（岩手県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

65分 0 薄井　覇斗 17 GK GK 1 菊池　龍 0

1 1 近藤　立都 2 DF DF 3 畑瀬　雅矢 0 66分

1 1 1 加藤　蓮 3 DF DF 4 瀧澤　飛雄馬 0

0 関川　郁万 5 DF DF 5 遠山　南海 0

0 瀬戸山　俊 6 DF DF 8 高原　優介 (Cap.) 0

59分 1 1 石川　貴登 12 DF MF 6 佐々木　秀真 0 51分

0 宮本　優太 (Cap.) 4 MF MF 7 太田　竜雅 1 1

3 1 4 1 時岡　寛拓 7 MF MF 9 佐々木　渓人 1 1

1 1 菊地　泰智 10 MF MF 12 佐藤　莉楓 1 1

47分 1 1 1 近藤　潤 15 MF MF 14 立花　健斗 0 64分

55分 1 1 2 後藤　大輝 9 FW FW 10 阿部　亮太 0

17 0 鹿野　修平 1 GK GK 17 菊池　朋哉

佐藤　蓮 13 DF DF 2 澤村　彰磨

12 0 三本木　達哉 16 DF DF 16 八重樫　陽 0 3

宮本　泰晟 8 MF MF 11 鈴木　智大 0 6

15 1 1 1 熊澤　和希 14 MF MF 15 佐藤　隼

9 0 安城　和哉 11 FW FW 13 山本　義幸 0 14

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 本田　裕一郎 長谷川　仁 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
3分 警 4 瀧澤　飛雄馬 反ｽﾎﾟｰﾂ

7 5 12 シュート 3 1 2

4 4 8 GK 10 6 4

3 0 3 CK 1 1 0

8 7 15 直接FK 8 2 6

0 1 1 間接FK 4 2 2

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 4 2 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

34分 流通経済大柏 15 近藤　潤 7 左-1 10 ↑ 中央-1 5 Ｈ ↑ 7 → 15

２タッチ以上 右足Ｓ

37分 流通経済大柏 7 時岡　寛拓 中央-1 12 → 左-1 2 ↑ 中央-1 相手FP クリア こぼれ球

7 ２タッチ以上 右足Ｓ

62分 流通経済大柏 14 熊澤　和希 7 中央-1 14 → 7 → 14 ２タッチ以上 左足Ｓ

70分 流通経済大柏 3 加藤　蓮 右-2 相手FP こぼれ球 3 ２タッチ以上 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:07 (1:07)、 後半 37:28 (2:28)、 試合所要時間 01:13:35

[備考]



年 月 日 ( ) ）

24 】

） vs ）

1 ‐ 0
3 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 3 - 3 1 - 4 - 3 - 3

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

２回戦が初戦となる流経大柏と、厳しい内容であったが１回戦を勝ち抜いた遠野の勝負となったこの試合は、序盤は流経
大柏が１－４－３－３の布陣から３トップの中央にいるFW⑨後藤にロングボールを当てて、攻撃の起点としていく。対する
遠野も、１－４－３－３の布陣を用いて、DF⑤遠山を中心に粘り強い守備からセカンドボールを拾い、前線へボールを供給
するが効果的な攻撃には繋げることができない。前半終了間際、遠野はMF⑨佐々木からチャンスを作るが、流経大柏の
DF⑤関川のフィジカルを生かした安定した守備に阻まれ、逆にセットプレーから失点を許してしまう。後半は、開始早々に
流経大柏MF⑦時岡がクロスボールを落ち着いて切り返し、得点する。遠野は、前半同様センターバックの２人を中心に守
備からボールを奪い、前線にシンプルにパスをつなごうとする意図は見られるがなかなか攻撃の形にならないシーンが続
く。徐々に押し込み始めた流経大柏が前線でのパスワークから追加点を得て、完全に主導権を握った。遠野は最後まで走
りきったが、終了間際にも得点を重ねた流経大柏がフィジカルの強さと、技術の高さを発揮した試合となった。

記載責任者 所属（ 宮城県亘理高等学校 氏名（ 髙橋　太仁

みやぎ生協めぐみ野サッカー場A

マッチNo.【

流通経済大柏 高校（ 千葉① 遠野 高校（ 岩手

4 0

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ２回戦

2017 7 30 日 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【25】

日時 2017年07月30日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島運動公園 多目的運動広場（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 抱山　公彦 主審 道山　悟至 副審１ 平間　亮 副審２ 岡田　司 第４審判 遠藤　智晴

運営責任者 阿部　朝光 記録担当 星　隆一 天候 曇 気温 27.7℃ 湿度 62％

風 微風 観客数 300人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 乾燥

立正大学淞南高校
（島根県）

KICK OFF

2

2

0

4

前半

後半

PK戦

0

2

5

2
長野市立長野高校

（長野県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 宮嶋　岳 1 GK GK 1 吉田　泰地 (Cap.) 0

0 田中　晃司 2 DF DF 2 木内　駿兵 0

0 松井　聡太 3 DF DF 3 筒井　爽 0

1 1 山田　祐樹 4 DF DF 4 芳田　竜之介 0

1 1 竹中　響哉 (Cap.) 5 DF DF 13 稲葉　宏貴 0 56分

0 井上　廉 6 DF MF 6 義家　匠 0

47分 0 檜垣　和志 9 MF MF 7 島田　直弥 0

0 岩田　大和 13 MF MF 11 小林　恭也 0 60分

42分 0 福島　颯斗 14 MF MF 16 久保田　拓也 1 2 1 1 67分

69分 2 1 3 1 安野　真央 10 FW FW 9 山中　麗央 2 1 1

56分 2 2 1 藤井　奨也 15 FW FW 10 新井　光 1 5 1 4

西尾　大二朗 12 GK GK 12 村山　響

9 0 松近　嘉莉歩 7 MF DF 5 宮澤　聖知

15 0 山口　海都 8 MF MF 8 山口　亮太 0 13

14 0 河岸　真太朗 11 MF FW 14 小池　太一 1 1 11

松下　昇太 17 MF FW 15 川上　季晋 0 16

10 0 衣川　絢誠 16 FW FW 17 赤塩　浩純

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 野尻　豪 芦田　徹 時間 種別 番号 選手名 理由

43分 警 2 田中　晃司 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

28分 警 10 新井　光 ラフ

53分 警 2 田中　晃司 遅延行為

53分 退 2 田中　晃司 警告2 2 5 7 シュート 10 3 7

5 2 7 GK 8 4 4

0 5 5 CK 1 0 1

3 6 9 直接FK 9 5 4

0 0 0 間接FK 2 1 1

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

26分 立正大淞南 10 安野　真央 4 中央-3 3 → 4 ↑ 中央-1 10 ２タッチ以上 右足Ｓ

31分 立正大淞南 15 藤井　奨也 14 中央-3 相手FP こぼれ球 14 → 中央-2 15 ～ 中央-1 右足Ｓ

37分 市立長野 16 久保田　拓也 右-1 11 → 中央-1 相手FP こぼれ球 16 ワンタッチプレー 左足Ｓ

70+7分 市立長野 10 新井　光 4 右-1 7 → 4 ↑ 中央-1 10 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

市立長野 先 9 ○ 10 × 4 ○ 7 ○ 6 ○ 2 ○

立正大淞南 6 ○ 5 × 16 ○ 3 ○ 4 ○ 8 ×

[試合時間] 前半 36:08 (1:08)、 後半 41:35 (6:35)、 試合所要時間 01:17:43

[備考]



年 月 日 ( ) ）

25 】

） vs ）

2 ‐ 0
0 ‐ 2

‐
‐

4 PK 5

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 4 - 2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

良好なピッチ状況で行われた２回戦．立正大淞南は中盤でコンパクトな守備をしながら，ボールを持つと積極的に前に進
める攻撃を展開．対する市立長野は立正大淞南FW⑩安野の裏への動きを警戒し，深いDFラインを保ちながら，MF⑥善
家，⑦島田を中心にワイドに展開する．支配率は市立長野が高いが立正大淞南の守備を崩せず，ゴール前までボールを
運べない．26分，立正大淞南DF④山田からのロングボールを受けた安野がワンタッチでDFの裏を取り，先制した．31分，
前を向いた立正大淞南MF⑭福島からのパスを受けたFW⑮藤井がドリブルを仕掛けシュートを放ち，2点目を奪い前半終
了．後半開始間もない37分，市立長野DF④芳田のクロスからこぼれたボールをMF⑯久保田がシュート，1点を返す．市立
長野が支配する展開は続くなかの53分，立正大淞南DF②田中が遅延行為による2枚目のイエローカードをもらい退場．立
正大淞南が数的不利な状況となる．さらに市立長野のテンポも速くなったことにより，立正大淞南の守備が届かず，ゴール
前でのチャンスは増える．しかし，得点には繋がらず，市立長野は縦パス，前へのロングボールを増やす．70+7分，市立
長野の芳田からのクロスにFW⑩新井がヘディングで合わせ，同点に追いつき後半終了．市立長野がPK戦を制し，３回戦
に駒を進めた．

記載責任者 所属（ 宮城県・尚絅学院高等学校 氏名（ 杉内　洋亮

松島運動公園多目的広場

マッチNo.【

立正大淞南 高校（ 島根 市立長野 高校（ 長野

2 2

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 2回戦

2017 7 30 日 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【26】

日時 2017年07月30日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島フットボールセンター ピッチ1（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 玉生　謙介 主審 秦　洋輔 副審１ 田代　雄大 副審２ 渡邉　駿 第４審判 塚原　健

運営責任者 岡元　昭典 記録担当 戸舘　篤 天候 曇 気温 30.5℃ 湿度 56％

風 微風 観客数 110人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

尚志高校
（福島県）

KICK OFF

2

1

1

前半

後半

0

0
0

高川学園高校
（山口県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 宗像　利公 1 GK GK 1 安部　洋一郎 0

0 功刀　舜也 3 DF DF 3 清水　海 0

1 1 沼田　皇海 5 DF DF 6 奥野　竜太 1 1

0 松本　雄真 (Cap.) 8 MF DF 7 田近　洸貴 0

0 石川　竣祐 15 DF DF 12 浜下　光輝 0 53分

1 1 石井　龍平 6 MF MF 8 長廣　洸大 (Cap.) 0

61分 2 2 1 加野　赳瑠 10 MF MF 13 末次　章悟 0

ＨＴ 0 加瀬　直輝 13 MF MF 16 鳥飼　椋平 1 1

1 1 大川　健 14 MF FW 2 濱口　翔大 2 2 44分

68分 4 4 1 渡邉　新史 17 MF FW 10 土信田　悠生 2 2

49分 1 1 二瓶　由嵩 11 FW FW 11 平尾　泰雅 0 41分

森本　涼太 16 GK GK 17 林　聖哉

馬目　裕也 4 DF DF 4 鶴丸　和幸 0 12

13 1 1 長谷　秀皐 7 MF MF 5 品部　真完

17 0 菅井　泰祥 12 MF FW 9 原田　千里

10 0 染野　唯月 2 FW FW 14 江本　信哉 0 11

11 1 1 中井　崇仁 9 FW FW 15 山本　廉哉 0 2

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 仲村　浩二 江本　孝 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
33分 警 3 清水　海 遅延行為

60分 警 16 鳥飼　椋平 ラフ

9 3 12 シュート 6 5 1 65分 警 15 山本　廉哉 繰返違反

1 5 6 GK 9 5 4

3 2 5 CK 2 1 1

6 5 11 直接FK 12 6 6

0 0 0 間接FK 0 0 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

35分 尚志 10 加野　赳瑠 13 右-2 15 → 右-1 13 ～ → 中央-1 10 ワンタッチプレー

右足Ｓ

38分 尚志 17 渡邉　新史 中央-1 17 ～ 相手FP こぼれ球 17 ２タッチ以上 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:05 (2:05)、 後半 39:05 (4:05)、 試合所要時間 01:16:10

[備考]飲水を前半、後半ともに実施



年 月 日 ( ) ）

26 】

） vs ）

1 ‐ 0
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 3 - 3

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

　両チームとも昨日は１点差の接戦を勝ち上がり、２回戦に駒を進めてきた。雨の中の１回戦とは打って変わり、ピッチコン
ディションも良く両チームとも本来の戦い方を十分に発揮することが期待される。尚志は昨日同様中盤でのボールポゼッ
ションを高め、FWが飛び出すタイミングを伺う。対する高川学園はFW⑩土信田を起点にしつつ、昨日は途中出場だったFW
②濱口をスタメンで起用し、攻撃にアクセントを付けようという狙いが見られる。
　立ち上がりは両チームともその持ち味を活かした攻撃が出た。尚志が丁寧なビルドアップからバイタルエリアに進入し
シュートを打てば、高川学園も土信田のポストプレーから濱口・FW⑪平尾らが前を向いてボールを持つ機会を増やしてい
く。しかし、高川学園の攻撃は尚志のGK①宗像を中心とした守備に阻まれ、次第にピッチの幅を活用した尚志が主導権を
握る。前半終了間際、それまで幾度となく１対１を仕掛けていた尚志の右MF⑬加瀬が相手守備陣を振り切ると、低い弾道
のクロスから⑩加野が合わせ、待望の先制点を奪った。
　後半は尚志が右サイドにキープ力とアイデアのあるMF⑦長谷を投入し、相手を引きつけてバイタルエリアにスペースを
作ろうとする。２点目は尚志の左MF⑰渡邉が一度奪われたボールに食らいつき、素早い奪い返しから正確にゴール右隅
に流し込んだ。高川学園は濱口に代えてFW⑭江本を投入し、より前線での圧力を高めようとするものの、尚志はよりバリ
エーションを増やしたパス回しで的を絞らせない。交代策も成功し、最後までボールを支配し続けた尚志が勝ちきった。

記載責任者 所属（ 宮城県名取高等学校 氏名（ 村上　謙造

松島フットボールセンターピッチ１

マッチNo.【

尚志 高校（ 福島 高川学園 高校（ 山口

2 0

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ２回戦

2017 7 30 日 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【27】

日時 2017年07月30日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 七ヶ浜サッカースタジアム（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 手塚　優 副審１ 後藤　輝好 副審２ 大藤　翔平 第４審判 山田　一騎

運営責任者 黒澤　啓滋 記録担当 志田　篤史 天候 曇 気温 26.2℃ 湿度 80％

風 微風 観客数 200人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

長崎総合科学大学附属高校
（長崎県）

4

1

3

前半

後半

0

1
1

東海大学付属仰星高校
（大阪府①）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 湊　大昂 12 GK GK 1 宮本　一郎 0

0 諸石　一砂 2 DF DF 2 金川　楓 0

1 1 岩本　蓮太 4 DF DF 5 菅　魁人 0

0 田中　純平 (Cap.) 8 DF DF 13 藤田　星陽 0

1 1 嶋中　春児 16 DF MF 4 大嶋　佑 0

0 小川　貴之 6 MF MF 6 仲本　樹 0 33分

1 1 2 2 荒木　駿太 7 MF MF 7 藤原　拓未 (Cap.) 1 0

1 1 1 中村　聖鷹 9 MF MF 9 尾花　優太 0 42分

0 別府　尊至 15 MF MF 14 東　龍星 1 1

4 1 5 1 安藤　瑞季 10 FW FW 11 阪本　晃洋 0 68分

1 1 2 西原　先毅 17 FW FW 12 藤川　直己 1 1 42分

三谷　智樹 1 GK GK 17 渡　慎之介

栁谷　拓実 3 DF DF 3 三角　舞也 0 6

大切　達矢 5 DF MF 8 西田　幸誠 0 9

武井　佑介 13 DF MF 16 小路　康平 1 1 11

田﨑　友佑哉 11 MF FW 10 藤山　海星 2 2 12

竹森　海 14 FW FW 15 矢野　修大

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 小嶺　忠敏 中務　雅之 時間 種別 番号 選手名 理由

45分 警 9 中村　聖鷹 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

63分 警 14 東　龍星 ラフ

8 4 12 シュート 5 2 3

4 3 7 GK 14 5 9

3 1 4 CK 0 0 0

3 4 7 直接FK 14 6 8

0 0 0 間接FK 2 1 1

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 1 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

3分 長崎総科大附 7 荒木　駿太 15 中央-2 相手FP クリア 中央-3 インターセプト 15 ↑ 中央-1 7 ワンタッチプレー

右足Ｓ

39分 長崎総科大附 7 荒木　駿太 9 中央-2 17 ↑ 中央-3 9 ↑ 中央-1 7 ワンタッチプレー 右足Ｓ

49分 東海大仰星 7 藤原　拓未 11 右-1 スローイン 13 ↑ 中央-1 相手GK こぼれ球 11 → 7

ワンタッチプレー 右足Ｓ

55分 長崎総科大附 9 中村　聖鷹 中央-1 9 → 相手FP こぼれ球 9 ＨＳ

67分 長崎総科大附 10 安藤　瑞季 中央-1 直接ＦＫ 10 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:00 (1:00)、 後半 39:00 (4:00)、 試合所要時間 01:15:00

[備考]飲水タイム前・後半実施



年 月 日 ( ) ）

27 】

） vs ）

1 ‐ 0
3 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 4 - 2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

kurosubo-ru 

） ）

基本システム 基本システム

試合開始早々、フリーキックのカウンターからMF⑦荒木がDFの裏に飛び出し、GKの頭上を越えるループシュートを放ち、
長崎総科大附が先制した。その後、両チーム共に前線へのロングフィードが多くなり、セカンドボールを拾ってアタッキング
サードへの侵入を試みたり、ロングスローでシュートチャンスを作ろうとする。徐々に長崎総科大附が主導権を握り始める。
東海大仰星はボールを奪うと前線に残るFW⑪阪本とFW⑫藤川にボールを供給しようとするが、長崎総科大附DFの厳しい
マークにあい、なかなか思い通りの攻撃に結びつけることができない。後半が開始され、前半同様の展開となるが、立ち上
がりに２列目から飛び出した荒木が追加点を挙げ、長崎総科大附がリードを広げる。何とか得点を狙いたい東海大仰星は
MF⑧西田、FW⑩藤山を投入し、攻撃の活性化を図る。４９分、東海大仰星はロングスローのこぼれ球を荒木が押し込み、
１点を返した。５５分、ペナルティーエリア内での混戦からFW⑰西原が押し込み、長崎総科大附がリードを広げ、終盤には
FW⑩安藤が直接フリーキックを決めた。東海大仰星は長崎総科大附の堅い守備を崩せず、試合終了となった。

記載責任者 所属（ 宮城県・東北生活文化大学高等学校 氏名（ 川村　聡

七ヶ浜サッカースタジアム

マッチNo.【

長崎総科大附 高校（ 長崎 東海大学仰星 高校（ 大阪①

4 1

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 2回戦

2017 7 30 日 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【28】

日時 2017年07月30日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉グラウンド（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 小川　伸太郎 主審 関口　雄飛 副審１ 矢野　浩平 副審２ 伊佐治　幹也 第４審判 羽田　周平

運営責任者 栗原　正実 記録担当 山田　貴之 天候 曇 気温 25.3℃ 湿度 71％

風 微風 観客数 150人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 乾燥

米子北高校
（鳥取県）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

0

1
1

富山第一高校
（富山県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 佐藤　壮太 1 GK GK 1 吉田　幸平 0

0 三原　貫汰 (Cap.) 2 DF DF 2 中田　青 1 1

0 井上　朝陽 3 DF DF 3 滝本　敦生 1 1

1 1 宮本　薫 5 DF DF 4 小森　颯 1 1

70分 0 馬塲　隆聖 15 DF DF 5 松本　楓大 0

57分 1 1 阿部　優貴 6 MF DF 11 高浪　陸 0

0 馬場　琢未 7 MF MF 6 高縁　海 4 2 2

1 1 坂田　二千翔 8 MF MF 7 多賀　啓志朗 (Cap.) 1 1 64分

2 2 佐野　海舟 10 MF MF 8 前田　拓哉 0 69分

47分 1 1 2 城市　太志 9 FW FW 9 大竹　将吾 1 2 1 1 70+2分

1 1 2 葉間田　累 11 FW FW 10 坪井　清志郎 5 3 2

引野　航成 17 GK GK 12 久保　一成

赤嶺　孝愛 4 DF DF 14 尾崎　颯 1 1 8

6 0 鍜治川　友貴 14 MF DF 17 橋爪　晃広

15 0 奥石　龍世 12 FW MF 15 小森　飛絢

前田　想 13 FW MF 16 山田　桂大 0 7

9 0 高橋　諒 16 FW FW 13 鈴木　登夢 0 9

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 中村　真吾 大塚　一朗 時間 種別 番号 選手名 理由

55分 警 8 坂田　二千翔 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

42分 警 7 多賀　啓志朗 反ｽﾎﾟｰﾂ

49分 警 11 高浪　陸 ラフ

6 3 9 シュート 16 10 6

3 5 8 GK 6 3 3

1 1 2 CK 3 3 0

5 3 8 直接FK 13 5 8

0 0 0 間接FK 4 2 2

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 2 0

0 0 0 PK 1 0 1

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

53分 富山第一 9 大竹　将吾 中央-1 ＰＫ 9 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:04 (2:04)、 後半 39:10 (4:10)、 試合所要時間 01:16:14

[備考]飲水タイム前後半（1分）



年 月 日 ( ) ）

28 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 3 - 5 - 2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 2回戦

2017 7 30 日 9:30 kick off 会場（ 仙台市泉総合運動場　泉グラウンド

マッチNo.【

米子北 高校（ 鳥取 富山第一 高校（ 富山

0 1

基本システム 基本システム

今大会初戦を迎えた米子北と，前日，PK戦の末に勝ち上がった富山第一が顔を合わせる２回戦となった。
前半立ち上がりは，互いにDFラインの背後にロングボールを供給し，シンプルな展開で始まった。富山第一は，FW⑨大竹
にボールを集め，巧みなポストプレーから決定的なチャンスを何度か作るも，米子北のゴール前での集中した守りの前に，
得点することはできない。一方の米子北は，MF⑦馬場を起点にサイドからの攻撃で何度かシュートチャンスを作るが，決
定的な場面とはならない。その後も，富山第一は空中戦に強さをみせ，セカンドボールを拾い主導権を握り，3バックの効
果的な攻撃参加などで多くのチャンスを作った。そのまま，前半は富山第一のペースで折り返す。後半の立ち上がりは，米
子北が素早いプレッシングから中盤でボールを奪い，攻撃を仕掛ける時間帯が続いたが，押し込まれていた富山第一の
FW⑩坪井が相手の一瞬の隙をついた突破をみせ，PKを獲得する。それを大竹が落ち着いて決め，53分に富山第一が先
制に成功する。先制された米子北は，前線の枚数を増やし，攻めに転じたが，富山第一の最終ラインが最後まで集中を切
らさず守りきり，1-0のまま試合終了となった。1試合を通じて，安定した守りをみせた富山第一守備陣が印象的なゲームで
あった。

記載責任者 所属（ 宮城県石巻北高等学校 氏名（ 金山　秀平



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【29】

日時 2017年07月30日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉サッカー場 西フィールド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 三井　耕 主審 村田　裕紀 副審１ 若松　亮 副審２ 西岡　寛太 第４審判 高橋　宏幸

運営責任者 鈴木　哲 記録担当 荒　充徳 天候 曇 気温 26.2℃ 湿度 77％

風 無 観客数 1,000人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

埼玉県立浦和西高校
（埼玉県②）

0

0

0

前半

後半

2

3
5

京都橘高校
（京都府）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 齋藤　大伽 1 GK GK 12 清水　椋太 0

65分 2 2 オージ　ヴィクター　シラタ 2 DF DF 3 松下　廉 0

0 佐藤　功大 (Cap.) 3 DF DF 4 古川　隆輝 0

0 福世　航大 4 DF DF 5 山中　啓生 0

0 野口　智弘 5 DF DF 7 河合　航希 (Cap.) 0 65分

1 1 田中　隆太郎 6 MF MF 6 篠永　雄大 2 1 1

ＨＴ 0 唐牛　七海 7 MF MF 10 梅津　凌岳 1 1 61分

1 1 楮本　颯 8 MF MF 14 土井　翔太 2 2 2 63分

1 1 加藤　淳志 14 MF MF 16 吉田　宗太郎 1 3 3

ＨＴ 0 森　喜紀 9 FW FW 11 輪木　豪太 1 5 3 2 59分

59分 2 2 遠藤　寛紀 10 FW FW 17 関野　竜平 1 2 2

森田　柊也 17 GK GK 1 髙木　上総介

大鶴　啓寛 15 DF DF 2 大塚　陸 0 14

2 0 小林　昭太郎 16 DF MF 8 相馬　唯人 1 1 10

7 0 田村　優人 13 MF MF 13 山田　剛綺

9 1 1 高橋　岬生 11 FW MF 15 内田　健太 0 7

10 0 朝見　海斗 12 FW FW 9 植村　亮雅 0 11

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 市原　雄心 米澤　一成 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

5 3 8 シュート 16 7 9

5 4 9 GK 7 5 2

0 1 1 CK 8 4 4

4 1 5 直接FK 7 4 3

0 0 0 間接FK 0 0 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

14分 京都橘 14 土井　翔太 右-2 5 ↑ 中央-1 相手GK こぼれ球 14 ワンタッチプレー 左足Ｓ

15分 京都橘 14 土井　翔太 10 右-2 7 → 中央-2 10 → 中央-1 14 ２タッチ以上 左足Ｓ

47分 京都橘 11 輪木　豪太 14 中央-1 16 → 14 ～ → 11 ワンタッチプレー 右足Ｓ

56分 京都橘 17 関野　竜平 左-1 15 ↑ 中央-1 相手FP こぼれ球 17 ２タッチ以上 左足Ｓ

62分 京都橘 16 吉田　宗太郎 17 右-2 9 → 中央-1 17 → 16 ～ 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:07 (1:07)、 後半 38:05 (3:05)、 試合所要時間 01:14:12

[備考]



年 月 日 ( ) ）

29 】

） vs ）

0 ‐ 2
0 ‐ 3

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

　キャプテンのDF⑦河合を中心としたDFラインからのポゼッションにより相手の変化を観察する京都橘と、１－４－４－２で
中盤をダイヤモンドに配置し、ボールを奪うタイミングを窺う浦和西。序盤こそ静かな雰囲気であったが、スピードアップの
タイミングを逃さず浦和西ゴールに迫った京都橘が、左サイドに入ったMF⑭土井の連続得点により試合の主導権を握る。
1点を返して雰囲気を変えたい浦和西は、京都橘の右サイドの守備の連係不足を突き、押し込むもののシュートまで至らな
い。FW⑪高橋、右サイドでのドリブル突破とロングスローが期待できるMF⑬田村を後半立ち上がりから投入して状況の打
開を図る。このことにより、浦和西のシュートは増えたが、京都橘GK⑫清水の好セーブに得点を阻まれる。ボールを奪って
は効果的に相手ゴール前にボールを運ぶ京都橘が、FW⑪輪木、⑰関野、⑯吉田らの得点により、効率よく加点して試合
を決定づけた。

記載責任者 所属（ 島根県立松江南高等学校 氏名（ 本間　英之

泉サッカー場　西フィールド

マッチNo.【

浦和西 高校（ 埼玉② 京都橘 高校（ 京都

0 5

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ２回戦

2017 7 30 日 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【30】

日時 2017年07月30日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島フットボールセンター ピッチ2（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 坂本　晋悟 副審１ 安田　直人 副審２ 八重垣　真 第４審判 遠藤　淳

運営責任者 秋山　正弘 記録担当 小野寺　智弘 天候 曇 気温 25.4℃ 湿度 62％

風 無 観客数 500人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

東海大学付属相模高校
（神奈川県①）

KICK OFF

1

1

0

前半

後半

0

3
3

前橋育英高校
（群馬県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 岩井　元希 1 GK GK 12 湯沢　拓也 0

0 今泉　要 2 DF DF 2 後藤田　亘輝 0

0 水越　陽也 (Cap.) 3 DF DF 3 角田　涼太朗 0

0 稲葉　竜之助 4 DF DF 5 松田　陸 0

1 1 山口　竜弥 5 DF DF 15 渡邊　泰基 2 1 1

1 1 中山　陸 6 MF MF 7 塩澤　隼人 0 70+1分

ＨＴ 0 中島　優太 7 MF MF 8 五十嵐　理人 0 42分

0 有馬　和希 8 MF MF 9 田部井　悠 2 2 2

60分 0 名執　龍 14 MF MF 14 田部井　涼 (Cap.) 0

ＨＴ 0 小林　春稀 9 FW FW 4 榎本　樹 2 2 57分

1 2 3 1 井上　蔵馬 11 FW FW 17 高橋　尚紀 1 1 70分

夏井　隆太 12 GK GK 1 松本　瞬

千島　蒼生 17 DF DF 6 山崎　舜介 0 7

14 2 2 瀬名波　新平 15 MF DF 16 若月　輝

7 1 1 山口　泰輝 10 FW FW 10 飯島　陸 1 4 4 8

9 1 1 平野　竣大 13 FW FW 11 室井　彗佑 0 17

横山　翔大 16 FW FW 13 宮崎　鴻 1 1 4

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 有馬　信二 山田　耕介 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
4分 警 14 田部井　涼 反ｽﾎﾟｰﾂ

37分 警 2 後藤田　亘輝 繰返違反

5 4 9 シュート 12 4 8

7 2 9 GK 5 2 3

1 1 2 CK 3 0 3

5 7 12 直接FK 5 1 4

0 2 2 間接FK 2 1 1

0 2 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 1 1

0 0 0 PK 1 0 1

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

1分 東海大相模 11 井上　蔵馬 8 中央-2 6 ～ → 中央-1 8 → 11 ２タッチ以上 右足Ｓ

53分 前橋育英 10 飯島　陸 5 左-2 直接ＦＫ 3 ↑ 中央-1 5 Ｈ ↑ 10 ＨＳ

67分 前橋育英 9 田部井　悠 13 中央-1 10 ～ ↑ 13 → 9 ワンタッチプレー 左足Ｓ

69分 前橋育英 9 田部井　悠 中央-1 ＰＫ 9 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:50 (1:50)、 後半 37:40 (2:40)、 試合所要時間 01:14:30

[備考]



年 月 日 ( ) ）

30 】

） vs ）

1 ‐ 0
0 ‐ 3

‐
‐
PK

1 - 4 - 3 - 3 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

関東同士の対戦となった２回戦。東海大相模は１－４－３－３。対する前橋育英は１－４－４－２の布陣でスタート。開始１
分東海大相模は速いパスワークからMF⑥中山がバイタルエリアにドリブルで侵入しMF⑧有馬がパスを受けFW⑪井上が
フリーになり落ち着いてファーストシュートをゴールに流し込み先制する展開。前橋育英は、DFラインから丁寧に繋ぎMF⑭
田部井涼、⑦塩澤の両ボランチを使いながらリズムを作り打開を図る。対する東海大相模は前橋育英の縦パスを中盤で
奪いMF⑭名執・中山・有馬のショートパスから中央を攻撃しサイドのスペースを有効に生かしゴールを狙う。前橋育英は
チャンスを作るが決定的な場面が出来ず得点に至らないまま前半終了。後半は、両チームとも選手交代で主導権を握ろう
とする展開。前橋育英はFW⑩飯島を投入後流れが変わる。５３分FKからDF⑤松田の折返しを飯島が頭で合わせ同点。そ
の後も６７分飯島のドリブルからチャンスを作り得点に絡んだ。６９分に田部井悠がＰＫを決め勝利を決定的とした。東海大
相模は後半の決定機を逃したのが悔やまれる。最後まで両チームとも諦めない姿勢を見せてくれた。

記載責任者 所属（ 宮城県工業高等学校 氏名（ 宍戸　清一

松島フットボールセンター
ピッチ２

マッチNo.【

東海大学付属相模 高校（ 神奈川① 前橋育英 高校（ 群馬

1 3

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 2回戦

2017 7 30 日 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【31】

日時 2017年07月30日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Bグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 北原　由 主審 若槻　直輝 副審１ 小野　裕太 副審２ 芦野　紘太 第４審判 髙橋　悠

運営責任者 内海公仁彦 記録担当 高橋辰郎 天候 曇 気温 26.2℃ 湿度 70％

風 微風 観客数 3,000人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 水含み

東福岡高校
（福岡県）

KICK OFF

1

0

1

前半

後半

1

2
3

青森山田高校
（青森県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 松田　亮 14 GK GK 1 坪　歩夢 0

0 中村　駿 2 DF DF 2 鍵山　慶司 0

1 1 長尾　宏清 3 DF DF 3 佐藤　拓海 0

0 阿部　海大 4 DF DF 4 小山内　慎一郎 (Cap.) 0

0 斉藤　諒 5 DF DF 5 蓑田　広大 0 57分

50分 0 田村　和玖人 7 MF MF 7 檀崎　竜孔 1 1 70+1分

1 1 1 青木　真生都 8 MF MF 8 堀　脩大 1 1

0 福田　湧矢 (Cap.) 10 MF MF 10 郷家　友太 1 2 1 1

1 1 守田　怜司 9 FW MF 13 田中　凌汰 1 2 2 64分

1 1 木橋　朋暉 11 FW MF 16 浦川　流樺 1 1 1 59分

46分 0 石原　利玖 16 FW FW 11 中村　駿太 0

緒方　翔平 1 GK GK 12 飯田　雅浩

16 0 江村　凛太郎 12 DF DF 6 住田　将

西田　翔央 15 DF DF 17 三國　ケネディ　エブス 0 5

中村　拓也 6 MF MF 9 佐々木　友 0 16

7 0 大森　真吾 13 FW MF 14 瀬尾　純基 0 7

井本　寛次 17 FW MF 15 安藤　駿 0 13

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 森重　潤也 黒田　剛 時間 種別 番号 選手名 理由

52分 警 12 江村　凛太郎 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

4 0 4 シュート 7 4 3

2 4 6 GK 5 2 3

4 2 6 CK 2 2 0

7 4 11 直接FK 17 3 14

1 5 6 間接FK 0 0 0

1 5 6 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

27分 青森山田 13 田中　凌汰 16 左-3 4 ↑ 右-2 16 Ｈ ↑ 中央-1 13 ワンタッチプレー

右足Ｓ

44分 青森山田 16 浦川　流樺 13 中央-1 11 ↑ 相手FP クリア 13 ↑ 16 ２タッチ以上 右足Ｓ

62分 東福岡 8 青木　真生都 右-1 12 ↑ 中央-1 相手FP クリア 8 ワンタッチプレー 右足Ｓ

70分 青森山田 10 郷家　友太 3 中央-3 7 → 3 ↑ 中央-1 10 ２タッチ以上 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:02 (1:02)、 後半 40:27 (5:27)、 試合所要時間 01:16:29

[備考]



年 月 日 ( ) ）

31 】

） vs ）

0 ‐ 1
1 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 5 - 1

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

高校屈指の名門校である東福岡対青森山田の対戦が2回戦で早くも実現した今大会注目の一戦。東福岡は1-4-5-1のシ
ステムで両サイドのピッチを広く使ったサイド攻撃を序盤から展開し、得点を狙いに行く。対する青森山田も1-4-5-1のシス
テムで、東福岡のサイド攻撃に対し、球際の強さ、素早いプレス、組織的な守備から落ち着いた対応でボールを奪い、カウ
ンターからサイド、中央を問わず状況に合わせた攻撃を仕掛ける。15分過ぎから青森山田がボールを保持する時間が長く
なるが、東福岡は集中力を切らさず要所、要所で体を張りボールを奪い、サイドから鋭いカウンター攻撃につなげる。一進
一退の攻防が続く中、27分に青森山田が一瞬の隙を突き右サイドを崩し、2列目から飛び込んだMF⑬田中がシュートを放
ち、ゴールを奪い1-0とする。その後もハイレベルな攻防をお互いに繰り広げるがスコアは動かず1-0のまま前半が終了し
た。後半開始直後、青森山田のDFラインの背後を突いた東福岡がシュートを放つもポストに嫌われる。44分、一方の青森
山田はバイタルエリアからの積極的な仕掛けから最後はMF⑯浦川が豪快なボレーシュートをゴール左に突き刺し、2-0と
する。青森山田の冷静な対応と粘り強い守備で得意のサイド攻撃が鳴りを潜めていた東福岡は62分ゴール前のこぼれ球
からMF⑧青木がロングシュートを放つ。このシュートが相手選手に当たってコースが変わりゴールに吸い込まれ2-1とす
る。1点差とされた青森山田だが試合終盤に中盤でボールを奪い、前がかりになった東福岡のDFラインを破ったMF⑩郷家
が冷静にゴールにボールを流し込み3-1と勝負を決定づけた。東福岡との激しい試合をものにした青森山田の今後の更な
る躍進に期待したい。

記載責任者 所属（ 宮城・聖ウルスラ学院高等学校 氏名（ 安住　建志

みやぎ生協めぐみ野サッカー場B

マッチNo.【

東福岡 高校（ 福岡 青森山田 高校（ 青森

1 3

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 2回戦

2017 7 30 日 9:30 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【32】

日時 2017年07月30日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Bグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 北原　由 主審 宮原　一也 副審１ 坊薗　真琴 副審２ 八木　悠哉 第４審判 斎藤　洋文

運営責任者 内海　公仁彦 記録担当 新田　宗弘 天候 曇 気温 27.6℃ 湿度 78％

風 微風 観客数 1,000人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

昌平高校
（埼玉県①）

KICK OFF

1

1

0

前半

後半

0

2
2

日本大学藤沢高校
（神奈川県②）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 緑川　光希 1 GK GK 1 竹内　暢希 0

0 堀江　貴大 2 DF DF 2 櫻井　風我 0

0 石井　優輝 (Cap.) 4 DF DF 3 竹繁　颯音 0

1 1 塩野　碧斗 5 DF DF 4 安松　元気 (Cap.) 2 2

0 関根　浩平 6 DF DF 5 中村　翔輝 0

0 山下　勇希 7 MF MF 6 梶山　かえで 0 57分

0 原田　虹輝 8 MF MF 7 小屋原　尚希 0

0 渋屋　航平 10 MF MF 8 植村　洋斗 0 56分

0 高見　勇太 11 MF FW 9 柏木　純 3 2 1

60分 1 1 2 古川　勇輝 14 MF FW 10 比留間　輝 2 1 1 70分

1 1 1 佐相　壱明 9 FW FW 11 桐　蒼太 0 43分

越前谷　一真 16 GK GK 12 丸山　洋平

吉田　航 3 DF DF 13 栫　俊輔

河合　友也 12 DF MF 14 菊地　大智 0 10

伊藤　雄教 13 MF MF 15 岩崎　颯太 0 6

飯村　真大 15 MF FW 16 ギブソン　マーロン 0 11

14 0 森田　翔 17 FW FW 17 三田野　慧 1 1 1 8

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 藤島　崇之 佐藤　輝勝 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

2 2 4 シュート 8 3 5

5 3 8 GK 5 2 3

3 1 4 CK 4 2 2

7 5 12 直接FK 8 3 5

0 2 2 間接FK 1 0 1

0 2 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

32分 昌平 9 佐相　壱明 10 中央-1 11 → 10 → 9 ワンタッチプレー 右足Ｓ

58分 日大藤沢 17 三田野　慧 16 右-1 2 → 16 ↑ 中央-1 17 ２タッチ以上 右足Ｓ

59分 日大藤沢 オウンゴール 左-1 相手FP クリア 5 ↑ 中央-1 相手FP オウンゴール

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:16 (1:16)、 後半 39:10 (4:10)、 試合所要時間 01:15:26

[備考]



年 月 日 ( ) ）

32 】

） vs ）

1 ‐ 0
0 ‐ 2

‐
‐
PK

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム １－４－２－３－１ 基本システム １－４－２－３－１

昨年度の全国高校総体第３位の昌平と初戦を無失点で勝ち上がった日大藤沢との関東勢同士の一戦。試合序盤は昌平
がボールを保持し、ペースを掴む。ＧＫとＣＢで丁寧にパスを繋ぎながらボランチがタイミング良くボールを引き出し、前線
の選手へパスを配給し攻撃を仕掛ける。一方の日大藤沢は組織的な守備でボールを奪い、ショートカウンターからゴール
に迫る。その後も昌平がボールを保持する時間が続くが、日大藤沢の守備の意識が高く、ゴール前での人数をかけた厚
みのある守備の前にバイタルエリアやペナルティーエリアになかなか侵入できない。しかし、昌平は３２分一瞬のマークの
隙をついたＦＷ⑨佐相が振り向きざまにシュートを打ち、先制点を奪う。日大藤沢は守備に人数を多くかけており、ボール
を奪ってからＦＷ⑨柏木にパスを送るが、周りの選手のサポートが遅くボールを失う場面が目立ち、全体を押し上げること
ができない。１－０のまま前半終了。両チームとも前半と同じメンバーで後半のスタート。同点に追いつきたい日大藤沢は
前半よりも高い位置からプレスをかけにいき、相手陣地内でボールを奪える回数を増やすが、決定機を作り出すまでには
至らない。さらに、日大藤沢は選手交代で攻撃の活性化を図り、徐々に押し込める時間帯が長くなる。一方の昌平は佐相
へのロングボールが増え、本来の攻撃的なポゼッションサッカーが展開できず、リズムを掴めない。攻勢を続けた日大藤
沢がついに同点に追いつく。５８分、途中出場したＦＷ⑰三田野が右サイドからのクロスに反応し、シュートを決めた。直後
の５９分、左サイドのクロスからＯＧで得点を奪い、日大藤沢が逆転に成功する。その後昌平が猛攻を仕掛けるが、日大藤
沢も集中した守備で得点を与えず２－１のまま試合終了。両チームの健闘を称えたい。

記載責任者 所属（ 埼玉県立越ヶ谷高等学校 氏名（ 野木　悟志

みやぎ生協めぐみ野サッカー場Ｂ

マッチNo.【

昌平 高校（ 埼玉① 日本大学藤沢 高校（ 神奈川②

1 2

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ２回戦

2017 7 30 日 11:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【33】

日時 2017年07月30日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島フットボールセンター ピッチ1（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 玉生　謙介 主審 原尾　英祐 副審１ 堀　善仁 副審２ 足立　正輝 第４審判 渡部　一弥

運営責任者 岡元　昭典 記録担当 高木　伸幸 天候 曇 気温 29.9℃ 湿度 58％

風 微風 観客数 150人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 乾燥

帝京第三高校
（山梨県）

2

1

1

前半

後半

1

0
1

岡山学芸館高校
（岡山県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 丸山　虹樹 1 GK GK 1 久保　剛瑠 0

0 鈴木　真弥 4 DF DF 3 川脇　優 0

0 宮川　将一 5 DF DF 4 木下　紘希 (Cap.) 1 1

0 阿川　奎都 (Cap.) 6 DF DF 5 戸川　淳平 0

2 2 渡辺　嵐 13 DF MF 6 上山　拳史郎 1 1 62分

1 1 菊地　開世 2 MF MF 7 浅野　達郎 1 1

53分 0 小林　龍太 7 MF MF 8 前田　光輝 1 1 67分

65分 1 1 平田　和也 8 MF MF 10 池平　直樹 1 1

2 1 3 1 堀川　直人 10 MF FW 9 永田　一真 0

70+2分 1 1 1 亀屋　光二 9 FW FW 11 川西　真斗 1 3 2 1

48分 0 島袋　優斗 12 FW FW 17 高島　慎平 0 48分

宮後　裕亮 17 GK GK 12 西本　空央

秋山　謙太 3 DF DF 2 栗元　温海 0 8

12 0 小林　颯耶 11 MF DF 14 森井　麻央 0 17

7 0 鈴木　健人 14 MF MF 13 香西　泰成

8 0 武井　潤 15 MF MF 15 伊藤　柊都

9 0 高橋　渚月 16 FW FW 16 森本　有輝也 0 6

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 相良　和弘 高原　良明 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

3 5 8 シュート 8 4 4

4 5 9 GK 12 5 7

4 3 7 CK 4 1 3

4 3 7 直接FK 10 6 4

0 1 1 間接FK 0 0 0

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

17分 岡山学芸館 11 川西　真斗 8 右-2 11 ↑ 左-1 8 ～ → 中央-1 11 ワンタッチプレー

右足Ｓ

26分 帝京第三 9 亀屋　光二 中央-1 10 ２タッチ以上 右足Ｓ 相手GK こぼれ球 相手FP クリア ミス 9

ワンタッチプレー 右足Ｓ

64分 帝京第三 10 堀川　直人 9 左-2 6 ↑ 中央-1 9 → 10 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 35:10 (0:10)、 後半 38:20 (3:20)、 試合所要時間 01:13:30

[備考]



年 月 日 ( ) ）

33 】

） vs ）

1 ‐ 1
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

　飲水が取られない涼しい気象状況の下、キックオフ。帝京第三は丁寧にビルドアップしながらゲームコントロールを試み
る。一方の岡山学芸館は前線からの激しいプレスにより相手の特徴を消し、鋭いショートカウンターでゴールに迫る狙いが
見られる。序盤から互いに持ち味を出し合い、異なるスタイルがぶつかり合う激しいゲームを展開した。岡山学芸館は左サ
イドからのクロスボールを中で合わせ先制したが、ボールウォッチャーになった帝京第三ＤＦ陣の対応は悔やまれる。反対
に帝京第三はセンターライン付近で得たＦＫを、すばやく前線に供給し同点弾につなげたが、一瞬の隙を突かれた形の岡
山学芸館の対応も同じようにもったいないものであった。後半に入るとＭＦ⑩堀川を起点に攻撃を仕掛ける帝京第三がや
や優位に試合を進める。しかし岡山学芸館もＦＷ⑪川西にロングボールを集め、川西の力強い突破によりゴール前のシー
ンを演出した。それでも中盤を過ぎるあたりから次第に帝京第三の支配率が上回り始め、岡山学芸館にとっては決定的な
ピンチを迎える場面が増えていった。決勝点は三人目の選手までタイミングよく関わる素晴らしいゴールであった。敗れは
したが岡山学芸館の最後まであきらめない姿勢は称賛に値する。

記載責任者 所属（ 佐賀県立唐津工業高等学校 氏名（ 白石健太郎

松島フットボールセンターピッチ１

マッチNo.【

帝京第三 高校（ 山梨 岡山学芸館 高校（ 岡山

2 1

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ２回戦

2017 7 30 日 11:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【34】

日時 2017年07月30日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 七ヶ浜サッカースタジアム（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 岩崎　創一 副審１ 光田　智乙 副審２ 安岡　洸二朗 第４審判 山崎　智貴

運営責任者 黒澤　啓滋 記録担当 志田　篤史 天候 曇 気温 26.2℃ 湿度 78％

風 微風 観客数 700人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

仙台育英学園高校
（宮城県①）

1

1

0

前半

後半

1

1
2

旭川実業高校
（北海道②）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 佐藤　文太 1 GK GK 17 中塚　勝俊 0

0 石川　巧実 (Cap.) 2 DF DF 2 高橋　大翔 0

1 1 志村　滉 3 DF DF 3 江嶋　直樹 0

0 後藤　万輝 5 DF DF 5 藤本　詠稀 0

0 堀江　凛太郎 13 DF DF 7 櫛部　悠路 (Cap.) 0

1 1 1 橋場　稜太 6 MF MF 6 河合　悠人 1 1

0 佐藤　圭太 10 MF MF 8 中里　颯汰 1 1 1

1 1 千葉　奨 11 MF MF 13 中田　怜冶 2 1 1

62分 0 小室　彩人 15 MF MF 14 山内　陸 1 1

1 1 佐藤　一輝 9 FW FW 9 圓道　将良 1 4 1 3

58分 1 1 仲澤　岬希 16 FW FW 10 西村　歩夢 1 1

小野　成海 12 GK GK 1 筒井　一希

尾形　亮太 4 MF DF 4 西川　知広

16 0 中川原　響 8 MF MF 11 佐々木　悠真

伊藤　大貴 14 MF MF 15 澤田　卓磨

三上　悠輝 17 MF MF 16 飯野　敬太

15 0 角田　海斗 7 FW FW 12 金野　修那

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 城福　敬 富居　徹雄 時間 種別 番号 選手名 理由

26分 警 3 志村　滉 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

43分 警 10 西村　歩夢 ラフ

29分 警 16 仲澤　岬希 遅延行為

70+2分 警 5 後藤　万輝 ラフ 1 4 5 シュート 10 3 7

70+3分 警 2 石川　巧実 ラフ 6 2 8 GK 4 2 2

0 5 5 CK 8 3 5

2 7 9 直接FK 15 8 7

0 1 1 間接FK 4 2 2

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 4 2 2

0 0 0 PK 1 1 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

20分 旭川実業 8 中里　颯汰 中央-1 ＰＫ 8 左足Ｓ

33分 仙台育英 6 橋場　稜太 左CK 13 ↑ 中央-1 5 ＨＳ 相手GK クリア バー返り 6

ＨＳ

56分 旭川実業 9 圓道　将良 6 右-2 7 → 中央-1 6 → 9 ２タッチ以上 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 38:09 (3:09)、 後半 40:00 (5:00)、 試合所要時間 01:18:09

[備考]飲水タイム前・後半実施



年 月 日 ( ) ）

34 】

） vs ）

1 ‐ 1
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2
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【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

地元開催で初戦を突破したい仙台育英に対し、１回戦を終始優位にゲームを進め５−０というスコアーで勝ち上がってきた
旭川実業の戦いとなった。立ち上がり、旭川実業はGKを含みMF⑧中里を経由し２トップにボールを供給しながら攻撃を仕
掛けたい。仙台育英は縦への意識もありながら、中盤での攻防から、広く攻撃したい。仙台育英は、身長のある選手が多
く、セットプレーからチャンスを作るが、得点とならない。そんな中、旭川実業は左サイドをFW⑨圓道がスピードに乗ったドリ
ブル突破を仕掛けるが、守られスローインとなる。リスタートを早くし、左サイドから中央に残っていたFW⑩西村にアーリー
クロスを合わせ後ろからのファールでPKを獲得する。落ち着いてPKを決めた旭川実業が先制点を獲得する。仙台育英
は、前半終了間際に旭川実業のDFラインの背後に飛び出したDF⑬堀江がCKを奪う。そのコーナーからこぼれ球をMF⑥
橋場が押し込み振り出しに戻す。後半、旭川実業は前線からボールを奪いに行くが、逆に空いた右サイドのスペースを仙
台育英のMF⑪千葉に仕掛けられチャンスを作られてしまうが得点とはならない。拮抗したゲーム展開の中、５６分カウン
ターから中央に走り込んだ旭川実業MF⑥河合がフリーとなった圓道にパスし決定的なシーンを落ち着いてニアサイドに決
める。仙台育英も最後まで諦めず、ゴールを奪いに行こうとするが、旭川実業の粘り強い守備を崩すことが出来ずに試合
終了。旭川実業が３回戦へと駒を進める。試合を通して、ロングキックの状況に応じた蹴り分けやセンターリングの精度、
ルーズボールの処理が改めて大切なことを感じた。両チームとも今後に期待したい。

記載責任者 所属（ 大阪府・金蘭千里高等学校 氏名（ 段　　敦

七ヶ浜サッカースタジアム

マッチNo.【

仙台育英 高校（ 宮城① 旭川実業 高校（ 北海道②

1 2

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ２回戦

2017 7 30 日 11:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【35】

日時 2017年07月30日 11:50 試合形式 70分 PK戦 会場 松島運動公園 多目的運動広場（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 抱山　公彦 主審 松本　瑛右 副審１ 前田　理行 副審２ 中川　朋彦 第４審判 清水　友

運営責任者 阿部　朝光 記録担当 横山　大地 天候 曇 時々 雨 気温 27.5℃ 湿度 68％

風 微風 観客数 250人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 乾燥

星稜高校
（石川県）

KICK OFF

1

0

1

前半

後半

2

1
3

静岡学園高校
（静岡県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 池田　丈輝 17 GK GK 1 高野　由比人 0

64分 0 松井　渉太 2 DF DF 2 長谷部　赳 0 62分

0 高木　凛太郎 3 DF DF 3 金澤　優吾 0

0 敷田　唯 (Cap.) 4 DF DF 6 東山　達稀 1 1 70+3分

0 五島　魁大 5 DF DF 5 渡井　夏望 1 1

1 1 武沢　亮佑 8 MF MF 10 渡井　理己 (Cap.) 1 1

1 1 岩岸　宗志 9 MF MF 12 清水　綾馬 0

1 1 高岸　憲伸 10 MF MF 13 神田　凜星 2 2 65分

50分 1 1 松本　秀太 14 MF FW 7 伊藤　稜馬 1 5 3 2

45分 0 森井　啓太 11 FW FW 9 塩浜　遼 2 5 1 4 70+2分

ＨＴ 0 濱口　聡太 15 FW FW 16 鈴木　俊輔 1 1

新保　大夢 1 GK GK 17 ヘッペル　舞恵瑠

2 0 津野　響大郎 13 DF DF 4 江口　正太郎 0 9

14 0 作本　大空 6 MF MF 8 河口　雄太 0 6

有馬　大勢 12 MF MF 14 三枝　竜也

11 1 1 金子　伸 16 MF MF 15 井藤　誠人 0 13

15 2 2 1 肥田　稜平 7 FW FW 11 松井　温人 0 2

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 河﨑　護 川口　修 時間 種別 番号 選手名 理由

63分 警 10 高岸　憲伸 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

7 0 7 シュート 16 8 8

3 4 7 GK 3 0 3

1 2 3 CK 9 7 2

2 6 8 直接FK 10 4 6

1 0 1 間接FK 1 0 1

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

2分 静岡学園 7 伊藤　稜馬 13 中央-2 × こぼれ球 13 → 中央-1 7 ワンタッチプレー 右足Ｓ

31分 静岡学園 9 塩浜　遼 右-3 3 ↑ 中央-1 相手FP こぼれ球 9 ２タッチ以上 右足Ｓ

51分 静岡学園 9 塩浜　遼 7 中央-1 10 → 7 右足Ｓ バー返り 9 ワンタッチプレー 右足Ｓ

70+1分 星稜 7 肥田　稜平 10 右-3 8 → 右-2 10 → 中央-1 7 ２タッチ以上 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:01 (1:01)、 後半 38:31 (3:31)、 試合所要時間 01:14:32

[備考]



年 月 日 ( ) ）

35 】

） vs ）

0 ‐ 2
1 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 3 - 3

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

星稜１－４－４－２、静岡学園１－４－３－３のフォーメーションでゲーム開始。試合開始直後右サイドからボールを受けた
MF⑬神田がドリブルで相手を引き付けスルーパス。タイミングよく裏に抜け出したFW⑦伊藤が落ち着いてゴールを決め
る。前半は終始静岡学園ペースでゲームは進む。静岡学園のDFラインがボールを持つとMF⑫清水、MF⑩渡井、神田がト
ライアングルを形成しポジションチェンジを交えながらボールを引き出し前進させ、タイミングよくアクションを起こすFWへ
ボールを供給。MF３人の高い個人技術と的確な状況判断により多くのチャンスを作り出す。３１分にはDFラインからのロン
グフィードを星稜DFがクリアミスをFW⑨塩浜が奪い追加点を決める。前半押し込まれる場面が多かった星稜は後半立ち
上がりにサイドを起点にチャンスをつくるもシュートは惜しくも入らず。その後も前線からプレスをかけショートカウンターを
繰り出すも得点には至らず。後半も高い個人技をベースに複数人でのコンビネーションからゴールに迫った静岡学園が攻
撃する時間帯が長く続き、５１分に塩浜が試合を決める３点目を決める。星稜も選手交代をしながらチャンスを伺い終了間
際に１点返すも試合終了。静岡学園が３回戦進出を決めた。

記載責任者 所属（ 岐阜県立恵那高等学校 氏名（ 柘植　望

松島運動公園　多目的運動広場

マッチNo.【

星稜 高校（ 石川 静岡学園 高校（ 静岡

1 3

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ２回戦

2017 7 30 日 11:50 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【36】

日時 2017年07月30日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉サッカー場 西フィールド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 三井　耕 主審 益子　怜 副審１ 佐藤　廉太郎 副審２ 芳賀　勇人 第４審判 高橋　俊二

運営責任者 鈴木　哲 記録担当 笹氣　真孝 天候 曇 気温 25.8℃ 湿度 77％

風 弱 観客数 1,200人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

広島県立広島観音高校
（広島県）

KICK OFF

1

0

1

前半

後半

0

0
0

栃木県立真岡高校
（栃木県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 井西　海斗 17 GK GK 1 鈴木　雅治 0

0 今野　優利 2 DF DF 3 海老澤　諒 0

0 手嶋　一哉 3 DF DF 4 後藤　智亮 (Cap.) 0

0 中脇　大就 4 DF DF 5 上野　優太 1 1

0 大崎　翔市 5 DF DF 6 関根　佑太 0 ＨＴ

0 安野　蓮 6 MF DF 15 鈴木　優斗 1 1

69分 1 1 槙本　稔己 7 MF MF 7 和氣　昌平 0

47分 1 1 佐々木　寛斗 9 MF MF 10 金澤　礼弥 0

3 2 5 山口　直也 (Cap.) 10 MF MF 12 細野　拓也 0 20分

53分 1 1 2 中村　豊 11 MF MF 14 河原　慎吾 2 2

2 1 3 1 横下　友則 14 FW FW 9 大内　裕真 0 45分

山本　悠太 1 GK GK 17 楠奥　純平

原田　涼平 12 DF DF 2 大坪　太朗

小豆澤　守 15 DF DF 16 渋井　颯太 0 12

11 0 岡本　大河 8 MF MF 8 鵜養　修平 0 9

7 0 塩﨑　仁 16 MF MF 13 村山　充樹

9 0 舩田　真冶 13 FW FW 11 根本　晋太郎 0 6

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 内田　仁 川上　栄二 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

7 5 12 シュート 4 2 2

3 2 5 GK 12 8 4

2 3 5 CK 4 1 3

5 0 5 直接FK 7 3 4

1 0 1 間接FK 2 0 2

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 0 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

66分 広島観音 14 横下　友則 中央-2 6 → 中央-1 10 左足Ｓ ポスト返り 14 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:21 (1:21)、 後半 37:08 (2:08)、 試合所要時間 01:13:29

[備考]



年 月 日 ( ) ）

36 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

　広島観音は序盤から積極的な守備でボールを奪い、MF⑥安野からの展開を中心に、両サイドに大きく開いたMF⑩山口
とMF⑦槙本にボールを集め、チャンスを作り出す。それに対して真岡はしっかりとブロックを作って守備を固めるが、効果
的な攻撃を展開することができない。前半の中盤に入った時間帯に早くも真岡は選手交代を行い、中盤の配置を変え、守
備を落ち着かせる。この交代の時間帯からゲームは落ち着き、真岡も徐々に攻撃を仕掛けるようになる。広島観音はチャ
ンスをゴールに結びつけることができず、前半が終了する。後半に入り、両チーム共に前線からボールを奪いに行くように
なり、オープンな展開となる。広島観音は選手交代によりMF⑧岡本を投入し、中盤の活性化を図る。真岡もカウンターから
数少ないチャンスを得点に結びつけようとする。再びゲームも落ち着き始めた66分、広島観音は中盤で安野が積極的な守
備からボールを奪い左サイドの山口に展開。1vs1の仕掛けから放ったシュートはポストに弾かれるが、ゴール前に詰めて
いたFW⑭横下が冷静に決め、先制点を奪う。この一点を守りきった広島観音が３回戦進出を決めた。

記載責任者 所属（ 広島県立神辺旭高等学校 氏名（ 福長　雅俊

泉サッカー場西フィールド

マッチNo.【

広島観音 高校（ 広島 真岡 高校（ 栃木

1 0

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ２回戦

2017 7 30 日 11:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【37】

日時 2017年07月30日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島フットボールセンター ピッチ2（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 横山　卓哉 副審１ 内田　啓介 副審２ 奈良　茂樹 第４審判 武山　大輔

運営責任者 秋山　正弘 記録担当 小野寺　智弘 天候 曇 のち 雨 気温 30.7℃ 湿度 57％

風 無 観客数 150人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

神村学園高等部
（鹿児島県）

KICK OFF

2

1

1

前半

後半

0

4
4

関東第一高校
（東京都①）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 冨吉　優斗 1 GK GK 1 北村　海チデイ 0

0 大迫　龍太 2 DF DF 2 山脇　樺織 0

0 中島　賢悟 3 DF DF 3 関口　聖人 0

0 愛川　陸斗 5 DF DF 4 小野　凌弥 (Cap.) 0

0 野見山　智也 15 DF DF 6 嶋林　昂生 0

59分 0 島田　龍也 16 DF MF 7 小関　陽星 2 1 1

1 1 田畑　拓武 6 MF MF 9 村井　柊斗 2 1 1

1 1 2 原田　啓史 10 MF MF 14 佐藤　誠也 1 1 1

1 1 2 1 高橋　大悟 (Cap.) 14 MF FW 10 篠原　友哉 1 3 1 2 70+2分

0 中上　黎士 7 FW FW 11 池田　健太 0 45分

1 1 2 1 大山　尚一 9 FW FW 15 重田　快 2 2 2

坂ノ下　陸 17 GK GK 17 玉木　歩

出水　柊 4 DF DF 12 加藤　陽介

渡　来夢 11 DF MF 5 長谷部　竣 0 10

大森　大司 13 DF MF 8 篠崎　源太

16 0 山路　颯汰 12 FW MF 13 宮林　庸太 0 11

FW 16 小久保　佳吾

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 有村　圭一郎 小野　貴裕 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

3 4 7 シュート 10 3 7

3 4 7 GK 7 4 3

2 0 2 CK 5 1 4

4 6 10 直接FK 5 5 0

1 2 3 間接FK 3 3 0

1 2 3 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 3 0

0 0 0 PK 1 0 1

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

21分 神村学園 14 高橋　大悟 6 右-2 14 ↑ 左-1 6 ～ → 中央-1 14 ワンタッチプレー

左足Ｓ

40分 関東第一 10 篠原　友哉 中央-1 ＰＫ 10 右足Ｓ

51分 関東第一 15 重田　快 中央-1 13 → 7 ～ 左足Ｓ 相手GK こぼれ球 15 ワンタッチプレー

右足Ｓ

62分 関東第一 14 佐藤　誠也 中央-2 14 → 相手FP こぼれ球 右-1 7 ～ 中央-1 相手FP

こぼれ球 14 ２タッチ以上 右足Ｓ

68分 関東第一 15 重田　快 14 中央-2 10 → 左-1 14 ～ → 中央-1 15 ２タッチ以上

左足Ｓ

70+1分 神村学園 9 大山　尚一 右-1 7 ↑ 中央-1 10 ＨＳ 相手GK こぼれ球 9 ワンタッチプレー

右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:10 (1:10)、 後半 38:20 (3:20)、 試合所要時間 01:14:30

[備考]



年 月 日 ( ) ）

37 】

） vs ）

1 ‐ 0
1 ‐ 4

‐
‐
PK

基本システム 1 - 4 - 1 - 4 - 1 1 - 4 - 4 - 2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム

　関東第一はロングボールを前線に入れて攻撃の起点を作る。失っても早い切り替えで高い位置からプレスをかけ、序盤
からポストに弾かれるシュートを放って神村学園ゴールを脅かす。一方、神村学園はていねいにビルドアップしながら、MF
⑭高橋の配球を起点に幅をとった両サイドから早い攻撃を仕掛ける。前半２１分、GKからゆっくりと繋ぎながら、右サイドよ
りの中央で高橋が受けると左サイドMF⑥田畑へ正確なサイドチェンジを通し、折り返したボールを再び高橋が冷静に左足
で合わせて先制ゴール。後半、流れを変えたい関東第一は、開始直後にGKからのロングボールのこぼれ球を拾ってペナ
ルティーエリアに侵入すると、神村DFがこれを倒してしまいPKとなり、FW⑩篠原が決めて同点となる。その後も３ラインをコ
ンパクトに保ち、縦に入ったボールへは迫力を持って守備しながら、早いカウンターで攻撃の糸口を探る関東第一が、立て
続けて３点の追加点をあげる。その守備組織の外側を回しながら隙をうかがう神村学園はボールを保持するも、後半にな
り守備の役割が明確となった関東第一陣内の深くまではなかなか前進することが出来ずにかろうじて１点を取り返すと試
合終了のホイッスルが鳴った。両チームの戦術的な意図が随所にみられ、日頃のトレーニングの成果が現れた好ゲーム
であった。

記載責任者 所属（ 北海道札幌東陵高等学校 氏名（ 塚田　泰成

松島フットボールセンターピッチ２

マッチNo.【

神村学園 高校（ 鹿児島 関東第一 高校（ 東京①
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＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ２回戦

2017 7 30 日 11:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【38】

日時 2017年07月30日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉グラウンド（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 小川　伸太郎 主審 山下　良美 副審１ 松本　康之 副審２ 金渕　佑亮 第４審判 平賀　玄太

運営責任者 栗原　正実 記録担当 庄司　達矢 天候 曇 気温 28.1℃ 湿度 69％

風 微風 観客数 300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

福井県立丸岡高校
（福井県）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

2

0
2

阪南大学高校
（大阪府②）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 倉持　一輝 17 GK GK 1 太田　航生 0

0 遠藤　悠生 2 DF DF 2 鍋坂　陸平 0

0 岡倉　一志 3 DF DF 3 小川　大空 1 1

0 角山　暉 4 DF DF 4 吉田　伸弘 (Cap.) 1 2 2

0 西野　太貴 (Cap.) 10 DF DF 5 伊吹　卓祐 0

58分 0 田中　陸斗 15 DF DF 13 吉田　岳晴 0 57分

0 多田　恵吾 6 MF MF 8 岩丸　翼 2 2

1 1 宮永　任 7 MF MF 9 岸田　悠希 1 1

0 三反﨑　凱聖 14 MF MF 16 中村　成龍 1 1

1 2 3 和田　伊利都 11 FW FW 14 村岸　俊吾 0 47分

43分 2 2 巣守　龍 16 FW FW 15 和田　育 1 2 2 ＨＴ

伊藤　佑悟 1 GK GK 12 中本　汐音

松下　大真 5 DF DF 7 宮崎　空翔 0 13

十九波　賢信 8 DF MF 6 東野　舜馬

小林　晃喜 12 MF MF 17 高木　践 0 14

15 0 宮川　雅伎 13 MF FW 10 福羅　光希 2 2 15

16 0 田海　寧生 9 FW FW 11 篠畑　純也

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 小阪　康弘 濵田　豪 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
44分 警 3 小川　大空 ラフ

4 2 6 シュート 11 4 7

8 3 11 GK 5 3 2

0 0 0 CK 6 2 4

4 6 10 直接FK 11 5 6

0 0 0 間接FK 3 2 1

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 2 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

13分 阪南大高 4 吉田　伸弘 14 左-2 直接ＦＫ 16 ↑ 中央-1 14 Ｈ ↑ 4 ワンタッチプレー

ＨＳ

26分 阪南大高 15 和田　育 16 中央-2 15 → 16 ↑ 中央-1 15 ２タッチ以上 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:00 (1:00)、 後半 38:18 (3:18)、 試合所要時間 01:14:18

[備考]飲水タイム前後半（1分）



年 月 日 ( ) ）

38 】

） vs ）

0 ‐ 2
0 ‐ 0

‐
‐
PK

基本システム 1 - 4 - 1 - 4 - 1 1 - 4 - 4 - 2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム

１回戦をＰＫ戦の末に勝ち抜いた丸岡高校とセットプレーからの３得点で１回戦を快勝した阪南大学高校が対戦した。セット
プレーに抜群の強さを誇る阪南大高は１３分、左サイドでＦＫのチャンスを得るとＦＷ⑭村岸の右足クロスにＤＦ④吉田が頭
で合わせ、先制する。その後も阪南大高は、ＭＦ⑧岩丸を中心に長短のパスとドリブルを織り交ぜながら２トップのＦＷ⑨岸
田、ＦＷ⑮和田の動き出しを見逃さない。２６分、岸田が下りてできたスペースに右サイドのＭＦ⑯中村が絶妙な縦パスを
通し、抜け出した和田が左足でゴールを奪い、２－０とリードを広げた。対する丸岡も１トップのＦＷ⑪和田にボールを預け
てカウンター攻撃を狙うが阪南大高の守備網を崩すには至らない。前半は、２－０で阪南大高がリードして折り返した。後
半開始から阪南大高は、和田に代えてＦＷ⑩福羅を投入、追加点を狙う。対する丸岡もＦＷ⑨田海を投入してシステムを１
－４－４－２に変更、前線からのプレスを強めてリズムを掴み、攻勢に転じる。残り１５分を切ると丸岡は３バックにして前線
の枚数を増やし、攻撃に厚みをもたせる。しかし、阪南大高のＤＦ⑤伊吹、吉田を中心としたＤＦラインが最後まで集中力を
維持して丸岡に得点を許さず、２－０で３回戦へと駒を進めた。阪南大高のセットプレーの質の高さと安定した守備が光る
試合であった。

記載責任者 所属（ 富山県・龍谷富山高等学校 氏名（ 濱辺　哲

仙台市泉総合運動場　泉グラウンド

マッチNo.【

丸岡 高校（ 福井 阪南大学 高校（ 大阪②

0 2

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ２回戦

2017 7 30 日 11:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ２回戦 【39】

日時 2017年07月30日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Aグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 滝本　寛 主審 大峡　諭 副審１ 手代木　直美 副審２ 豊田　俊弘 第４審判 志田　翼

運営責任者 木口　聖 記録担当 吉田　明弘 天候 曇 気温 25.9℃ 湿度 85％

風 無 観客数 2,500人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

東海大学付属熊本星翔高校
（熊本県）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

0

3
3

船橋市立船橋高校
（千葉県②）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 深松　裕太朗 1 GK GK 1 長谷川　凌 0

0 加村　優輝 2 DF DF 2 吉田　歩未 1 1 1 69分

0 中村　豪 (Cap.) 3 DF DF 3 橋本　柊哉 0

0 泉　太貴 4 DF DF 5 余合　壮太 1 1

0 末永　幹 14 DF DF 7 杉山　弾斗 (Cap.) 1 1

66分 0 國岡　秀隆 15 DF MF 4 平川　孟人 1 1 69分

0 中川　大暉 6 MF MF 8 桧山　悠也 2 2 66分

1 1 花田　駿 7 MF MF 14 井上　怜 4 4

0 吉岡　涼斗 10 MF FW 11 福元　友哉 1 6 1 5

1 1 渡辺　力斗 9 FW FW 12 有田　朱里 1 3 3

53分 0 一　怜哉 11 FW FW 15 松尾　勇佑 4 2 2 62分

上野　拓海 12 GK GK 17 田中　悠也

15 0 森本　瑠 8 DF DF 16 鷹啄　トラビス 0 4

池田　寛人 13 DF MF 6 田谷　澪斗

多良　聡太郎 16 MF MF 9 畑　大雅 0 2

森　勇斗 17 MF MF 13 佐藤　圭祐 0 8

11 0 吉田　健人 5 FW FW 10 郡司　篤也 2 2 15

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 吉岡　宏樹 朝岡　隆蔵 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

0 2 2 シュート 25 4 21

11 4 15 GK 4 2 2

0 0 0 CK 9 3 6

2 2 4 直接FK 5 4 1

0 1 1 間接FK 1 1 0

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

40分 市立船橋 11 福元　友哉 8 中央-1 4 → 右-1 8 ↑ 中央-1 11 ＨＳ

57分 市立船橋 12 有田　朱里 中央-4 1 ↑ 中央-1 相手FP クリア こぼれ球 12 ワンタッチプレー 右足Ｓ

65分 市立船橋 2 吉田　歩未 12 中央-2 10 ～ 中央-1 → 12 → 2 ２タッチ以上 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 35:12 (0:12)、 後半 38:19 (3:19)、 試合所要時間 01:13:31

[備考]



年 月 日 ( ) ）

39 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 3

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 3 - 2 − 1

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

　シード校である市立船橋が登場する２回戦、東海大星翔は１−４−４−２のフォーメーション、一方市立船橋は１−４−３−２−
１のフォーメーションで試合が開始。序盤より市立船橋はFW⑪福元をターゲットに長いボールを送りセカンドボールを拾っ
て敵陣深くにボールを運ぶ。また、高い位置からのハイプレッシャーと攻守の切り替えの早さ、プレスバックでボールを奪
い、ショートカウンターで東海大星翔ゴールを脅かす。東海大星翔はDF陣の体を張った守備で再三にわたるピンチを防ぎ
徐々に落ち着いてボールを繋ぎ出す。落ち着いてボールを繋げるようになった東海大星翔は少ないボールタッチでサイド
にあるスペースにボールを運び、市立船橋ゴールを脅かすがスコアレスのまま前半を折り返す。後半市立船橋はMFやSB
が前線を追い越し、攻撃に厚みを持たせ、さらに勢いを持って東海大星翔ゴールを目指す。対する東海大星翔は市立船
橋の圧力にボールを前線に送れず、防戦一方となる。４０分市立船橋はMF⑧桧山の正確なクロスに福元が合わせ得点、
さらに市立船橋は攻撃の手を休めることなく東海大星翔ゴールに向い、５７分DFの判断ミスを見逃すことなくFW⑫有田が
ボールを奪い得点。続く６５分にDF②吉田がオーバーラップから直接ペナルティーエリア内にボールを運び得点、試合を決
定付けた。高い位置からのプレッシャーと、ポジションチェンジを繰り返しながら攻撃に枚数をかけた市立船橋が３回戦に
駒を進めた。

記載責任者 所属（ 東京都立東大和高等学校 氏名（ 勝城慶郎

みやぎ生協めぐみ野サッカー場A

マッチNo.【

東海大星翔 高校（ 熊本 市立船橋 高校（ 千葉②

0 3

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017）

2017 7 30 日 11:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ３回戦 【40】

日時 2017年07月31日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Aグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 田代　雄大 副審１ 坊薗　真琴 副審２ 安岡　洸二朗 第４審判 岡田　司

運営責任者 木口　聖 記録担当 吉田　明弘 天候 晴 気温 27.9℃ 湿度 70％

風 無 観客数 300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

流通経済大学付属柏高校
（千葉県①）

KICK OFF

5

3

2

前半

後半

0

0
0

長野市立長野高校
（長野県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 薄井　覇斗 17 GK GK 1 吉田　泰地 (Cap.) 0

0 近藤　立都 2 DF DF 2 木内　駿兵 0

57分 1 1 加藤　蓮 3 DF DF 3 筒井　爽 0

2 1 3 3 関川　郁万 5 DF DF 4 芳田　竜之介 0

0 瀬戸山　俊 6 DF DF 13 稲葉　宏貴 0 62分

ＨＴ 0 石川　貴登 12 DF MF 6 義家　匠 0

0 宮本　優太 (Cap.) 4 MF MF 7 島田　直弥 0

ＨＴ 0 時岡　寛拓 7 MF MF 8 山口　亮太 0 60分

1 1 菊地　泰智 10 MF MF 11 小林　恭也 0 67分

1 1 熊澤　和希 14 MF FW 9 山中　麗央 0

48分 4 4 2 後藤　大輝 9 FW FW 10 新井　光 0

鹿野　修平 1 GK GK 12 村山　響

12 0 佐藤　蓮 13 DF DF 5 宮澤　聖知 0 13

3 0 三本木　達哉 16 DF MF 16 久保田　拓也

7 2 2 宮本　泰晟 8 MF FW 14 小池　太一 0 11

近藤　潤 15 MF FW 15 川上　季晋 0 8

9 1 1 安城　和哉 11 FW FW 17 赤塩　浩純

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 本田　裕一郎 芦田　徹 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
70+3分 警 7 島田　直弥 反ｽﾎﾟｰﾂ

6 7 13 シュート 0 0 0

0 0 0 GK 17 9 8

5 3 8 CK 0 0 0

4 1 5 直接FK 8 3 5

0 0 0 間接FK 0 0 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

1 0 1 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

10分 流通経済大柏 5 関川　郁万 中央-1 相手FP クリア 相手FP こぼれ球 5 ２タッチ以上 左足Ｓ

28分 流通経済大柏 9 後藤　大輝 7 中央-2 インターセプト 4 → 中央-1 7 → 9 ２タッチ以上 左足Ｓ

29分 流通経済大柏 9 後藤　大輝 14 中央-2 相手FP ～ インターセプト 14 → 9 ～ 中央-1 左足Ｓ

52分 流通経済大柏 5 関川　郁万 2 右CK 2 ↑ 中央-1 5 ＨＳ

70+4分 流通経済大柏 5 関川　郁万 ＰＫ 5 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:11 (2:11)、 後半 38:43 (3:43)、 試合所要時間 01:15:54

[備考]前後半飲水あり



年 月 日 ( ) ）

40 】

） vs ）

3 ‐ 0
2 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 4 - 2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

試合序盤、流経大柏はピッチを広く使いサイドからのアーリークロスでFW⑨後藤をターゲットに攻撃を仕掛ける。対する市
立長野は、DFラインからのビルドアップによる前進を試みるも、流経大柏は奪われたボールに対して素早く切り替えプレッ
シャーをかけ効果的な攻撃に繋がせない。高い位置でボールを奪い、ショートカウンターからチャンスを多く作った流経大
柏は前半に３点決め試合を優位に進める。後半も流経大柏はフレッシュな選手を投入し前線からのハイプレスの手を緩め
ない。連動した守備に市立長野はつかまり攻め込まれる時間帯が続く。優位に試合を進める流経大柏はCKからDF⑤関川
がヘディングシュートを決め追加点を奪う。
終了間際にも獲得したPKを関川が決め試合終了。最後まで前線からプレスをかけ、素早い攻撃を仕掛け続けた流経大柏
が４回戦進出を決めた。

記載責任者 所属（ 岐阜県立恵那高等学校 氏名（ 柘植　望

みやぎ生協めぐみ野サッカー場A

マッチNo.【

流通経済大柏 高校（ 千葉① 市立長野 高校（ 長野

5 0

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 3回戦

2017 7 31 月 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ３回戦 【41】

日時 2017年07月31日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 ひとめぼれスタジアム宮城

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 小野　裕太 副審１ 岩﨑　創一 副審２ 金渕　佑亮 第４審判 足立　正輝

運営責任者 水間　幹宗 記録担当 佐藤　浩志 天候 曇 のち 晴 気温 30.8℃ 湿度 60％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

尚志高校
（福島県）

0

0

0

前半

後半

1

0
1

長崎総合科学大学附属高校
（長崎県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 宗像　利公 1 GK GK 12 湊　大昂 0

31分 0 馬目　裕也 4 DF DF 2 諸石　一砂 0

1 1 沼田　皇海 5 DF DF 4 岩本　蓮太 0

0 石井　龍平 6 DF DF 8 田中　純平 (Cap.) 0

0 石川　竣祐 15 DF DF 16 嶋中　春児 0

1 1 長谷　秀皐 7 MF MF 6 小川　貴之 0

1 1 松本　雄真 (Cap.) 8 MF MF 7 荒木　駿太 2 2

60分 0 加野　赳瑠 10 MF MF 9 中村　聖鷹 0

0 大川　健 14 MF MF 15 別府　尊至 0

60分 1 1 渡邉　新史 17 MF FW 10 安藤　瑞季 1 3 3

49分 2 1 3 二瓶　由嵩 11 FW FW 17 西原　先毅 1 1 44分

森本　涼太 16 GK GK 1 三谷　智樹

4 1 1 功刀　舜也 3 DF DF 3 栁谷　拓実 0 17

菅井　泰祥 12 MF DF 5 大切　達矢

17 0 加瀬　直輝 13 MF DF 13 武井　佑介

10 1 1 染野　唯月 2 FW MF 11 田﨑　友佑哉

11 0 中井　崇仁 9 FW FW 14 竹森　海

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 仲村　浩二 小嶺　忠敏 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
41分 警 10 安藤　瑞季 ラフ

6 3 9 シュート 6 3 3

3 1 4 GK 7 4 3

3 1 4 CK 2 0 2

8 3 11 直接FK 8 4 4

1 0 1 間接FK 1 1 0

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

23分 長崎総科大附 10 安藤　瑞季 17 左-2 7 ～ 左-1 ～ ↑ 中央-1 相手FP クリア こぼれ球

9 → 17 → 10 ２タッチ以上 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:12 (2:12)、 後半 38:06 (3:06)、 試合所要時間 01:15:18

[備考]



年 月 日 ( ) ）

41 】

） vs ）

0 ‐ 1
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 2 - 3 - 1

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

　FW⑩安藤を中心に、前線から圧力をかける長崎総科大附属とGK①宗像も関わりながらDFラインからポゼッションし、バ
イタルエリアに侵入するチャンスを窺う尚志。互いの攻撃の良い面を互いのDF陣が消そうとする中、長崎総科MF⑦荒木、
⑰西原が粘り強くつないで安藤の得点に結びつける。先制を許した尚志だが、MF⑦長谷を起点としてFW⑪二瓶、MF⑩加
野、MF⑰渡邉らが流動的に関わり決定的な場面を作り出す。後半に入ると、追いつきたい尚志は両サイドDF⑤沼田、⑮
石川も更なる攻撃の厚みを生み出すようスプリントを繰り返す。FW⑨中井に続いてFW②染野を交代出場させ、松本を最
前線にポジション変更するなど状況の打開を図る。対する長崎総科は、MF③柳谷を投入し、守備面の安定を図る。攻撃
の長所を十分に発揮し、多くの決定機を作り出した尚志であったが、GK⑫湊の好セーブにも合い、最後までゴールを割る
ことが出来なかった。

記載責任者 所属（ 島根県立松江南高等学校 氏名（ 本間　英之

ひとめぼれスタジアム宮城

マッチNo.【

尚志 高校（ 福島　 長崎総科大附 高校（ 長崎

0 1

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ３回戦

2017 7 31 月 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ３回戦 【42】

日時 2017年07月31日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉サッカー場 西フィールド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 玉生　謙介 主審 松本　康之 副審１ 平間　亮 副審２ 光田　智乙 第４審判 奈良　茂樹

運営責任者 鈴木　哲 記録担当 荒　充徳 天候 晴 気温 29.5℃ 湿度 58％

風 無 観客数 400人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

富山第一高校
（富山県）

KICK OFF

1

1

0

前半

後半

1

1
2

京都橘高校
（京都府）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 吉田　幸平 1 GK GK 12 清水　椋太 0

61分 0 中田　青 2 DF DF 3 松下　廉 0

0 滝本　敦生 3 DF DF 4 古川　隆輝 0

0 小森　颯 4 DF DF 5 山中　啓生 1 1

0 松本　楓大 (Cap.) 5 DF DF 7 河合　航希 (Cap.) 0

0 高浪　陸 11 DF MF 6 篠永　雄大 0

1 1 1 高縁　海 6 MF MF 10 梅津　凌岳 0

0 前田　拓哉 8 MF MF 13 山田　剛綺 1 1 68分

40分 1 1 山田　桂大 16 MF MF 14 土井　翔太 1 1 1

1 1 大竹　将吾 9 FW FW 11 輪木　豪太 1 1

45分 2 2 坪井　清志郎 10 FW FW 17 関野　竜平 1 1 1

久保　一成 12 GK GK 1 髙木　上総介

16 0 尾崎　颯 14 DF DF 2 大塚　陸

橋爪　晃広 17 DF MF 8 相馬　唯人

2 0 小森　飛絢 15 MF MF 15 内田　健太

10 0 鈴木　登夢 13 FW MF 16 吉田　宗太郎

FW 9 植村　亮雅 0 13

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 柳野　年秀 米澤　一成 時間 種別 番号 選手名 理由

56分 警 2 中田　青 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

1 4 5 シュート 5 4 1

0 2 2 GK 2 2 0

2 2 4 CK 3 1 2

6 3 9 直接FK 7 4 3

1 0 1 間接FK 0 0 0

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

17分 富山第一 6 高縁　海 16 右-1 11 → 中央-2 16 → 中央-1 6 ２タッチ以上 右足Ｓ

24分 京都橘 17 関野　竜平 13 中央-2 7 ↑ 中央-1 13 ↑ 17 ワンタッチプレー 右足Ｓ

49分 京都橘 14 土井　翔太 右-1 11 → 中央-1 相手GK こぼれ球 14 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 38:17 (3:17)、 後半 38:08 (3:08)、 試合所要時間 01:16:25

[備考]前半、クーリングブレイク   後半、飲水あり



年 月 日 ( ) ）

42 】

） vs ）

1 ‐ 1
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 3 - 5 - 2 1 - 4 - 4 - 2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

キャプテンの多賀を出場停止で欠く富山第一は、ボランチに今大会初先発となるＭＦ⑯山田を起用。２トップのＦＷ⑨大
竹、ＦＷ⑩坪井にボールを集め、攻撃の起点を作る。相手陣内に入ると右サイドからはＤＦ⑤松本、左サイドからはＤＦ②
中田のロングスローを武器にチャンスを作り出す。対する京都橘は、ＤＦラインから丁寧に短いパスをつなぎＭＦ⑥篠永、Ｍ
Ｆ⑩梅津を起点に攻撃を組み立てる。京都橘の徹底したショートパスにボールの奪いどころを絞れない富山第一だった
が、ベンチからの指示で前線からのプレスを強めることでボールを奪ってショートカウンターを仕掛ける回数が徐々に増え
る。富山第一は、１７分相手コートでボールを奪うとＭＦ⑥高縁がミドルシュートを突き刺し、先制する。クーリングブレイクを
挟み、反撃に出る京都橘は２４分、ＤＦ⑦河合の縦パスに反応したＭＦ⑬山田が落としたボールをＦＷ⑰関野が強烈な右
足シュートで同点とする。その後もテンポの良いパス交換から徐々に相手コートへ侵入する京都橘に対し、富山第一は自
陣に守備ブロックを形成してインターセプトを狙う。後半に入っても攻め急がない京都橘が試合の主導権を握り、徐々に富
山第一の選手の足が止まり始める。富山第一はＤＦ⑭尾崎、ＦＷ⑬鈴木を投入し、守備の活性化を図る。４９分、京都橘は
ＦＷ⑪輪木が右サイドを突破し、ゴール前にクロスを送ると相手ＧＫが弾いたボールをＭＦ⑭土井が押し込み、２－１とす
る。追いかける富山第一は、残り１０分でテクニックのあるＭＦ⑭小森を２トップ下に投入し、３バックから１－４－１－３－２
に変更。攻撃に厚みが増し、京都橘ゴールに迫るシーンを見せたがゴールを奪うことができない。京都橘が２－１で競り勝
ち、準々決勝戦へと駒を進めた。京都橘のテクニックの高さが存分に発揮された試合であった。

記載責任者 所属（ 富山県・龍谷富山高等学校 氏名（ 濱辺　哲

泉サッカー場　西フィールド

マッチNo.【

富山第一 高校（ 富山 京都橘 高校（ 京都

1 2

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ３回戦

2017 7 31 月 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ３回戦 【43】

日時 2017年07月31日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Bグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 抱山　公彦 主審 矢野　浩平 副審１ 村田　裕紀 副審２ 平　大貴 第４審判 山下　良美

運営責任者 内海　公仁彦 記録担当 高橋　辰郎 天候 晴 気温 28.1℃ 湿度 70％

風 無 観客数 2,500人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

前橋育英高校
（群馬県）

KICK OFF

3

1

2

前半

後半

1

0
1

青森山田高校
（青森県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 湯沢　拓也 12 GK GK 1 坪　歩夢 0

1 1 後藤田　亘輝 2 DF DF 2 鍵山　慶司 0

1 1 1 角田　涼太朗 3 DF DF 3 佐藤　拓海 0

0 松田　陸 5 DF DF 4 小山内　慎一郎 (Cap.) 0

0 渡邊　泰基 15 DF DF 5 蓑田　広大 1 1

67分 1 1 1 塩澤　隼人 7 MF MF 7 檀崎　竜孔 2 1 1

ＨＴ 0 五十嵐　理人 8 MF MF 8 堀　脩大 1 1

1 1 田部井　悠 9 MF MF 10 郷家　友太 1 1

1 1 田部井　涼 (Cap.) 14 MF MF 13 田中　凌汰 1 2 1 1 50分

2 2 1 榎本　樹 4 FW MF 16 浦川　流樺 0 50分

70+1分 0 高橋　尚紀 17 FW FW 11 中村　駿太 1 1

松本　瞬 1 GK GK 12 飯田　雅浩

17 0 山崎　舜介 6 DF DF 6 住田　将

若月　輝 16 DF DF 17 三國　ケネディ　エブス 0 13

8 54分 0 飯島　陸 10 FW MF 9 佐々木　友 0 14

7 0 室井　彗佑 11 FW MF 14 瀬尾　純基 0 63分 16

10 1 1 宮崎　鴻 13 FW MF 15 安藤　駿

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 山田　耕介 黒田　剛 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

6 2 8 シュート 8 5 3

3 2 5 GK 6 1 5

3 2 5 CK 3 1 2

4 5 9 直接FK 12 5 7

1 0 1 間接FK 0 0 0

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

5分 青森山田 13 田中　凌汰 10 中央-4 ＧＫ 1 ↑ 中央-2 10 Ｈ ↑ 中央-1 13

ワンタッチプレー 右足Ｓ

31分 前橋育英 3 角田　涼太朗 15 左CK 9 ↑ 中央-1 15 Ｈ ↑ 3 ワンタッチプレー 右足Ｓ

37分 前橋育英 7 塩澤　隼人 5 左CK 9 ↑ 中央-1 5 → 7 ワンタッチプレー 左足Ｓ

60分 前橋育英 4 榎本　樹 15 中央-2 7 → 左-2 15 ～ 左-1 → 中央-1 4

ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:07 (2:07)、 後半 38:13 (3:13)、 試合所要時間 01:15:20

[備考]前後半飲水あり



年 月 日 ( ) ）

43 】

） vs ）

1 ‐ 1
2 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 2 - 3 - 1

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

昨年度の全国高校選手権大会決勝カードとなった優勝候補同士の注目の一戦。序盤から試合が動く。５分、青森山田は
ゴールキックからＭＦ⑩郷家がヘディングで競り勝ち、裏へ抜け出したＭＦ⑬田中が豪快なシュートで先取点を奪う。青森
山田は出足の素早い守備でボールを奪い、裏へ抜け出したＦＷ⑪中村や田中に縦パスを入れてスピーディーな攻撃を仕
掛ける。対する前橋育英はボランチを軸にボールを動かしながらＳＢとＳＨが関わり相手コートに侵入するが、青森山田の
統率された守備陣の前にＦＷに効果的なパスを配給できない。その後も前線へのロングボールを主体に攻撃を展開する
青森山田がやや優位に試合を進めるが、セカンドボールを拾うことができず、ボールを失う場面が目立つ。前橋育英は、
前線の選手がパスコースを限定してサイドでボールを奪いたい意図がうかがえるが、青森山田は逆サイドへのロングボー
ルでそれを許さない。なかなかチャンスを作れなかった前橋育英は、３１分ＣＫからヘディングで折り返した所をＤＦ③角田
が同点ゴールを挙げる。１－１のまま前半終了。後半開始から前橋育英はＦＷ⑩飯島を投入する。そして迎えた後半立ち
上がりのＣＫからＭＦ⑦塩澤がネットを揺らし、２－１と逆転に成功する。前橋育英は飯島がタメを作れることで両ＳＢが高
い位置まで攻撃参加できるようになり、サイドを攻略しクロスから決定機を作り出し始める。同点に追いつきたい青森山田
は選手交代で流れを変えようと試みるが、前橋育英のペースのまま試合が進む。６０分、左ＳＢ⑮渡邊のクロスにＦＷ④榎
本が落ち着いてゴールを決め、リードを広げる。その後、青森山田が懸命にゴールを目指していくが、前橋育英の集中した
守備の前に得点を奪えず３－１のまま試合終了。注目カードに相応しい素晴らしい試合であった。前橋育英の準々決勝で
の活躍に期待したい。

記載責任者 所属（ 埼玉県立越ヶ谷高等学校 氏名（ 野木　悟志

みやぎ生協めぐみ野サッカー場B

マッチNo.【

前橋育英 高校（ 群馬 青森山田 高校（ 青森

3 1

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 3回戦

2017 7 31 月 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ３回戦 【44】

日時 2017年07月31日 11:35 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Bグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 木川田　博信 主審 松本　瑛右 副審１ 大峡　論 副審２ 八重垣　真 第４審判 芦野　紘太

運営責任者 内海　公仁彦 記録担当 新田　宗弘 天候 曇 気温 29.9℃ 湿度 66％

風 無 観客数 400人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

日本大学藤沢高校
（神奈川県②）

KICK OFF

2

0

2

前半

後半

0

0
0

帝京第三高校
（山梨県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 竹内　暢希 1 GK GK 1 丸山　虹樹 0

0 櫻井　風我 2 DF DF 4 鈴木　真弥 0 70+4分

0 竹繁　颯音 3 DF DF 5 宮川　将一 0

0 安松　元気 (Cap.) 4 DF DF 6 阿川　奎都 (Cap.) 1 1

0 中村　翔輝 5 DF MF 2 菊地　開世 0

0 梶山　かえで 6 MF MF 7 小林　龍太 1 1 69分

1 1 1 小屋原　尚希 7 MF MF 8 平田　和也 0 51分

46分 0 植村　洋斗 8 MF MF 10 堀川　直人 0

1 1 柏木　純 9 FW MF 11 小林　颯耶 0

70+2分 0 比留間　輝 10 FW MF 15 武井　潤 0 63分

43分 0 桐　蒼太 11 FW FW 9 亀屋　光二 0

丸山　洋平 12 GK GK 17 宮後　裕亮 0 4

栫　俊輔 13 DF DF 3 秋山　謙太

菊地　大智 14 MF DF 13 渡辺　嵐 0 15

10 0 岩崎　颯太 15 MF MF 14 鈴木　健人 0 8

11 1 1 1 ギブソン　マーロン 16 FW FW 12 島袋　優斗 0 7

8 1 1 三田野　慧 17 FW FW 16 高橋　渚月

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 佐藤　輝勝 相良　和弘 時間 種別 番号 選手名 理由

70+7分 警 9 柏木　純 遅延行為
後半前半 チーム合計 前半後半

35+4分 警 2 菊地　開世 ラフ

70+3分 退 1 丸山　虹樹 阻止(他)

3 1 4 シュート 2 1 1

5 3 8 GK 9 7 2

2 2 4 CK 2 1 1

3 8 11 直接FK 7 2 5

0 0 0 間接FK 4 4 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 3 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

62分 日大藤沢 7 小屋原　尚希 左-1 スローイン 9 ↑ 中央-1 17 ↑ 相手FP クリア 7

ワンタッチプレー 右足Ｓ

70+7分 日大藤沢 16 ギブソン　マーロン 5 左-2 15 → 左-1 5 → 中央-1 16 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 39:28 (4:28)、 後半 42:52 (7:52)、 試合所要時間 01:22:20

[備考]前後半クーリングブレイクあり



年 月 日 ( ) ）

44 】

） vs ）

0 ‐ 0
2 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 3 - 6 - 1

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

記載責任者 所属（ 佐賀県立唐津工業高等学校 氏名（ 白石健太郎

　昨日とうって変わり晴れ間がのぞき蒸し暑さが増す中でのキックオフとなった。日大藤沢はブロックを形成し相手のサイド
へのパスや縦パスに対して厳しくプレッシャーをかけ、奪ったボールをシンプルに前線に配給する狙い。一方の帝京第三
は丁寧なビルドアップから攻撃を組み立てる。序盤は互いに相手の出方をうかがいながら慎重に試合を運んだが、両チー
ムとも大きなチャンスを作れないまま今大会初のクーリングブレイクを迎えた。再開後、日大藤沢は帝京第三３バックの横
のスペースを突き、クロスからしばしば好機を作った。対する帝京第三はＤＦラインでゆっくりとボールを動かしながら相手
を引きつけ、タイミングをはかりながら逆サイドへ展開してＤＦラインを突破しようとする意図がうかがえた。しかし互いにサ
イドから中央に放り込むプレーに終始し、一度も最終ラインを崩す場面が見られないまま前半が終了した。後半に入ると日
大藤沢はＦＷ⑨柏木にボールを集め突破口を見出そうとするが、サポートの集まりが遅く、ゴール前まで迫る機会を作れ
ない。帝京第三もＦＷ⑨亀屋、ＭＦ⑩堀川を中心に攻撃を仕掛けるが、日大藤沢と同じく周りの関わりが遅く、相手ＤＦ陣を
揺さぶることができない。日大藤沢がスピードとパワーを備えたＦＷ⑯ギブソンとＦＷ⑰三田野を立て続けに投入すると
チームに推進力を与え、相手陣内でボールを保持する時間帯が増える。しかし帝京第三も粘り強い守備で最終ラインの突
破は許さないままクーリングブレイクになった。その後も日大藤沢がやや優位に試合を運んでいると、６２分に相手陣内左
サイドからのロングスローをペナルティーエリアで受けた三田野が落としたボールを、ＭＦ⑦小屋原がボレーでゴールに突
き刺し均衡を破った。追いつきたい帝京第三は全員が相手陣内に入りゴールを狙うが、反対にカウンターを浴び、決定機
を阻止したＧＫが退場になる苦しい展開となる。一人多い状況になった日大藤沢は試合終了間際にも追加点をあげ、準々
決勝に駒を進めた。

みやぎ生協めぐみ野サッカー場B

マッチNo.【

日大藤沢 高校（ 神奈川② 帝京第三 高校（ 山梨

2 0

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 3回戦

2017 7 31 月 11:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ３回戦 【45】

日時 2017年07月31日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 ひとめぼれスタジアム宮城

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 三井　耕 主審 角田　裕之 副審１ 横山　卓哉 副審２ 大藤　翔平 第４審判 渡邉　駿

運営責任者 水間　幹宗 記録担当 高橋　健司 天候 晴 気温 32.4℃ 湿度 47％

風 微風 観客数 350人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

旭川実業高校
（北海道②）

3

2

1

前半

後半

1

1
2

静岡学園高校
（静岡県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 中塚　勝俊 17 GK GK 1 高野　由比人 0

0 高橋　大翔 2 DF DF 2 長谷部　赳 1 1 58分

0 江嶋　直樹 3 DF DF 3 金澤　優吾 1 1

0 藤本　詠稀 5 DF DF 5 渡井　夏望 1 1

0 櫛部　悠路 (Cap.) 7 DF DF 6 東山　達稀 0

70分 1 1 河合　悠人 6 MF MF 10 渡井　理己 (Cap.) 0

1 1 1 中里　颯汰 8 MF MF 12 清水　綾馬 0

70+4分 1 1 中田　怜冶 13 MF MF 13 神田　凜星 0 54分

1 1 山内　陸 14 MF FW 7 伊藤　稜馬 1 4 1 3

67分 0 圓道　将良 9 FW FW 9 塩浜　遼 1 2 2

57分 1 1 1 西村　歩夢 10 FW FW 16 鈴木　俊輔 1 1

筒井　一希 1 GK GK 17 ヘッペル　舞恵瑠

西川　知広 4 DF DF 4 江口　正太郎

9 0 佐々木　悠真 11 MF MF 8 河口　雄太

6 0 澤田　卓磨 15 MF MF 14 三枝　竜也

13 0 飯野　敬太 16 MF MF 15 井藤　誠人 1 1 13

10 1 1 1 金野　修那 12 FW FW 11 松井　温人 1 1 2

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 富居　徹雄 川口　修 時間 種別 番号 選手名 理由

70+2分 警 8 中里　颯汰 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

18分 警 3 金澤　優吾 反ｽﾎﾟｰﾂ

2 4 6 シュート 12 2 10

6 1 7 GK 0 0 0

2 1 3 CK 3 2 1

4 5 9 直接FK 11 5 6

0 1 1 間接FK 1 1 0

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 1 1 PK 1 0 1

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

2分 静岡学園 7 伊藤　稜馬 13 中央-3 相手FP ～ インターセプト 13 ～ 中央-2 → 中央-1 7

～ 右足Ｓ

9分 旭川実業 10 西村　歩夢 13 右-4 7 → 右-3 13 ～ 右-2 ～ 右-1 ～

→ 中央-1 10 ワンタッチプレー 右足Ｓ

19分 旭川実業 8 中里　颯汰 中央-1 ＰＫ 8 左足Ｓ

64分 旭川実業 12 金野　修那 13 中央-3 14 → 8 → 右-2 13 → 中央-2 12

～ 中央-1 右足Ｓ

70+5分 静岡学園 9 塩浜　遼 12 左-3 6 ↑ 中央-1 相手FP クリア こぼれ球 12 → 9

２タッチ以上 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 38:01 (3:01)、 後半 40:36 (5:36)、 試合所要時間 01:18:37

[備考]



年 月 日 ( ) ）

45 】

） vs ）

2 ‐ 1
1 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 3 - 3

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

　強い日差しも照りつけピッチ上の温度計は３２度を超えた、これまでの期間中で一番気温が高い環境での試合を迎える
両チームのゲームは厳しい環境下においても、序盤から大きく動き始める。立ち上がりは静岡学園がGKからポゼッション
をし主導権を握り、旭川実業が対応しきれないうちの前半２分、中盤で奪ったボールを素早くFW⑦伊藤に繋げ早くも先制
ゴールをあげる。それに対して旭川実業は９分にMF⑬中田が右サイドを長い距離をドリブルで駆け上がり、正確なクロス
を入れるとFW⑩西村がこれを決め同点。この得点で落ち着きを取り戻した旭川実業は守備の組織を整え始めて流れを引
き寄せる。１９分MF⑭山内がDFと並走してからさらにギアが上がる素早いドリブルでペナルティーエリアに侵入したところを
倒されPKを得て旭川実業が２点目を奪い、その後も鋭いカウンターから相手ゴールを脅かす場面が見られた。後半に入っ
て終始ボールを保持しながらも、なかなかゴールを割れない静岡学園にPKの得点チャンスが４９分に訪れるがポストの外
に外れて得点が取れない。一方、旭川実業が６４分にFW⑫金野が一瞬の隙をついてカウンターから追加点をあげ突き放
した。その後猛攻の末静岡学園が終了間際に一矢報いるが試合終了となった。

記載責任者 所属（ 北海道札幌東陵高等学校 氏名（ 塚田　泰成

ひとめぼれスタジアム宮城

マッチNo.【

旭川実業 高校（ 北海道② 静岡学園 高校（ 静岡

3 2

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ３回戦

2017 7 31 月 11:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ３回戦 【46】

日時 2017年07月31日 11:35 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉サッカー場 西フィールド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 玉生　謙介 主審 坂本　晋悟 副審１ 手代木　直美 副審２ 前田　理行 第４審判 堀　善仁

運営責任者 鈴木　哲 記録担当 笹氣　真孝 天候 晴 気温 29.7℃ 湿度 64％

風 弱 観客数 300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

広島県立広島観音高校
（広島県）

0

0

0

前半

後半

0

1
1

関東第一高校
（東京都①）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 井西　海斗 17 GK GK 1 北村　海チデイ 0

57分 0 今野　優利 2 DF DF 2 山脇　樺織 0

0 手嶋　一哉 3 DF DF 3 関口　聖人 0

0 中脇　大就 4 DF DF 4 小野　凌弥 (Cap.) 2 1 1

0 大崎　翔市 5 DF DF 6 嶋林　昂生 0

3 3 安野　蓮 6 MF MF 8 篠崎　源太 1 1 33分

50分 1 1 2 槙本　稔己 7 MF MF 9 村井　柊斗 0

66分 1 2 3 佐々木　寛斗 9 MF MF 13 宮林　庸太 0 ＨＴ

1 1 山口　直也 (Cap.) 10 MF MF 14 佐藤　誠也 1 1

56分 2 2 中村　豊 11 MF FW 10 篠原　友哉 1 3 3 70+3分

1 1 横下　友則 14 FW FW 15 重田　快 1 1

山本　悠太 1 GK GK 17 玉木　歩

2 0 原田　涼平 12 DF DF 12 加藤　陽介

小豆澤　守 15 DF MF 5 長谷部　竣

11 0 岡本　大河 8 MF MF 7 小関　陽星 1 1 13

9 0 塩﨑　仁 16 MF FW 11 池田　健太 0 8

7 0 舩田　真冶 13 FW FW 16 小久保　佳吾 0 10

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 内田　仁 小野　貴裕 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

4 8 12 シュート 9 2 7

6 2 8 GK 9 7 2

5 2 7 CK 3 1 2

5 4 9 直接FK 9 3 6

2 2 4 間接FK 4 3 1

2 2 4 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 2 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

70+2分 関東第一 10 篠原　友哉 6 左-1 9 → 左-2 6 ↑ 中央-1 10 ～ 左足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:08 (2:08)、 後半 38:30 (3:30)、 試合所要時間 01:15:38

[備考]前後半とも、飲水あり。



年 月 日 ( ) ）

46 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

　２回戦で接戦を制した広島観音と、激しい撃ち合いを制した関東第一の対戦。広島観音は一貫して両ワイドのMF⑩山
口、MF⑦槙本にボールを預け、積極的な仕掛けからチャンスを作り出す。それに対して関東第一はFW⑩篠原にボールを
預け、周りの選手が関わって行く形で攻撃を仕掛ける。広島観音は両サイドからの攻撃やMF⑥安野のミドルシュートで
ゴールに迫るものも、GK①北村の好セーブに阻まれる。関東第一は意図的にボールを動かしながら攻撃を仕掛けようとす
るも、精度を欠き、チャンスを作り出すことができない。前半終盤に関東第一はFW⑪池田を投入し、シフトチェンジを行い、
攻撃が活性化し始める。無得点のまま前半を終了し、後半に突入する。後半に入り、広島観音は山口の展開からMF⑨
佐々木のシュート、関東第一は篠原の強引な突破からクロスバー直撃のシュートと、お互い決定機を迎えるものの得点に
結びつけることができない。ゲームも終盤に入り、両チームとも足が止まり始め、中盤を省略した戦いとなる。そのまま試合
終了かと思われた後半アディショナルタイム、関東第一は篠原がドリブル突破から冷静にゴールを決め、３回戦進出を果
たした。

記載責任者 所属（ 広島県立神辺旭高等学校 氏名（ 福長　雅俊

泉サッカー場西フィールド

マッチNo.【

広島観音 高校（ 広島 関東第一 高校（ 東京①

0 1

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ３回戦

2017 7 31 月 11:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 ３回戦 【47】

日時 2017年07月31日 11:35 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Aグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 小川　伸太郎 主審 若松　亮 副審１ 原尾　英祐 副審２ 相馬　寿哉 第４審判 八木　悠哉

運営責任者 木口　聖 記録担当 吉田　明弘 天候 曇 気温 28.7℃ 湿度 70％

風 無 観客数 600人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

阪南大学高校
（大阪府②）

1

0

1

前半

後半

1

1
2

船橋市立船橋高校
（千葉県②）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 太田　航生 1 GK GK 1 長谷川　凌 0

0 鍋坂　陸平 2 DF DF 2 吉田　歩未 0

0 小川　大空 3 DF DF 3 橋本　柊哉 0

1 1 1 吉田　伸弘 (Cap.) 4 DF DF 5 余合　壮太 1 1

0 伊吹　卓祐 5 DF DF 7 杉山　弾斗 (Cap.) 0

60分 0 東野　舜馬 6 MF MF 4 平川　孟人 0

65分 0 吉田　岳晴 13 MF MF 8 桧山　悠也 0 61分

1 1 村岸　俊吾 14 MF MF 14 井上　怜 0

0 中村　成龍 16 MF FW 11 福元　友哉 1 2 1 1

43分 1 1 篠畑　純也 11 FW FW 12 有田　朱里 1 2 2

1 1 和田　育 15 FW FW 15 松尾　勇佑 1 1

中本　汐音 12 GK GK 17 田中　悠也

宮崎　空翔 7 DF DF 16 鷹啄　トラビス

6 0 岩丸　翼 8 MF MF 6 田谷　澪斗

岸田　悠希 9 MF MF 9 畑　大雅

13 0 高木　践 17 MF MF 13 佐藤　圭祐 0 8

11 0 福羅　光希 10 FW FW 10 郡司　篤也

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 濵田　豪 朝岡　隆蔵 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
67分 警 11 福元　友哉 繰返違反

2 2 4 シュート 6 4 2

3 3 6 GK 9 5 4

3 1 4 CK 1 1 0

4 6 10 直接FK 10 7 3

5 1 6 間接FK 0 0 0

5 1 6 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

1 0 1 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

9分 市立船橋 12 有田　朱里 8 中央-3 5 → 右-3 8 ↑ 中央-1 12 ２タッチ以上 右足Ｓ

41分 市立船橋 11 福元　友哉 7 左-2 スローイン 相手FP ↑ 相手FP こぼれ球 7 ↑ 中央-1 11

～ 右足Ｓ

48分 阪南大高 4 吉田　伸弘 ＰＫ 4 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 39:37 (4:37)、 後半 40:09 (5:09)、 試合所要時間 01:19:46

[備考]前後半クーリングブレイクあり



年 月 日 ( ) ）

47 】

） vs ）

0 ‐ 1
1 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 3 - 3

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

これまで順当に勝ち進んできた両チームの戦いとなった３回戦、立ち上がり、阪南大高は、自陣でスペースを与えずDFラ
インの細かいラインコントロールから市立船橋の攻撃を防ぎ、攻撃時は２トップを起点とし中盤が関わりたい。市立船橋は
ワイドに攻撃を仕掛け、FWへ配球し組織的に守る阪南大高の守備を崩したい。そんな中、９分MF⑭井上がDFラインまで
下がり、ビルドアップし逆サイドへ展開、縦のスペースへ走り出したFW⑫有田へロングフィードそのまま、１対１を仕掛けな
がら右足を距離のある難しい角度から振り抜き先制点を奪う。阪南大高も前向きにボールを奪い、速攻から市立船橋サイ
ドに配給し、中盤の早い関わりから攻撃をしていく。前半終了間際、セカンドボールを拾った阪南大高は左サイドへ展開す
る。左SB③小川が仕掛け左サイドペナルティーラインギリギリでファールを獲得するが、得点することが出来ない。後半、
前半同様に市立船橋は、FW⑪福元をターゲットとしこぼれ球を拾いサイド攻撃を仕掛けたい。阪南大高もDF④吉田を中心
とするラインコントロールからスペースを与えない。そんな中、４１分、阪南大高DFラインの背後に走り出した福元がDFを振
り切り、市立船橋が追加点を奪う。阪南大高もDFラインのルーズボールの処理ミスをFW⑩福羅が逃さずMF⑮和田へパ
ス、そのままペナルティーエリア内で仕掛けPK獲得し、吉田が落ち着いて決め１点差とする。残り１０分を切ったあたりから
阪南大高は何度か和田のペナルティーエリアへのドリブル侵入などからチャンスを作るが市立船橋の粘り強い守備に得点
することが出来ず、試合終了。決定力に勝った市立船橋がベスト８へと駒を進めた。

記載責任者 所属（ 大阪府・金蘭千里高等学校 氏名（ 段　　敦

みやぎ生協めぐみ野サッカー場A

マッチNo.【

阪南大高 高校（ 大阪② 市立船橋 高校（ 千葉②

1 2

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 3回戦

2017 7 31 月 11:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 準々決勝 【48】

日時 2017年08月02日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 ひとめぼれスタジアム宮城

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 大峡　諭 副審１ 若松　亮 副審２ 原尾　英祐 第４審判 中川　朋彦

運営責任者 水間　幹宗 記録担当 佐藤　浩志 天候 晴 一時 雨 気温 23.2℃ 湿度 79％

風 微風 観客数 700人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

流通経済大学付属柏高校
（千葉県①）

KICK OFF

2

0

2

前半

後半

0

1
1

長崎総合科学大学附属高校
（長崎県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 薄井　覇斗 17 GK GK 12 湊　大昂 0

0 近藤　立都 2 DF DF 4 岩本　蓮太 0

69分 2 2 4 加藤　蓮 3 DF DF 8 田中　純平 (Cap.) 0

1 1 関川　郁万 5 DF DF 13 武井　佑介 0

0 瀬戸山　俊 6 DF DF 16 嶋中　春児 0

70+5分 0 三本木　達哉 16 DF MF 6 小川　貴之 0

1 1 1 宮本　優太 (Cap.) 4 MF MF 7 荒木　駿太 1 1

0 宮本　泰晟 8 MF MF 9 中村　聖鷹 2 1 1

0 菊地　泰智 10 MF MF 15 別府　尊至 0

46分 3 3 後藤　大輝 9 FW FW 10 安藤　瑞季 1 1 1

56分 0 安城　和哉 11 FW FW 17 西原　先毅 1 1

鹿野　修平 1 GK GK 1 三谷　智樹

16 0 石川　貴登 12 DF DF 2 諸石　一砂

3 0 佐藤　蓮 13 DF DF 3 栁谷　拓実

時岡　寛拓 7 MF DF 5 大切　達矢

11 1 1 1 熊澤　和希 14 MF MF 11 田﨑　友佑哉

9 1 1 近藤　潤 15 MF FW 14 竹森　海

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 本田　裕一郎 小嶺　忠敏 時間 種別 番号 選手名 理由

53分 警 5 関川　郁万 ラフ
後半前半 チーム合計 前半後半

5 6 11 シュート 5 2 3

2 7 9 GK 5 3 2

1 2 3 CK 5 2 3

4 7 11 直接FK 10 3 7

1 2 3 間接FK 0 0 0

1 2 3 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

1 0 1 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

49分 長崎総科大附 10 安藤　瑞季 4 右-1 スローイン 4 ↑ 中央-1 10 ワンタッチプレー 左足Ｓ

58分 流通経済大柏 4 宮本　優太 中央-1 ＰＫ 4 右足Ｓ

64分 流通経済大柏 14 熊澤　和希 15 中央-4 ＧＫ 17 ↑ 中央-2 15 Ｈ ↑ 中央-1 14

２タッチ以上 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:11 (1:11)、 後半 39:28 (4:28)、 試合所要時間 01:15:39

[備考]



年 月 日 ( ) ）

48 】

） vs ）

0 ‐ 0
2 ‐ 1

‐
‐
PK

基本システム 1 - 4 - 4 - 2 1 - 5 - 1 - 3 - 1

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 準々決勝

2017 8 2 水 9:30 kick off 会場（ ひとめぼれスタジアム宮城

マッチNo.【

流通経済大柏 高校（ 千葉① 長崎総科附 高校（ 長崎

2 1

基本システム

２、３回戦ともに危なげなく勝ち進んできた流経大柏と接戦をものにして勝ち進んできた長崎総科との対戦。流経大柏は、
キープ力のあるＦＷ⑨後藤、ＦＷ⑪安城にボールを集めて起点を作り、２列目からＭＦ⑩菊地と今日は中盤で起用されたＤ
Ｆ③加藤が積極的な仕掛けからチャンスを作る。対する長崎総科は、相手の攻撃に対してマークを徹底し、球際の激しい
ディフェンスからボールを奪い、ＦＷ⑩安藤を起点にカウンター攻撃を仕掛ける。１１分、流経大柏は、相手から奪ったボー
ルを右サイドの加藤がアーリークロスを中央へ送ると、後藤がシュートを放つが相手ＧＫに阻まれて得点ならず。互いに体
を張ったディフェンスで攻撃の的を絞らせず、両チームともなかなか決定的なシーンを作ることができずに前半が終了す
る。後半に入ると流経大柏は、後藤に代えてＭＦ⑮近藤をＦＷで起用、積極的な仕掛けからチャンスを作る。先制点は４９
分、長崎総科は右サイドからＤＦ④岩本がロングスロー、相手ＧＫの指先を越えたボールに安藤が合わせ、貴重な１点を
手にする。追いかける流経大柏はＭＦ⑭熊澤を投入し、攻勢を強める。５８分、流経大柏は、左サイドからのロングボール
を右サイドの加藤が巧みなコントロールから仕掛けるとペナルティーエリア内で倒されてＰＫを獲得する。これをキャプテン
のＭＦ④宮本が右足で決めて同点とする。勢いに乗る流経大柏６６分、途中出場の近藤からのパスを受けた熊澤が振り向
きざまに打った強烈なシュートがゴールに吸い込まれ、勝ち越しゴールを奪う。終盤のパワープレーにも冷静に対処した流
経大柏が準決勝へと駒を進めた。長崎総科の力強さに対し、交代選手の活躍で勝利した流経大柏の見事なベンチワーク
が見られた一戦であった。

記載責任者 所属（ 富山県・龍谷富山高等学校 氏名（ 濱辺　哲



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 準々決勝 【49】

日時 2017年08月02日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Bグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 小川　伸太郎 主審 松本　瑛右 副審１ 小野　裕太 副審２ 関口　雄飛 第４審判 平賀　玄太

運営責任者 内海　公仁彦 記録担当 高橋　辰郎 天候 曇 気温 23.9℃ 湿度 76％

風 微風 観客数 1,000人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

京都橘高校
（京都府）

KICK OFF

1

0

1

2

前半

後半

PK戦

0

1

4

1
前橋育英高校

（群馬県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 清水　椋太 12 GK GK 12 湯沢　拓也 0

0 松下　廉 3 DF DF 2 後藤田　亘輝 0

0 古川　隆輝 4 DF DF 3 角田　涼太朗 0

0 山中　啓生 5 DF DF 5 松田　陸 0

0 河合　航希 (Cap.) 7 DF DF 15 渡邊　泰基 2 2

0 篠永　雄大 6 MF MF 7 塩澤　隼人 0

0 梅津　凌岳 10 MF MF 8 五十嵐　理人 1 1 47分

70+1分 1 1 山田　剛綺 13 MF MF 9 田部井　悠 1 1

0 土井　翔太 14 MF MF 14 田部井　涼 (Cap.) 1 1

3 3 1 輪木　豪太 11 FW FW 4 榎本　樹 1 1 1

1 1 関野　竜平 17 FW FW 17 高橋　尚紀 0 65分

髙木　上総介 1 GK GK 1 松本　瞬

大塚　陸 2 DF DF 6 山崎　舜介

相馬　唯人 8 MF DF 16 若月　輝

内田　健太 15 MF FW 10 飯島　陸

13 0 吉田　宗太郎 16 MF FW 11 室井　彗佑 0 17

植村　亮雅 9 FW FW 13 宮崎　鴻 1 1 8

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 米澤　一成 山田　耕介 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
44分 警 8 五十嵐　理人 ラフ

5 0 5 シュート 7 3 4

5 4 9 GK 6 3 3

0 3 3 CK 8 3 5

7 4 11 直接FK 5 2 3

0 0 0 間接FK 3 2 1

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 2 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

39分 京都橘 11 輪木　豪太 17 左-1 7 ～ 中央-1 → 17 ↑ 11 ＨＳ

55分 前橋育英 4 榎本　樹 15 左-1 15 スローイン ↑ 中央-1 4 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

前橋育英 先 14 ○ 15 ○ 7 ○ 3 × 5 ○

京都橘 7 ○ 14 × 11 ○ 10 ×

[試合時間] 前半 35:14 (0:14)、 後半 36:01 (1:01)、 試合所要時間 01:11:15

[備考]



年 月 日 ( ) ）

49 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 1

‐
‐

2 PK 4

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2
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【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

ベスト4を懸けた試合は、関西勢として唯一勝ち残っている京都橘と3回戦で優勝候補の一角とされていた青森山田を破っ
た前橋育英との一戦となった。両チーム共に1-4-4-2のシステムで試合に入る。序盤から、お互いにショート、ミドルパスを
主体としたポゼッションサッカーを展開し、前線とタイミングが合えば相手のDFラインの背後を狙うロングパスを入れたり
と、正確な判断と状況に合わせたプレーを繰り広げる。守備において前橋育英は、3ラインをコンパクトに保ちながら、組織
的に連続してボールを奪いに行き、奪った後は左サイドを起点に鋭い攻撃を仕掛けていく。対する京都橘も素早い攻守の
切り替えと、的確なチャレンジ＆カバーでピンチを防ぎ、奪った後は前線の2枚のFWと両サイドハーフが積極的に攻撃を仕
掛ける。20分あたりから前橋育英がボールを保持する時間が徐々に長くなり、リズムを掴み出すが、得点を奪うまでには
至らない。その後も拮抗した展開が続き、スコアレスで前半が終了した。後半開始早々前橋育英が正確なポゼッションと素
早い仕掛けから連続して京都橘ゴールに襲い掛かるがゴールを割ることができない。このピンチを凌いだ京都橘は、左サ
イドを突破したFW⑰関野から上げられた精度の高いクロスボールをFW⑪輪木がヘディングシュートを叩き込み待望の先
制点を挙げる。1点を追いかける前橋育英は途中出場のFW⑬宮崎をターゲットにしてボールを集め、京都橘ゴールに迫
る。そして、後半中盤に左サイドからDF⑮渡邊が入れたロングスローをDF④古川がヘディングシュートを決め、前橋育英
が同点に追いつく。その後も、前橋育英がアタッキングサードでボールを保持する時間が続くが、追加点がなかなか奪えな
い。対する京都橘は我慢の時間が続くが、時折カウンターからチャンスを作り出し前橋育英ゴールを脅かす。しかし両チー
ムとも2点目が奪えず、PK戦に突入した。前橋育英は4人目が外したが、京都橘は2、4人目が外し最終的に4-2で激闘を制
した前橋育英がベスト4進出を決めた。最後まで、お互いに持ち味を発揮した素晴らしい試合となった。

記載責任者 所属（ 宮城県　聖ウルスラ学院英智高等学校 氏名（ 安住　建志

みやぎ生協めぐみ野サッカー場B

マッチNo.【

京都橘 高校（ 京都 前橋育英 高校（ 群馬

1 1

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 準々決勝

2017 8 2 水 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 準々決勝 【50】

日時 2017年08月02日 11:37 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Bグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 松本　康之 副審１ 矢野　浩平 副審２ 益子　怜 第４審判 平　大貴

運営責任者 内海　公仁彦 記録担当 新田　宗弘 天候 曇 気温 27.7℃ 湿度 49％

風 弱 観客数 450人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

日本大学藤沢高校
（神奈川県②）

2

1

1

前半

後半

1

0
1

旭川実業高校
（北海道②）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 竹内　暢希 1 GK GK 17 中塚　勝俊 0

1 1 櫻井　風我 2 DF DF 2 高橋　大翔 0

0 竹繁　颯音 3 DF DF 3 江嶋　直樹 0 70+1分

1 1 安松　元気 (Cap.) 4 DF DF 5 藤本　詠稀 0

2 2 中村　翔輝 5 DF DF 7 櫛部　悠路 (Cap.) 0

70+1分 1 1 1 梶山　かえで 6 MF MF 6 河合　悠人 0 64分

0 小屋原　尚希 7 MF MF 8 中里　颯汰 0

69分 1 1 植村　洋斗 8 MF MF 13 中田　怜冶 1 3 3

2 2 柏木　純 9 FW MF 14 山内　陸 0 52分

49分 1 1 比留間　輝 10 FW FW 9 圓道　将良 1 1

58分 1 1 1 桐　蒼太 11 FW FW 10 西村　歩夢 0 46分

丸山　洋平 12 GK GK 1 筒井　一希

栫　俊輔 13 DF DF 4 西川　知広

6 0 菊地　大智 14 MF MF 11 佐々木　悠真 0 14

8 0 岩崎　颯太 15 MF MF 15 澤田　卓磨 1 1 6

11 0 ギブソン　マーロン 16 FW MF 16 飯野　敬太 0 3

10 3 3 三田野　慧 17 FW FW 12 金野　修那 1 1 10

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 佐藤　輝勝 富居　徹雄 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
35+2分 警 10 西村　歩夢 ラフ

7 6 13 シュート 6 3 3

2 3 5 GK 5 3 2

3 4 7 CK 2 1 1

4 3 7 直接FK 12 6 6

0 0 0 間接FK 4 2 2

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 2 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

11分 旭川実業 13 中田　怜冶 9 中央-2 8 → 9 ～ 中央-1 → 13 ワンタッチプレー 右足Ｓ

30分 日大藤沢 11 桐　蒼太 5 中央-1 9 → 左-1 5 ～ 中央-1 ↑ 11 ＨＳ

70分 日大藤沢 6 梶山　かえで 7 右CK 5 ↑ 中央-1 7 Ｈ ↑ 6 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:32 (2:32)、 後半 38:17 (3:17)、 試合所要時間 01:15:49

[備考]



年 月 日 ( ) ）

50 】

） vs ）

1 ‐ 1
1 ‐ 0

‐
‐
PK

基本システム 1 - 4 - 2 - 3 - 1 1 - 4 - 4 - 2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム

ベスト４をかけた試合は日大藤沢は１－４－２－３－１、旭川実業は１－４－４－２のシステムでスタート。試合序盤は日大
藤沢はロングボールをシンプルにFWめがけて攻撃をしかける。守備はしっかりとブロックを作り組織的に守る。対する旭川
実業はMF⑥河合とMF⑧中里を起点にポゼッションし相手の隙をうかがいながら攻撃していく。序盤、旭川実業は相手DF
の一瞬の隙をつきボールを奪い、ショートカウンターでFW⑨圓藤のラストパスにMF⑬中田が落ち着いて決めた。その後は
日大藤沢がボールを保持する時間が続き、FW⑨柏木と両サイドを起点にチャンスを作るがゴールを奪うことが出来ない。
前半終盤、FW⑨柏木がキープし、左サイドFW⑩比留間に展開。そのクロスにFW⑪桐がヘディングで合わせ、狙っていた
形での得点で同点とした。旭川実業は守備の時間が長くなり、なかなか攻めることが出来ない中MF⑬中田とFW⑨圓藤の
カウンターでゴールを目指すがシュートまで行かない。後半立ち上がりはお互いに球際が厳しくなかなかボールが落ち着
かない展開が続く。徐々に旭川実業がボールを保持し始め相手DFの裏を果敢に狙うも得点までには至らない。日大藤沢
は後半中盤から立て続けにFW⑰三田野とFW⑯ギブソンを投入する。するとFW⑰三田野をめがけてシンプルにロングボー
ルの回数が増え、多くのチャンスを作るがゴールを奪うことが出来ない。後半終盤も三田野とギブソンを起点にゴールを奪
いに行く。するとCKに河合が合わせ逆転する。旭川実業も最後まで諦めず攻めるもそのまま終了した。日大藤沢の２枚の
交代が流れを変えた印象であった。

記載責任者 所属（ 宮城県・仙台城南高等学校 氏名（ 大和　史弥

みやぎ生協めぐみ野サッカー場B

マッチNo.【

日大藤沢 高校（ 神奈川② 旭川実業 高校（ 北海道②

2 1

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 準々決勝

2017 8 2 水 11:37 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 準々決勝 【51】

日時 2017年08月02日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 ひとめぼれスタジアム宮城

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 抱山　公彦 主審 角田　裕之 副審１ 村田　裕紀 副審２ 相馬　寿哉 第４審判 橋本　真光

運営責任者 水間　幹宗 記録担当 高橋　健司 天候 晴 気温 27.9℃ 湿度 44％

風 弱 観客数 1,000人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

関東第一高校
（東京都①）

KICK OFF

1

0

1

前半

後半

0

2
2

船橋市立船橋高校
（千葉県②）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 北村　海チデイ 1 GK GK 1 長谷川　凌 0

0 山脇　樺織 2 DF DF 3 橋本　柊哉 0

0 関口　聖人 3 DF DF 5 余合　壮太 0

0 小野　凌弥 (Cap.) 4 DF DF 7 杉山　弾斗 (Cap.) 2 1 1

1 1 嶋林　昂生 6 DF MF 4 平川　孟人 0 70+3分

2 2 小関　陽星 7 MF MF 8 桧山　悠也 1 1

1 1 村井　柊斗 9 MF MF 9 畑　大雅 0 ＨＴ

0 宮林　庸太 13 MF MF 14 井上　怜 0

47分 1 1 1 佐藤　誠也 14 MF FW 11 福元　友哉 2 5 2 3

0 重田　快 15 FW FW 12 有田　朱里 1 1

59分 1 1 小久保　佳吾 16 FW FW 15 松尾　勇佑 0

玉木　歩 17 GK GK 17 田中　悠也

加藤　陽介 12 DF DF 2 吉田　歩未

長谷部　竣 5 MF DF 16 鷹啄　トラビス

篠崎　源太 8 MF MF 6 田谷　澪斗 0 4

14 0 篠原　友哉 10 FW MF 13 佐藤　圭祐

16 1 1 池田　健太 11 FW FW 10 郡司　篤也 0 9

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 小野　貴裕 朝岡　隆蔵 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
49分 警 15 松尾　勇佑 ラフ

52分 警 11 福元　友哉 ラフ

5 2 7 シュート 9 4 5

5 4 9 GK 8 4 4

1 2 3 CK 4 2 2

6 7 13 直接FK 11 4 7

1 2 3 間接FK 0 0 0

1 2 3 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

39分 市立船橋 11 福元　友哉 7 中央-2 14 → 左-1 7 → 中央-1 11 ワンタッチプレー 右足Ｓ

40分 市立船橋 11 福元　友哉 15 中央-3 7 ↑ 左-1 15 → 中央-1 11 ワンタッチプレー 右足Ｓ

44分 関東第一 14 佐藤　誠也 15 左-2 相手FP → 中央-1 インターセプト 16 → 15 ～ →

14 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 35:12 (0:12)、 後半 38:52 (3:52)、 試合所要時間 01:14:04

[備考]



年 月 日 ( ) ）

51 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 4 - 1 - 4 - 1 1 - 4 - 3 - 3

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

共に３回戦を１点差で勝利した関東勢同士の対戦となった。立ち上がり、市立船橋はFW⑪福元が競り勝ったボールを拾っ
てチャンスを作ろうとするが、これに対し関東第一は粘り強く対応し、得点を与えない。次第に市立船橋が主導権を握り始
める。MF登録ながら右SBとして起用された⑨畑、左SBとして起用されたDF⑦杉山が高い位置を取り、サイドでボールを受
ける局面を多く作り、シュートチャンスを作る。関東第一はDFラインを高く設定して対応し、カウンターからチャンスを狙う。
市立船橋の攻撃に粘り強く対応した関東第一はFW⑯小久保にボールがボールを収められるようになり、市立船橋陣内で
ボールを保持する回数が増えた。終盤は一進一退の攻防が続き、前半は０－０で終了した。市立船橋は後半からFW⑩郡
司を投入し、攻撃の活性化を図る。３９分、ペナルティーエリア内での杉山の突破からグラウンダーのクロスに福元が合わ
せ、市立船橋が先制した。直後の４０分、またしても福元が左からのグラウンダーのクロスに合わせ、市立船橋がリードを
広げる。４４分、関東第一は市立船橋陣内でボールを奪い、最後はMF⑭佐藤がゴールし、１点を返した。さらに攻撃の勢
いを増したい関東第一は、３回戦で決勝点を挙げたFW⑩篠原、さらにFW⑪池田を投入する。その直後、池田がペナル
ティーエリア内で決定機を迎えるが、市立船橋GK①長谷川に阻まれてしまう。その後も関東第一は猛攻を仕掛けるが、市
立船橋の堅い守りを崩すことができず、試合終了となった。

記載責任者 所属（ 宮城県・東北生活文化大学高等学校 氏名（ 川村　聡

ひとめぼれスタジアム宮城

マッチNo.【

関東第一 高校（ 東京① 市立船橋 高校（ 千葉②

1 2

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 準々決勝

2017 8 2 水 11:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 準決勝 【52】

日時 2017年08月03日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 ひとめぼれスタジアム宮城

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 若松　亮 副審１ 角田　裕之 副審２ 村田　裕紀 第４審判 松本　康之

運営責任者 水間　幹宗 記録担当 千葉　健太郎 天候 曇 気温 24.2℃ 湿度 67％

風 弱 観客数 800人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

流通経済大学付属柏高校
（千葉県①）

1

1

0

前半

後半

0

0
0

前橋育英高校
（群馬県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 薄井　覇斗 17 GK GK 12 湯沢　拓也 0

0 近藤　立都 2 DF DF 2 後藤田　亘輝 0

0 加藤　蓮 3 DF DF 3 角田　涼太朗 0

1 1 1 関川　郁万 5 DF DF 5 松田　陸 0

0 瀬戸山　俊 6 DF DF 15 渡邊　泰基 0

1 1 三本木　達哉 16 DF MF 7 塩澤　隼人 2 1 1 57分

0 宮本　優太 (Cap.) 4 MF MF 8 五十嵐　理人 0 39分

62分 1 1 時岡　寛拓 7 MF MF 9 田部井　悠 1 1

0 宮本　泰晟 8 MF MF 14 田部井　涼 (Cap.) 0

70+3分 0 菊地　泰智 10 MF FW 4 榎本　樹 0

ＨＴ 2 2 後藤　大輝 9 FW FW 17 高橋　尚紀 2 2 65分

鹿野　修平 1 GK GK 1 松本　瞬

10 0 石川　貴登 12 DF DF 6 山崎　舜介

佐藤　蓮 13 DF DF 16 若月　輝

7 0 熊澤　和希 14 MF FW 10 飯島　陸 0 7

9 69分 2 2 近藤　潤 15 MF FW 11 室井　彗佑 0 17

15 0 安城　和哉 11 FW FW 13 宮崎　鴻 1 1 8

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 本田　裕一郎 山田　耕介 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
40分 警 2 後藤田　亘輝 反ｽﾎﾟｰﾂ

4 3 7 シュート 6 2 4

2 3 5 GK 5 0 5

0 2 2 CK 5 3 2

11 5 16 直接FK 13 7 6

0 1 1 間接FK 3 2 1

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 3 2 1

0 0 0 PK 1 0 1

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

20分 流通経済大柏 5 関川　郁万 2 左CK 2 ↑ 中央-1 5 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:22 (1:22)、 後半 39:26 (4:26)、 試合所要時間 01:15:48

[備考]



年 月 日 ( ) ）

52 】

） vs ）

1 ‐ 0
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

関東勢同士の戦いとなった準決勝。長崎総科大附属に逆転勝ちを収めて準決勝へと駒を進めた流通経済大柏とＰＫ戦の
末に京都橘を退けて勝ち進んだ前橋育英が対戦した。両チームともに守備の意識が高く、球際の激しい攻防のなかで試
合が進む。流経大柏は、ＦＷ⑨後藤にボールを集め、攻撃の起点を作る。守備では前橋育英のＦＷ⑰高橋に対してボラン
チとして起用されたＤＦ⑯三本木がマンマークで対応、球際の激しい守備で前橋育英の攻撃の芽を摘む。対する前橋育英
は、左サイドのＭＦ⑧五十嵐を起点にＤＦ⑮渡邊のオーバーラップやＦＷ④榎本とのコンビネーションから流経大柏ゴール
に迫る。流経大柏は20分、ＣＫのチャンスを得ると、ＤＦ②近藤の左足クロスにＤＦ⑤関川がヘディングで合わせ、貴重な先
制点を挙げる。追いかける前橋育英は、持ち味であるテンポの良いパスワークを活かしてサイドを崩しにかかるが、流経
大柏の粘り強い守備を前になかなかチャンスを作ることができない。後半に入ると、流経大柏は後藤に代えてキープ力の
あるＭＦ⑮近藤をワントップに投入、対する前橋育英もＦＷ⑬宮崎を投入して前線の活性化を図る。前橋育英は５６分、ＰＫ
を獲得するが流経大柏のＧＫ⑰薄井に阻まれ、絶好のチャンスを逃す。何とか追いつきたい前橋育英は、ＦＷ⑩飯島、ＦＷ
⑪室井と攻撃的な選手を次々に投入、攻勢を強める。終盤、ＣＫやＦＫ、ロングスローにパワープレーと何度も流経大柏
ゴールに襲いかかった前橋育英だが、流経大柏の堅守を崩すことができない。最後の最後まで高い集中力を発揮した流
経大柏が１点を守りきって決勝へと駒を進めた。流経大柏の高い守備意識が前橋育英の攻撃力を封じ込めた、素晴らしい
一戦であった。

記載責任者 所属（ 富山県・龍谷富山高校 氏名（ 濱辺　哲

ひとめぼれスタジアム宮城

マッチNo.【

流通経済大柏 高校（ 千葉① 前橋育英 高校（ 群馬

1 0

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 準決勝

2017 8 3 木 12:00 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 準決勝 【53】

日時 2017年08月03日 12:00 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Aグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 小野　裕太 副審１ 松本　瑛右 副審２ 原尾　英祐 第４審判 矢野　浩平

運営責任者 木口　聖 記録担当 武川　忠司 天候 曇 気温 23.1℃ 湿度 76％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

日本大学藤沢高校
（神奈川県②）

1

0

1

5

前半

後半

PK戦

0

1

3

1
船橋市立船橋高校

（千葉県②）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 竹内　暢希 1 GK GK 1 長谷川　凌 0

0 櫻井　風我 2 DF DF 3 橋本　柊哉 0

0 竹繁　颯音 3 DF DF 5 余合　壮太 0

1 1 安松　元気 (Cap.) 4 DF DF 7 杉山　弾斗 (Cap.) 0

0 中村　翔輝 5 DF MF 6 田谷　澪斗 0

1 1 梶山　かえで 6 MF MF 8 桧山　悠也 0

0 小屋原　尚希 7 MF MF 9 畑　大雅 0

69分 0 植村　洋斗 8 MF MF 13 佐藤　圭祐 1 1 ＨＴ

55分 1 1 柏木　純 9 FW MF 14 井上　怜 1 1

65分 0 比留間　輝 10 FW FW 12 有田　朱里 0

58分 0 桐　蒼太 11 FW FW 15 松尾　勇佑 2 2

丸山　洋平 12 GK GK 17 田中　悠也

栫　俊輔 13 DF DF 2 吉田　歩未

8 1 1 1 菊地　大智 14 MF DF 16 鷹啄　トラビス

10 0 岩崎　颯太 15 MF MF 4 平川　孟人

11 0 ギブソン　マーロン 16 FW FW 10 郡司　篤也 1 3 3 13

9 0 三田野　慧 17 FW

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 佐藤　輝勝 朝岡　隆蔵 時間 種別 番号 選手名 理由

60分 警 5 中村　翔輝 反ｽﾎﾟｰﾂ
後半前半 チーム合計 前半後半

70+2分 警 17 三田野　慧 ラフ

3 1 4 シュート 7 4 3

5 9 14 GK 4 1 3

0 0 0 CK 1 0 1

2 3 5 直接FK 9 2 7

0 1 1 間接FK 1 0 1

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

58分 市立船橋 10 郡司　篤也 15 左CK 8 ↑ 中央-1 相手FP クリア 15 → 10 ２タッチ以上

右足Ｓ

70+3分 日大藤沢 14 菊地　大智 中央-3 直接ＦＫ 1 ↑ 中央-1 相手FP Ｈ ↑ こぼれ球 14

ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

日大藤沢 先 7 ○ 5 ○ 15 ○ 16 ○ 14 ○

市立船橋 8 ○ 14 ○ 7 ○ 12 ×

[試合時間] 前半 35:33 (0:33)、 後半 37:29 (2:29)、 試合所要時間 01:13:02

[備考]
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基本システム 基本システム

初の決勝戦進出を狙う日大藤沢と三年連続決勝戦に駒を進めたい市立船橋の一戦。立ち上がりから主導権を握ろうと中
盤で激しい球際の争いの展開。日大藤沢は、ミドルサードでボールを奪いＦＷ⑨柏木、ＦＷ⑩比留間、ＭＦ⑪桐にシンプル
にボールを預けゴールを狙う。一方、市立船橋は、ＭＦ⑭井上、ＭＦ⑧桧山が積極的にビルドアップに関わり幅を使ったサ
イド攻撃から打開を図る。市立船橋は２６分ＤＦ⑦杉山のクロスをＭＦ⑬佐藤が頭で合わせるもＧＫに阻まれ得点に至らな
い。市立船橋はボールを保持する時間は長いが決定的な場面をなかなか作れないまま前半終了となる。後半、市立船橋
は選手交代で攻撃の活性化を図り、５８分に得たＣＫの混戦を途中交代の郡司が豪快にシュートし先制。日大藤沢もＦＷ
⑰三田野、ＦＷ⑯ギブソンの攻撃的な選手を投入するもゴールが遠く１点をリードする市立船橋がゲームをコントロールし
たまま時間が進む。試合終了と思われた後半アディショナルタイムに日大藤沢のＦＫからのこぼれ球をＭＦ⑭菊地がミドル
シュートで同点となり、ＰＫ方式により５－３で日大藤沢が最後まで諦めない戦いで決勝に駒を進めた。両チーム共にゲー
ムの流れを判断し、共有することが出来る好ゲームであった。

記載責任者 所属（ 宮城県工業高等学校 氏名（ 宍戸　清一

みやぎ生協めぐみ野サッカー場Ａ

マッチNo.【

日大藤沢 高校（ 神奈川② 市立船橋 高校（ 千葉②

1 1

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 準決勝

2017 8 3 木 12:00 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 男子 決勝戦 【54】

日時 2017年08月04日 13:30 試合形式 70分 延長20分 PK戦 会場 ユアテックスタジアム仙台

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 松本　匡央 主審 矢野　浩平 副審１ 松本　康之 副審２ 村田　裕紀 第４審判 小野　裕太

運営責任者 水間　幹宗 記録担当 千葉　貢 天候 曇 気温 24.0℃ 湿度 74％

風 微風 観客数 6,000人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

流通経済大学付属柏高校
（千葉県①）

1

0

1

前半

後半

0

0
0

日本大学藤沢高校
（神奈川県②）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 薄井　覇斗 17 GK GK 1 竹内　暢希 0

0 近藤　立都 2 DF DF 2 櫻井　風我 0

ＨＴ 0 加藤　蓮 3 DF DF 3 竹繁　颯音 0

0 関川　郁万 5 DF DF 4 安松　元気 (Cap.) 1 1

0 瀬戸山　俊 6 DF DF 5 中村　翔輝 0

1 1 石川　貴登 12 DF MF 6 梶山　かえで 0

54分 0 三本木　達哉 16 DF MF 7 小屋原　尚希 0

0 宮本　優太 (Cap.) 4 MF MF 8 植村　洋斗 1 1 69分

3 3 宮本　泰晟 8 MF FW 9 柏木　純 0

0 菊地　泰智 10 MF FW 10 比留間　輝 0 64分

30分 1 1 後藤　大輝 9 FW FW 11 桐　蒼太 0 59分

鹿野　修平 1 GK GK 12 丸山　洋平

佐藤　蓮 13 DF DF 13 栫　俊輔

16 1 1 時岡　寛拓 7 MF MF 14 菊地　大智 0 8

3 70+1分 3 3 1 熊澤　和希 14 MF MF 15 岩崎　颯太

9 0 近藤　潤 15 MF FW 16 ギブソン　マーロン 0 11

14 0 安城　和哉 11 FW FW 17 三田野　慧 0 10

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 本田　裕一郎 佐藤　輝勝 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

4 5 9 シュート 2 2 0

1 1 2 GK 12 8 4

7 0 7 CK 2 1 1

7 8 15 直接FK 12 7 5

1 0 1 間接FK 1 1 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

66分 流通経済大柏 14 熊澤　和希 12 右-1 スローイン 12 ↑ 中央-1 14 ２タッチ以上 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:15 (1:15)、 後半 38:18 (3:18)、 試合所要時間 01:14:33

[備考]



年 月 日 ( ) ）
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） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 5 - 1

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

前回大会決勝で悔し涙を流した流通経済大柏と前日の準決勝で昨年優勝の市立船橋を撃破し、初優勝を狙う日大藤沢
の一戦は、『はばたけ世界へ南東北総体２０１７』のファイナルに相応しい天候、ピッチコンディション共に最高の状態でス
タートした。立ち上がりから両チームは、攻守のチームコンセプトをアグレッシブにトライすることを試み、ゲームの流れをコ
ントロールし、タフで闘うメンタリティを持って、結果と内容にこだわる展開。流通経済大柏は、ＦＷ⑨後藤、ＭＦ⑩菊地が攻
撃の起点となり、ＤＦ③加藤、ＭＦ⑧宮本泰の積極的な関わりからサイド攻撃でチャンスを作る。守備では、ＤＦ⑤関川の高
さを生かし相手ロングボールをはね返す。一方、日大藤沢は、ブロックを形成し組織的な粘り強い守備からボールを奪いＦ
Ｗ⑨柏木にボールを集め手数をかけない攻撃でゴールを狙う。前半、２６分日大藤沢は、ＦＷ⑪桐が右サイドをドリブルで
仕掛け、カットインからの左足シュートも流通経済大柏の体を張った守備で得点に至らない。流通経済大柏は、３０分に後
藤に代えＭＦ⑮近藤を入れ流れを変えたいが決定的な場面が作れず前半終了。後半開始から、流通経済大柏は、加藤に
代えＭＦ⑭熊澤を起用し攻撃の糸口を探る。４４分熊澤がバイタルエリアでパスを受けシュートを放つもゴール正面。連続
でＣＫを得るも日大藤沢の守備に阻まれる。対する日大藤沢も攻撃的な長身のＦＷ⑯ギブソン、ＦＷ⑰三田野を入れ勝負
にでる。流通経済大柏は６９分右サイドＤＦ⑫石川のロングスローを熊澤が胸でトラップし右足で豪快に振り抜き先制。そ
の１点を守り切り９年ぶりの夏の王者となった。先手の選手交代で流れを引き込んだベンチワークが勝利を導いた。両チー
ム共に判断を共有し、仕掛けてボールを奪い・仕掛けてゴールを狙う意図が見られた好ゲームであった。

記載責任者 所属（ 宮城県工業高等学校 氏名（ 宍戸　清一

ユアテックスタジアム仙台

マッチNo.【

流通経済大柏 高校（ 千葉① 日大藤沢 高校（ 神奈川②

1 0

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 決勝

2017 8 4 金 13:30 kick off 会場（



【大会優秀選手】
№ Pos 氏名（漢字） 氏名（カタカナ） 学校名 学年
1 GK 米澤　萌香 ヨネザワ　モエカ 日ノ本学園 3
2 GK 木稲　瑠那 コノミ　ルナ 藤枝順心 2
3 DF 大村　琴美 オオムラ　コトミ 藤枝順心 3
4 DF 蓮輪　真琴 ハスワ　マコト 岡山県作陽 3
5 DF 長江　伊吹 ナガエ　イブキ 藤枝順心 1
6 MF 千葉　玲海菜 チバ　レミナ 藤枝順心 3
7 MF 牛島　理子 ウシジマ　リコ 日ノ本学園 3
8 MF 伊藤　美玖 イトウ　ミク 日ノ本学園 3
9 MF 澁川　鈴菜 シブカワ　スズナ 日ノ本学園 2
10 MF 山崎　涼帆 ヤマザキ　スズホ 岡山県作陽 3
11 MF 滝川　結女 タキカワ　ユメ 常盤木学園 3
12 FW 宮本　華乃 ミヤモト　カノ 日ノ本学園 3
13 FW 今田　紗良 イマダ　サラ 藤枝順心 3
14 FW 江刺　亜摘 エサシ　アヅミ 藤枝順心 3
15 FW 宮澤　ひなた ミヤザワ　ヒナタ 星槎国際 3
16 FW 加藤　もも カトウ　モモ 星槎国際 2
17 FW 武田　菜々子 タケダ　ナナコ 明成 3

以上　17名　

（公財）全国高等学校体育連盟サッカー専門部　技術委員会選出

平成29年度　全国高等学校総合体育大会　サッカー競技　女子

成績および優秀選手

【成績】 優　勝　日ノ本学園高等学校（近畿①/兵庫）
準優勝　藤枝順心高等学校（東海①/静岡）
第三位　星槎国際高等学校湘南（関東①/神奈川）
第三位　岡山県作陽高等学校（中国/岡山）
フェアプレー賞　日ノ本学園高等学校（近畿①/兵庫）　
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公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 １回戦 【1】

日時 2017年07月31日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島運動公園 多目的運動広場（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 石崎　一樹 主審 緒方　実央 副審１ 山本　真緒 副審２ 藤田　ひなの 第４審判 五十嵐　あゆ子

運営責任者 阿部　朝光 記録担当 横山　大地 天候 曇 のち 晴 気温 28.6℃ 湿度 58％

風 微風 観客数 100人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 乾燥

藤枝順心高校
（静岡県）

4

2

2

前半

後半

0

0
0

北海道大谷室蘭高校
（北海道）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 木稲　瑠那 12 GK GK 17 浦崎　瑚乃美 0

1 1 大村　琴美 3 DF DF 2 村元　幸姫 0 10分

ＨＴ 0 安部　由紀夏 4 DF DF 4 金子　愛佳 0

0 齋藤　久瑠美 5 DF DF 5 石川　みか子 0

0 長江　伊吹 14 DF DF 14 目黒　優香 0

3 2 5 2 並木　千夏 8 MF MF 6 西村　笑理菜 0 51分

1 1 千葉　玲海菜 (Cap.) 10 MF MF 7 由井　凜 0 62分

55分 1 1 野嶋　彩未 15 MF MF 8 垣野　令佳 0

51分 2 2 江刺　亜摘 9 FW MF 12 大沼　寿々歩 0 69分

45分 2 2 4 今田　紗良 11 FW FW 10 髙橋　明里 (Cap.) 0

1 1 2 2 小原　蘭菜 17 FW FW 11 竹内　千璃 1 1

伊藤　三紗 1 GK GK 1 高橋　まるみ

4 0 原田　結奈 2 DF DF 3 米田　萌花

田中　愛梨 6 DF DF 15 業天　瑠華 0 2

11 3 3 青木　なつみ 13 DF MF 13 大石　歩果 0 7

9 1 1 上田　桃 7 MF MF 16 中山　寧々 0 12

15 1 1 金子　麻優 16 FW FW 9 鈴木　銘 0 6

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 多々良　和之 渡邉　純一 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
27分 警 10 髙橋　明里 遅延行為

14 7 21 シュート 1 1 0

0 2 2 GK 15 6 9

2 7 9 CK 0 0 0

3 3 6 直接FK 4 3 1

0 0 0 間接FK 1 0 1

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

4分 藤枝順心 8 並木　千夏 中央-2 直接ＦＫ 10 ↑ 中央-1 相手GK こぼれ球 8 ワンタッチプレー 左足Ｓ

6分 藤枝順心 17 小原　蘭菜 11 左-3 14 → 左-2 11 ↑ 中央-1 17 ２タッチ以上 右足Ｓ

38分 藤枝順心 8 並木　千夏 右CK 15 ↑ 中央-1 10 ＨＳ 相手GK こぼれ球 8 ワンタッチプレー

右足Ｓ

67分 藤枝順心 17 小原　蘭菜 10 中央-2 相手FP こぼれ球 10 → 17 ～ 中央-1 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 38:31 (3:31)、 後半 38:45 (3:45)、 試合所要時間 01:17:16

[備考]



年 月 日 ( ) ）

1 】

） vs ）

2 ‐ 0
2 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 3 - 3 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

1回戦全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017）

会場（ 松島運動公園多目的運動公園（人工芝）

マッチNo.【

藤枝順心 高校（ 東海① 北海道大谷室蘭 高校（ 北海道

2017 7 31 月 9:30 kick off

4 0

基本システム 基本システム

藤枝順心は立ち上がりからボールをしっかりと動かし、FW⑪今田のサイドを基点とし、攻撃をしかける。一方の北海道大
谷室蘭はFW⑩高橋、⑪竹内にボールを集め、DFの背後をシンプルに攻める。藤枝順心は4分、ゴール前のフリーキックか
らMF⑩千葉がGK前に蹴ったボールをMF⑧並木が押し込み先制する。6分には、攻撃の基点となっていたFW⑪今田から
サイドチェンジされたボールをFW⑰小原がドリブルからシュートを決める。相手を良く観て、長短のパスを織り交ぜ、、ピッ
チを大きく使って攻撃をする藤枝順心に対して、北海道大谷室蘭は揺さぶりに対応できず、ボールへのアプローチが遅れ
てしまい、ラインが下がってしまうため、藤枝順心が簡単にパスを通してしまう。カウンターからFW⑪竹内がチャンスを作る
が、サポートが少なく攻撃も単発になってしまう。藤枝順心CB③大村、⑭長江のバランスが非常に良く、ビルドアップの準
備が早く、相手を引き出し、空いたスペースへの正確なパスを配球できる。今後の試合が非常に楽しみである。MF⑩千葉
は状況に応じたポジションを取り、攻守のバランスを良く観ている。ロングパスの精度も高い。北海道大谷室蘭は最後まで
粘り強く守備をし、1点を取りにいくが、なかなか藤枝順心サイドにボールがいかず、後半も追加点を奪われた。藤枝順心
は2連覇へ向けて良いスタートが切れた試合運びであった。

記載責任者 所属（ 東京都：成立学園高等学校 氏名（ 中野　進治



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 １回戦 【2】

日時 2017年07月31日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島フットボールセンター ピッチ1（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田中　良和 主審 小田　千絵美 副審１ 善福　梨央 副審２ 篠原　みなみ 第４審判 後藤　小百合

運営責任者 岡元　昭典 記録担当 加藤　聡 天候 曇 のち 晴 気温 32.0℃ 湿度 54％

風 微風 観客数 200人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 乾燥

明成高校
（宮城県）

2

1

1

前半

後半

0

1
1

四国学院大学香川西高校
（香川県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 工藤　与夢 12 GK GK 1 渡邉　真衣 0

0 石川　晏好 2 DF DF 3 猿澤　桃佳 1 1

70分 0 石田　紗彩 3 DF DF 4 久米　佑妃 0

0 豊後　彩香 (Cap.) 4 DF DF 2 三宅　唯愛 0

1 1 引地　優奈 6 DF DF 5 小谷　芹奈 1 1

0 金子　紗季 5 MF DF 8 丸井　美奈 (Cap.) 0

1 1 2 小林　亜未 7 MF MF 7 松本　梨桜 1 1

70+3分 1 1 中村　瑠花 9 MF MF 9 中村　裕依 0

ＨＴ 0 佐藤　梓 13 MF MF 10 毛利　華美 0

3 1 4 2 武田　菜々子 10 FW FW 6 石川　結 1 1 1 60分

ＨＴ 0 宍戸　七海 17 FW FW 11 豊田　絢菜 2 1 1

松川　瑠香 1 GK GK 17 小川　暖果

3 0 中川　爽 14 DF DF 14 阿部　千紘

9 0 本間　萌華 15 DF MF 12 久山　玲奈 0 6

13 0 最上　光 8 MF MF 13 野上　紗希

井上　舞 16 MF MF 15 松竹　恭香

17 2 2 一之瀬　緒 11 FW FW 16 堀内　愛実

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 落合　恵 菊地　亜紗子 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

7 3 10 シュート 6 2 4

4 6 10 GK 6 3 3

1 0 1 CK 4 1 3

2 0 2 直接FK 3 1 2

4 5 9 間接FK 0 0 0

4 5 9 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

26分 明成 10 武田　菜々子 4 中央-3 13 → 4 ↑ 中央-2 10 ～ 中央-1 ～

右足Ｓ

39分 明成 10 武田　菜々子 6 中央-1 相手FP こぼれ球 右-1 6 ↑ 中央-1 10 ワンタッチプレー 右足Ｓ

43分 四学香川西 6 石川　結 左-1 10 ↑ 中央-1 9 ～ ↑ × こぼれ球 6

ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:25 (1:25)、 後半 37:30 (2:30)、 試合所要時間 01:13:55

[備考]飲水を前半、後半ともに実施



年 月 日 ( ) ）

2 】

） vs ）

1 ‐ 0
1 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 5 - 1

2
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【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017）

会場（ 松島フットボールセンター　ピッチ１

マッチNo.【

明成 高校（ 東北① 四国学院大学香川西高校 高校（ 四国

2017 7 31 月 9:30 kick off

2 1

基本システム 基本システム

初出場の東北代表明成高校と二年連続二回目出場の香川西高校の対決。序盤は、両チームとも相手の裏のスペースに
ボールを蹴る展開。10分を過ぎたあたりから、香川西がボールを持ち始め、中盤からの効果的なフリーランでサイドの裏
のスペースを使い試合を優位にすすめる。明成高校は、FW⑩武田にボールを当て、タメを作って攻め上がりたいが、パス
ミスが多く相手にボールを奪われてしまう。両チームともコンパクトにディフェンスラインを保ちながら、中盤での攻防が続く
中、香川西は、右サイドをMF⑨中村がスピードを生かしたドリブル突破で、シュートに持ち込むなど、サイドを広く使った攻
撃からチャンスを演出するが、最後の精度が悪く、なかなか枠を捉えることができない。すると、２５分、明成高校は中央か
ら裏に蹴り出したボールにMF⑨中村が潰れ、抜け出したボールにFW⑩武田が反応。キーパーとの１対１を制し先制する。
後半に入り、3分、明成高校は右サイドからのクロスにFW⑩武田が合わせ追加点。しかし７分、香川西は、コーナーキック
のこぼれ球からMF中村⑨があげたクロスがゴール前混戦となったところをMF⑥石川が押し込み一点を返す。その後、お
互い疲れが見え始め、ミスが増え始める。明成高校は、奪ったボールをMF⑨中村とFW⑩武田の個人技を生かして好機を
演出する。香川西はボールを回しながら、サイドを起点にMF⑦松本、MF⑨中村のスピードを生かした突破からクロスを入
れるが、ゴール前で体を張って守る明成を崩すことができず試合終了。粘り強く守りながら、FW⑩武田の個人技を最大限
に生かし点を取った明成と、ボール回しながら効果的なフリーランでサイドからの積極的な攻撃を見せる香川西、ともに良
さが出た好ゲームとなった。

記載責任者 所属（ 宮城県・仙台育英学園高等学校 氏名（ 赤間　孝大



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 １回戦 【3】

日時 2017年07月31日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 七ヶ浜サッカースタジアム（人工芝）
ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 床爪　克至 主審 曽根　未宇 副審１ 荒木　裕里香 副審２ 谷本　菜々子 第４審判 阿部　めぐみ
運営責任者 黒澤　啓滋 記録担当 志田　篤史 天候 晴 気温 27.1℃ 湿度 76％

風 微風 観客数 250人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 乾燥

柳ヶ浦高校
（大分県）

2

0

2

前半

後半

4

5
9 常盤木学園高校

（宮城県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

62分 0 山村　あずき 1 GK GK 1 今井　佑香 0

46分 0 末永　彩乃 3 DF DF 2 軍司　美玖 0

ＨＴ 0 藤松　栞理 4 DF DF 5 澁澤　光 0 49分

0 吉富　帆乃樺 5 DF DF 13 大河内　友貴 0

0 柚木　未来夢 14 DF MF 3 崎山　未来 2 2

0 内田　葵 15 DF MF 7 川北　美空 0

0 山口　真梨乃 2 MF MF 8 滝川　結女 (Cap.) 2 3 2 1 52分

1 1 岡　樹 6 MF MF 9 高橋　亜美 2 3 3

1 1 丸山　ちさと (Cap.) 8 FW MF 11 加藤　ゆあ 0 26分

52分 0 上野　紗良 10 FW MF 16 加藤　栞 1 2 1 1

2 1 3 2 岩下　綺良々 11 FW FW 10 沖野　くれあ 1 2 2 43分

1 0 吉村　未来 12 GK GK 12 石垣　穂乃華

宮武　里奈 16 DF MF 4 高橋　果歩 2 1 1 11

4 0 西山　陽菜 7 MF MF 6 柴山　史菜 0 5

10 0 岡﨑　亜美伽 9 MF MF 17 津田　真凜 0 8

大宅　沙和 17 MF FW 14 沖野　るせり 2 2 2 10

3 0 原田　美希 13 FW FW 15 中村　恵実

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 林　和志 阿部　由晴 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

4 1 5 シュート 16 6 10

5 3 8 GK 1 0 1

1 1 2 CK 4 1 3

5 6 11 直接FK 4 2 2

1 2 3 間接FK 1 0 1

1 2 3 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

13分 常盤木学園 16 加藤　栞 左-2 8 ～ 左-1 → 中央-1 10 ２タッチ以上 右足Ｓ バー返り

16 ２タッチ以上 左足Ｓ

15分 常盤木学園 10 沖野　くれあ 8 中央-3 7 → 8 → 中央-2 10 ～ 左足Ｓ

24分 常盤木学園 8 滝川　結女 10 右-1 7 ↑ 中央-1 10 ～ → 8 ワンタッチプレー 右足Ｓ

32分 常盤木学園 オウンゴール 中央-2 7 → 右-1 16 → オウンゴール

41分 常盤木学園 9 高橋　亜美 7 中央-2 相手FP クリア 中央-2 インターセプト → 中央-1 9 ～ 右足Ｓ

42分 常盤木学園 8 滝川　結女 9 左-1 4 → 9 → 中央-1 8 ～ 左足Ｓ

43分 常盤木学園 9 高橋　亜美 16 中央-3 8 → 右-2 16 ～ 右-1 → 中央-1 9
ワンタッチプレー 右足Ｓ

51分 常盤木学園 14 沖野　るせり 4 中央-1 相手GK ↑ 中央-2 4 インターセプト ↑ 中央-2 14 ～

中央-1 右足Ｓ

57分 柳ヶ浦 11 岩下　綺良々 15 左-3 相手FP → 左-2 15 インターセプト ↑ 中央-2 11 ～

中央-1 右足Ｓ

66分 柳ヶ浦 11 岩下　綺良々 右-1 直接ＦＫ 11 右足Ｓ

67分 常盤木学園 14 沖野　るせり 中央-2 14 → 中央-1 4 ～ → 9 右足Ｓ 相手FP

クリア 14 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:17 (2:17)、 後半 38:17 (3:17)、 試合所要時間 01:15:34

[備考]飲水タイム前・後半実施



年 月 日 ( ) ）
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【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

立ち上がりから両チームプレッシャーを掛け合い、球際での激しい攻防が繰り広げられる。柳ヶ浦は前線からボールを奪
いに行き、ＦＷのスピードを生かし相手の背後を突いていく。一方、常盤木学園はＦＷ⑩沖野にボールを集め攻撃を試み
るが、柳ヶ浦のマンマークに苦しみ相手を崩すことができない。前半4分ＦＷ⑪岩下の俊足を生かし、最初にシュートチャン
スチャンスをつくったのは柳ヶ浦であった。しかし、前半12分、ＭＦ⑧滝川が左サイドに飛び出し、中央にいたＦＷ⑩沖野に
合わせ沖野がシュート、1度はゴールバーに救われたが、跳ね返ったボールをＭＦ⑯加藤が落ち着いてシュートし常盤木
学園が先制した。その後、個の力で上回る常盤木学園が相手のマークを振り切り前半15分ＦＷ⑩沖野、24分ＭＦ⑧滝川、
32分に得点を重ね4対０とリードし前半を終えた。後半開始時に柳ヶ浦は⑦西山を投入し流れを変えようとするが、前半の
勢いのまま常盤木学園がＭＦ⑧滝川、ＦＷ⑩沖野を中心に攻撃の手を緩めず、後半4１分、42分、43分、51分とリードを広
げた。なんとか一矢報いたい柳ヶ浦は後半46分ＦＷ⑬原田、後半52分ＦＷ⑨岡崎を投入し前線からボールを追い、奪った
ボールを相手ＤＦラインの背後に送り続ける。後半57分柳ヶ浦は高い位置でＤＦ⑮内田がボールを奪いスルーパス、抜け
出したＦＷ⑪岩下が決め、1点を返した。勢いに乗った柳ヶ浦は後半24分25分に立て続けにチャンスを作り、後半31分には
ＦＷ⑪が飛び出し、倒されて得たフリーキックを自らが決め2点目を返した。しかし、その後も常盤木学園が後半67分に得
点を追加し、地力に勝る常盤木学園が勝利した。常盤木学園の個の能力の高さが目立った試合であった。

記載責任者 所属（ 静岡県　清水国際高等学校 氏名（ 古荘　将教

基本システム 基本システム

月 kick off

2 9

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017）

会場（ 七ヶ浜サッカースタジアム(人工芝）

マッチNo.【

柳ヶ浦 高校（ 大分 常盤木学園 高校（ 宮城

2017 7 31



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 １回戦 【4】

日時 2017年07月31日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉グラウンド（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 古井　成知 主審 岩本　毬花 副審１ 山内　恵美 副審２ 田中　真輝 第４審判 荒川　千紘

運営責任者 栗原　正実 記録担当 山田　貴之 天候 晴 気温 32.5℃ 湿度 54％

風 微風 観客数 300人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 乾燥

桜の聖母学院高校
（福島県）

0

0

0

前半

後半

3

2
5

星槎国際高校 湘南
（神奈川県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 松本　晴風 1 GK GK 16 鹿島　栞 0

0 小澤　露佳 2 DF DF 4 渋谷　巴菜 1 1

0 大波　桃子 8 DF DF 5 上野　彩音 0

0 針生　紗紀愛 12 GK/DF DF 17 斉藤　美岬 5 4 1

0 平山　珠梨 14 DF MF 3 喜多村　未来 1 1 59分

0 古山　あすか 3 MF MF 6 針生　理菜 1 1

0 鈴木　桜子 9 MF MF 7 黒古　ひとみ 2 5 5

0 南波　満桜 (Cap.) 10 MF MF 8 江原　奏音 (Cap.) 1 1 59分

0 小野寺　ゆき 11 MF MF 15 舩附　真子 1 1 59分

0 藤田　知優 15 MF FW 10 杉山　華乃 1 8 5 3

0 黒津　未黎 7 FW FW 12 安保　舞美 1 1 59分

佐久間　実菜 4 DF GK 1 小野　葵

小野　彩香 5 MF DF 2 夏目　萌由 0 3

遠藤　彩香 6 MF MF 14 百瀬　碧依 1 1 8

長井　穂乃実 16 MF FW 9 宮澤　ひなた 1 4 4 12

渡辺　桐歌 17 MF FW 11 加藤　もも 1 2 2 15

阿部　菜々子 13 FW FW 13 高橋　沙矢香

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 鈴木　尚子 柄澤　俊介 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

0 0 0 シュート 31 18 13

6 8 14 GK 0 0 0

0 0 0 CK 7 5 2

0 1 1 直接FK 1 1 0

1 0 1 間接FK 0 0 0

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

8分 星槎国際湘南 7 黒古　ひとみ 5 中央-2 7 → 左-1 5 → 中央-1 7 ワンタッチプレー 右足Ｓ

12分 星槎国際湘南 10 杉山　華乃 7 右-2 17 → 右-1 7 ～ → 中央-1 10 ワンタッチプレー

左足Ｓ

35分 星槎国際湘南 7 黒古　ひとみ 12 中央-2 6 ↑ 左-2 12 ～ 左-1 → 中央-1 7

ワンタッチプレー 右足Ｓ

66分 星槎国際湘南 9 宮澤　ひなた 左-1 11 ～ → 中央-1 相手FP ミス 9 カット ２タッチ以上

右足Ｓ

67分 星槎国際湘南 11 加藤　もも 17 中央-2 9 → 右-1 17 → 中央-1 11 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:09 (1:09)、 後半 39:19 (4:19)、 試合所要時間 01:15:28

[備考]前半飲水タイム（１分）、後半クーリングブレイク（３分）



年 月 日 ( ) ）

4 】

） vs ）

0 ‐ 3
0 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 5 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017）

2017 7 31 月 9:30 kick off 会場（ 泉総合運動公園泉グランド

マッチNo.【

桜の聖母 高校（ 東北②　福島 星槎国際湘南 高校（ 関東①　神奈川

0 5

基本システム 基本システム

星槎国際は、立ち上がりから長短のパスを少ないタッチ数でテンポ良く繋ぎ，主導権を握る。コーナーキックやサイド攻撃
から桜の聖母のゴールを脅かし，前半８分，ＭＦ⑦黒古が右サイドのクロスを合わせ先制。一方桜の聖母は，前半開始か
ら守備に追われる展開となるが，体を張った守備やゴールキーパーのセーブで星槎国際の攻撃を凌ぎカウンターを狙う。
しかし，終始主導権を握った星槎国際が，両サイドからの多彩な攻撃やグランドを広く使ったサイドチェンジなどで相手の
マークを撹乱させ，１２分にＦＷ⑩杉山，３５分にＭＦ⑦黒古が追加点を奪い，前半を３－０で終えた。
後半，桜の聖母はカウンターを狙い守備に奔走するも，星槎国際の正確なパス回しでなかなかボールを奪うことができな
い。ロングキックでチャンスを作ろうとするも星槎国際の堅い守備に阻まれシュートまで持ち込むことができなかった。後半
２０分、星槎国際は４人一気に選手交代をし，追加点を狙いに行く。交代して入った選手が終盤に続けて追加点を奪う。正
確なパスワークとドリブルなど，高い技術で試合の主導権を握った星槎国際が，桜の聖母の攻撃を完全に封じ込めて２回
戦進出を決めた。

記載責任者 所属（ 宮城県・聖和学園高等学校 氏名（ 曽山　加奈子



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 １回戦 【5】

日時 2017年07月31日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島運動公園 多目的運動広場（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 石崎　一樹 主審 宮崎　真理 副審１ 若杉　慈子 副審２ 岩渕　亜紀子 第４審判 高橋　みずほ

運営責任者 阿部　朝光 記録担当 星　隆一 天候 晴 気温 29.0℃ 湿度 59％

風 弱 観客数 100人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 乾燥

日ノ本学園高校
（兵庫県）

3

3

0

前半

後半

0

0
0

日本航空高校
（山梨県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 米澤　萌香 1 GK GK 1 飯島　美佳 0

1 1 1 宮崎　音々 2 DF DF 2 上林　優花 0

1 1 金平　莉紗 3 DF DF 3 田澤　友梨奈 0

51分 0 松永　未衣奈 6 DF DF 4 岡村　悠花 0

0 渡邊　那奈 17 DF MF 5 濱野　綾芽 2 2

2 1 3 牛島　理子 (Cap.) 5 MF MF 6 漆間　花菜子 0

1 1 2 1 伊藤　美玖 7 MF MF 8 佐野　真菜 (Cap.) 0 48分

ＨＴ 0 吉間　かれん 8 MF MF 16 清水　祐里 1 1 ＨＴ

1 1 2 1 内藤　夏鈴 13 MF MF 17 長江　花音 0

60分 0 澁川　鈴菜 15 MF FW 10 井住　菜南 0

ＨＴ 1 1 宮本　華乃 10 FW FW 11 中西　彩稀 0

梅村　真央 12 GK GK 12 三浦　明香里

8 0 杉岡　真里奈 4 DF DF 15 本橋　あさみ

10 2 2 髙橋　雛 9 MF MF 7 加藤　梨子 0 8

15 3 3 久永　望生 16 MF FW 9 渡邉　薫 0 16

6 0 山本　琴永 11 FW FW 13 人形　珠羅

平井　杏幸 14 FW FW 14 冨尾　見怜

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 田邊　友恵 堀　祥太朗 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

12 6 18 シュート 2 0 2

0 0 0 GK 11 6 5

3 2 5 CK 2 0 2

2 0 2 直接FK 3 2 1

0 0 0 間接FK 1 1 0

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 1 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

7分 日ノ本学園 2 宮崎　音々 15 中央-1 7 Ｈ ↑ 右-1 15 ↑ 中央-1 2 ＨＳ

23分 日ノ本学園 13 内藤　夏鈴 15 中央-1 5 → 右-1 15 ↑ 中央-1 13 ＨＳ

27分 日ノ本学園 7 伊藤　美玖 中央-2 10 ～ 中央-1 相手FP こぼれ球 7 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:04 (2:04)、 後半 37:13 (2:13)、 試合所要時間 01:14:17

[備考]



年 月 日 ( ) ）

5 】

） vs ）

3 ‐ 0
0 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 3 - 5 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

　日ノ本学園は序盤様子をうかがう感じでボールをまわす、けん制とばかりにロングで中にクロスを上げる場面がみられ
る。一方、日本航空は立ち上がりがうまくいっていないようで、防戦気味になっている。日ノ本はFW⑩宮本が相手内に切り
込みチャンスを作るが、阻まれる。7分、日ノ本学園のコーナキックから一時はキーパーがはじくものの、そのこぼれ球を
DF②宮崎がヘディング、キーパー届かずゴールポストに当たり先制点が入った。その後、日本航空は相手の裏にボール
を入れるも、日ノ本学園のボディコントロールに阻まれる形になり、流れを自分たちに引き寄せたいがなかなか、うまく試合
を運ばせてもらえず防戦一方になってしまう形が続いた。引水タイム後、再びMF⑬内藤が右からのクロスにヘディングを
合わせキーパーキャッチするも、そのまま押し込んだ形で2点目が入った。日ノ本学園は攻めることをやめず、日本航空は
防戦で疲労も見え始めてきた。一瞬のスキをつき、MF⑦伊藤が中央からのミドルシュートで3点目を決めた。
 後半は日本航空は前半とは違いスタートから積極的に前に出ようとはしている。しかし、日ノ本学園の攻撃に押し戻され、
雰囲気は良くなったものの、なかなか攻めることはできなかった。日本航空はフィジカル面を重点的に強化して次の大会に
期待したい。また、日ノ本学園は次の試合でも慎重ながらも、攻撃的なサッカーに期待したい。

記載責任者 所属（ 宮城：聖ウルスラ学院英智高等学校 氏名（ 摺澤　大輔

基本システム 基本システム

月 11:30 kick off

3 0

＝ Match  Report ＝ 

1回戦全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017）

会場（ 松島運動公園　多目的運動広場

マッチNo.【

日ノ本学園 高校（ 近畿① 日本航空 高校（ 関東③

2017 7 31



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 １回戦 【6】

日時 2017年07月31日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉グラウンド（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 古井　成知 主審 松下　朝香 副審１ 額賀　美沙子 副審２ 谷内田　菜央 第４審判 漆畑　成子

運営責任者 栗原　正実 記録担当 庄司　達矢 天候 晴 気温 30.2℃ 湿度 61％

風 微風 観客数 200人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 乾燥

福井工業大学附属福井高校
（福井県）

KICK OFF

1

0

1

前半

後半

2

0
2

前橋育英高校
（群馬県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

ＨＴ 0 河合　茉奈 1 GK GK 1 中村　未有 0

0 坂元　茉耶 (Cap.) 2 DF DF 2 河村　祐希 0

0 浅田　凛花 3 DF DF 3 塩崎　裕衣 0

52分 1 1 西川　紗奈 4 DF DF 4 安達　雅 3 1 2 61分

1 1 中西　菜友 5 DF DF 5 川崎　そら 0

ＨＴ 2 2 椚　春侑 6 MF DF 11 塩谷　瑠南 0

1 1 渡邊　真衣 7 MF MF 6 富沢　亜友 0

2 2 1 村上　賀梨 10 MF MF 10 久保田　明未 (Cap.) 1 3 2 1

1 1 清水　紀良里 8 FW MF 14 後藤　亜瑞 0

0 小林　和音 9 FW FW 9 狩野　蒼葉 1 2 1 1

0 幹戸　萌 11 FW FW 17 川口　舞依 0 44分

1 0 薮下　真唯 12 GK GK 12 永松　桜

矢橋　菜央 13 DF MF 7 村田　梨緒

谷　結愛 14 DF MF 8 上内　思奈

4 0 牧村　愛理 15 MF MF 13 松丸　かなた 0 17

6 2 2 竹田　うみ 17 FW MF 15 山口　玲奈

MF 16 海野　愛佳 0 4

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 久保　直也 大手　真智子 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
49分 警 10 久保田　明未 ラフ

6 4 10 シュート 8 4 4

5 5 10 GK 6 2 4

4 2 6 CK 0 0 0

4 2 6 直接FK 10 5 5

0 1 1 間接FK 4 3 1

0 1 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 4 3 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

22分 前橋育英 10 久保田　明未 4 右-1 相手FP ミス 4 カット ～ ↑ 中央-1 10 ワンタッチプレー

右足Ｓ

35+2分 前橋育英 9 狩野　蒼葉 中央-2 直接ＦＫ 11 ↑ 中央-1 相手GK こぼれ球 9 ワンタッチプレー 右足Ｓ

68分 福井工大福井 10 村上　賀梨 右-2 直接ＦＫ 10 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 38:01 (3:01)、 後半 39:03 (4:03)、 試合所要時間 01:17:04

[備考]クーリングブレイク前後半実施



年 月 日 ( ) ）

6 】

） vs ）

0 ‐ 2
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 5 - 4 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

1回戦全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017）

会場（ 泉総合運動公園泉グラウンド

マッチNo.【

福井工大福井 高校（ 福井 前橋育英 高校（ 群馬

2017 7 31 月 11:30 kick off

1 2

基本システム 基本システム

立ち上がりは両者切り替えも早く、スペースへのロングボールが目立った。前橋育英は守備時は5バック、攻撃時にはSB
を高い位置に上げて３バックにし、変則的なフォーメーションで局面における厚みを出し、攻撃においてはFW⑰川口、MF
⑩久保田が攻撃時のポイントとして組み立てていった。対する福井工大福井もスピードのあるFW⑪幹戸をスペースに走ら
せて攻撃のリズムをつくろうとしている。クーリングブレイクからの再開直後に前橋育英は前線からの積極的なアプローチ
でボールを奪い、MF⑥富沢からのクロスをMF⑩久保田が流し込んで先制に成功する。先制された後の福井工大福井は
FW⑪幹戸、MF⑨小林へボールを送り、徐々に押し込んでいくが、前橋育英の固い守備の前にゴールを奪うことができな
い。前半は終了間際に前橋育英がFKからのボールを押し込んで追加点をあげ、２－０で折り返す。福井工大福井は後半
から身長の高いポストプレーヤーのFW⑰竹田を投入し、FW⑪幹戸との２トップにしてゴールを目指す。前橋育英は自陣で
の守備時間が増え、DFラインとトップの距離が遠くなり我慢する時間が続いた。2トップの連動した動きからシュートチャン
スを増やした福井工大福井は決定機をなかなかものにすることができないまま試合は終盤へ。終了間際に福井工大福井
のFKが直接決まって１点を返すが、そのまま試合は終了。最後の局面で体を張った守備で守り切った前橋育英が２回戦
へ進出した。

記載責任者 所属（ 秋田県・明桜高等学校 氏名（ 西澤　拓也



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 １回戦 【7】

日時 2017年07月31日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 七ヶ浜サッカースタジアム（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 床爪　克至 主審 浦島　智美 副審１ 大嶽　琴音 副審２ 岩佐　莉奈 第４審判 加藤　摩耶

運営責任者 黒澤　啓滋 記録担当 志田　篤史 天候 晴 気温 28.6℃ 湿度 72％

風 微風 観客数 100人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 乾燥

大商学園高校
（大阪府）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

1

1
2

聖カピタニオ女子高校
（愛知県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 見矢　明日香 12 GK GK 1 小林　広奈 0

0 西垣内　由唯 2 DF DF 2 石原　叶絵 0

1 1 的場　望杏 4 DF DF 3 大石　光莉 0

1 1 林　かおる (Cap.) 10 DF DF 5 鹿島　明莉 0

2 2 林　涼香 6 MF DF 14 吉川　小春 0

1 1 2 林　みのり 8 MF MF 7 塩川　莉有 0

60分 2 2 高原　天音 15 MF MF 8 川上　紗於里 (Cap.) 0

1 1 前川　望愛 7 FW MF 9 落合　凪琉 0

2 2 4 西山　皐月 9 FW MF 11 上田　真子 1 1

1 1 2 水江　彩乃 11 FW MF 16 鈴木　栄美里 0

53分 0 青木　柚香 14 FW FW 10 神谷　千菜 2 2 1 1

井上　沙季 1 GK GK 17 田中　心暖

日野　くるみ 13 DF DF 6 北市　春風

15 0 冨浪　千里 3 MF DF 13 石田　ひかる

14 0 竹井　帆波 5 MF MF 4 小森　愛結

藤原　安佑 16 MF MF 12 大場　鈴香

志村　瑠南 17 FW MF 15 糸永　舞花

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 岡久　奨 多田　利浩 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

5 10 15 シュート 3 2 1

0 0 0 GK 17 9 8

5 4 9 CK 2 2 0

3 1 4 直接FK 5 3 2

2 0 2 間接FK 1 0 1

2 0 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

35分 聖カピタニオ 10 神谷　千菜 11 左CK 11 ↑ 中央-1 10 ＨＳ

64分 聖カピタニオ 10 神谷　千菜 11 右-2 相手FP 9 インターセプト → 11 ↑ 中央-1 10 ２タッチ以上

右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:10 (1:10)、 後半 37:10 (2:10)、 試合所要時間 01:13:20

[備考]飲水タイム前・後半実施



年 月 日 ( ) ）

7 】

） vs ）

0 ‐ 1
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 5 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

立ち上がりから大商学園のペースで、中盤の位置からサイドへ展開しドリブル突破からクロスやパスで多くのシュート場面
をつくり得点を狙ったが、やや精度を欠いてしまい枠内をとらえることができなかった。一方、聖カピタニオは守備に追われ
る時間帯が多い中、奪ったボールをカウンターで攻め上がろうと試みるが、パスミスが目立ちなかなかシュートまで持ち込
むことができない。そんな中、前半アディショナルタイムに聖カピタニオが最初のコーナーキックのチャンスを得た。精度あ
る早い鋭いボールをＦＷ⑩神谷のヘディングシュートで先制した。後半に入り、大商学園がポジション変更で好機をつくろう
と試みながら優勢にボールを支配しショートパスとＦＷへの縦パスでチャンスをつくろうとしたが、相手ＤＦの粘り強い対応
に苦しみチャンスを決めきることができない。徐々に聖カピタニオが相手コートに入る時間帯が増え少ないシュートチャンス
を作り出し2点目につなげた。大商学園は１点を奪おうと攻めるが得点することができずそのまま聖カピタニオが勝利した。
大商学園はシュート15本に対し、聖カピタニオは３本で2得点し数少ないチャンスをものにした。両チーム共、終了のホイッ
スルが鳴るまで全力プレーが見られ見ごたえのある良い試合であった。

記載責任者 所属（ 宮城県・仙台育英学園高等学校 氏名（ 林田　茂

基本システム 基本システム

月 11:30 kick off

0 2

＝ Match  Report ＝ 

１回戦全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017）

会場（ 七ヶ浜サッカースタジアム

マッチNo.【

大商学園 高校（ 近畿② 聖カピタニオ 高校（ 東海②

2017 7 31



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 １回戦 【8】

日時 2017年07月31日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 松島フットボールセンター ピッチ1（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田中　良和 主審 柳村　彩乃 副審１ 山内　優花 副審２ 渡邉　杏紗 第４審判 勝又　美沙希

運営責任者 岡元　昭典 記録担当 外舘　篤 天候 晴 気温 31.5℃ 湿度 50％

風 微風 観客数 70人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 乾燥

鎮西学院高校
（長崎県）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

0

2
2

岡山県作陽高校
（岡山県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 辻　明日香 1 GK GK 1 中村　香苗 0

0 山本　佳帆美 2 DF DF 3 森本　紗也佳 0

51分 0 山口　絢凪 3 DF DF 4 蓮輪　真琴 (Cap.) 1 1

0 大川内　結香 14 DF DF 5 谷口　清夏 1 1

58分 0 田中　里奈 15 DF DF 6 山口　日南貴 2 2

48分 0 中村　真菜乃 4 MF DF 12 山田　優衣 1 2 2 69分

1 1 板倉　楓 7 MF MF 7 初村　和香 0 45分

58分 1 1 儀間　綾香 9 MF MF 8 山﨑　涼帆 0 70+1分

1 1 2 村上　真生 (Cap.) 10 MF MF 10 松丸　綾花 0

0 平坂　咲希 16 MF MF 14 中村　萌愛 1 1 54分

1 1 2 中村　怜愛 11 FW FW 9 越島　杏佳 0

3 0 金子　育未 6 DF DF 2 中井　里衣子 0 8

4 0 江口　和可奈 5 MF DF 17 中林　美南海

15 0 田川　愛梨 13 MF MF 13 山田　愛葵 1 2 2 7

吉野　智奈 17 MF MF 15 森田　美紗希

原田　七緒 8 FW FW 11 牛久保　鈴子 1 1 14

9 0 江口　綾 12 FW FW 16 神田　絢音 0 12

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 川原　武 池田　浩子 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

2 4 6 シュート 10 3 7

5 6 11 GK 6 4 2

0 1 1 CK 3 1 2

5 5 10 直接FK 3 1 2

3 1 4 間接FK 0 0 0

3 1 4 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

46分 岡山作陽 12 山田　優衣 13 中央-2 8 → 中央-1 13 → 12 ワンタッチプレー 右足Ｓ

66分 岡山作陽 13 山田　愛葵 中央-1 13 右足Ｓ 相手FP こぼれ球 13 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:04 (1:04)、 後半 37:50 (2:50)、 試合所要時間 01:13:54

[備考]飲水を前半、後半ともに実施



年 月 日 ( ) ）

8 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 2

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

序盤は両チームともボールに対して素早くプレッシャーをかけ合うアグレッシブな立ち上がりを見せる。その中で、高い個
人技術を活かして、徐々に作陽がペースを握っていく。幅と深さをとり、しっかりボールを動かしながら相手を観て判断し、
空いているスペースを有効に使い攻撃を仕掛けていく。鎮西もボールを簡単に前線に蹴りだすことなく、しっかりボールを
保持しながら攻撃しようと試みるが、作陽の素早い切り替えからのでプレスに対応できず、前線までボールを運べない。し
かし、終盤に近づくにつれ作陽のプレスが緩み始め、⑩村上のところでボールが収まるようになり、決定的なチャンスを作
り出すが、フィニッシュの精度を欠き得点を奪うことはできず、両チーム無得点のまま前半を折り返す。
後半は再び作陽がボールを保持し、ピッチを広く使った攻撃を仕掛ける。鎮西も中央をしっかり固め、コンパクトなブロック
を形成し、ボールは持たれても崩されることはない。しかし、後半11分、鎮西はバイタルエリアへの侵入を許し、そこから背
後にパスを通されてしまい、抜け出した⑬山田（愛）の折り返しを⑫山田（優）が押し込んで作陽が先制する。その後も作陽
がボールを保持し、鎮西が守備からカウンターを狙う構図は変わらない。ボールを動かされ鎮西に疲れが見え始めた後半
31分、再びバイタルエリアで前を向かれ、スルーパスを通され、抜け出した⑬山田（愛）が決めて2－0となる。鎮西は選手
交代で流れを変えようと試みるが、試合はそのまま終了。確かな技術と高い個人能力をベースとした作陽が2回戦進出と
なった。鎮西もボールを大切にするサッカーで最後まで勇気を持って闘い続けた。

記載責任者 所属（ 岩手県・専修大学北上高等学校 氏名（ 佐藤　徳信

基本システム 基本システム

月 11:30 kick off

0 2

＝ Match  Report ＝ 

1回戦全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017）

会場（ 松島フットボールセンター　ピッチ1

マッチNo.【

鎮西学院 高校（ 九州② 岡山作陽 高校（ 中国

2017 7 31



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 ２回戦 【9】

日時 2017年08月01日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉グラウンド（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 床爪　克至 主審 柳村　彩乃 副審１ 宮崎　真理 副審２ 山内　優花 第４審判 谷本　菜々子

運営責任者 栗原　正実 記録担当 山田　貴之 天候 曇 のち 雨 気温 23.4℃ 湿度 88％

風 無 観客数 400人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

藤枝順心高校
（静岡県）

4

2

2

前半

後半

0

0
0

明成高校
（宮城県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

63分 0 木稲　瑠那 12 GK GK 12 工藤　与夢 0

0 大村　琴美 3 DF DF 2 石川　晏好 0

0 齋藤　久瑠美 5 DF DF 3 石田　紗彩 0 55分

0 田中　愛梨 6 DF DF 4 豊後　彩香 (Cap.) 0

0 長江　伊吹 14 DF DF 6 引地　優奈 0

50分 0 上田　桃 7 MF MF 5 金子　紗季 0

2 2 2 千葉　玲海菜 (Cap.) 10 MF MF 7 小林　亜未 0

1 1 金子　麻優 16 MF MF 9 中村　瑠花 0

50分 1 1 江刺　亜摘 9 FW MF 13 佐藤　梓 0 ＨＴ

59分 1 2 3 1 今田　紗良 11 FW FW 10 武田　菜々子 1 1

1 1 1 青木　なつみ 13 FW FW 17 宍戸　七海 0 23分

12 0 伊藤　三紗 1 GK GK 1 松川　瑠香

7 0 原田　結奈 2 DF DF 14 中川　爽 0 3

9 0 安部　由紀夏 4 DF DF 15 本間　萌華

並木　千夏 8 MF MF 8 最上　光 0 17

11 0 野嶋　彩未 15 MF MF 16 井上　舞

小原　蘭菜 17 FW FW 11 一之瀬　緒 1 1 13

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 多々良　和之 落合　恵 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

4 4 8 シュート 2 0 2

1 1 2 GK 6 4 2

4 4 8 CK 0 0 0

0 0 0 直接FK 4 3 1

0 0 0 間接FK 7 3 4

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 7 3 4

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

11分 藤枝順心 13 青木　なつみ 中央-3 3 ↑ 中央-1 相手GK クリア 中央-2 13 インターセプト ２タッチ以上

右足Ｓ

30分 藤枝順心 11 今田　紗良 16 左-1 10 → 左-2 16 ↑ 中央-1 11 ２タッチ以上 右足Ｓ

42分 藤枝順心 10 千葉　玲海菜 11 中央-2 16 → 左-1 11 ↑ 中央-1 10 ２タッチ以上 右足Ｓ

54分 藤枝順心 10 千葉　玲海菜 4 中央-2 相手FP ミス 4 カット ～ 中央-1 → 10 ２タッチ以上

右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 37:03 (2:03)、 後半 38:07 (3:07)、 試合所要時間 01:15:10

[備考]飲水タイム前後半実施



年 月 日 ( ) ）

9 】

） vs ）

2 ‐ 0
2 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 3 - 3 1 - 4 - 4 - 2

2
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【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 2回戦

2017 8 1 火 9:30 kick off 会場（ 泉総合運動場泉グラウンド

マッチNo.【

藤枝順心 高校（ 東海①　静岡 明成 高校（ 東北①　宮城

4 0

基本システム 基本システム

藤枝順心は立ち上がりから少ないタッチ数でボールを動かし両サイドのスペースを積極的に使いながらペースをつかむ。
一方、明成はＤＦ④豊後を中心にＤＦラインをコントロールし,組織的に守り、順心の得点を許さない。順心は前線の選手が
流動的にポジションを変え、ＤＦ③大村からのロングボールに2列目の選手が飛び出すなど攻撃の糸口を見つけていく。前
半11分、ＧＫのクリアーをＦＷ⑬青木が拾い、キーパーの頭を超えるシュート。順心高校が先制した。その後もＭＦ⑩千葉
を中心に、ＦＷ⑪今田が積極的に仕掛けるなど順心のペースが続く。明成はＦＷ⑩武田を起点に攻撃を仕掛けるが、順心
のセンターバック③大村、⑭長江の安定した守備を崩すことができない。前半30分、順心はコーナーキックからチャンスを
作り、ＦＷ⑪今田が落ち着いて決め、追加点を挙げ、2対0で前半を終えた。後半明成は流れを変えようとＦＷ⑪一之瀬を
投入し、後半37分には右サイドからビックチャンスをつくるが決めきれず、その後は前半同様順心ペースで試合が進んだ。
後半42分にはＦＷ⑪今田のセンターリングにＭＦ⑩千葉が合わせ3点目、後半５４分には途中出場したＦＷ④阿部が仕掛
けＭＦ⑩千葉にパス、千葉が落ち着いて決め4点目を挙げ、終始主導権を握り、安定した試合運びで順心が勝利した。中
でも順心のＭＦ⑩千葉は攻守に渡りその能力の高さが見られ、今後の活躍が期待される。

記載責任者 所属（ 静岡県・清水国際高等学校 氏名（ 古荘　将教



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 ２回戦 【10】

日時 2017年08月01日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 七ヶ浜サッカースタジアム（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 中野　進治 主審 浦島　智美 副審１ 曽根　未宇 副審２ 善福　梨央 第４審判 荒木　裕里香

運営責任者 黒澤　啓滋 記録担当 志田　篤史 天候 曇 気温 24.6℃ 湿度 82％

風 微風 観客数 600人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 乾燥

常盤木学園高校
（宮城県）

KICK OFF

2

0

2

3

前半

後半

PK戦

2

0

4

2
星槎国際高校 湘南

（神奈川県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 今井　佑香 1 GK GK 16 鹿島　栞 0

0 軍司　美玖 2 DF DF 2 夏目　萌由 0

0 澁澤　光 5 DF DF 4 渋谷　巴菜 0

0 大河内　友貴 13 DF DF 5 上野　彩音 1 1 70+2分

1 1 1 崎山　未来 3 MF DF 17 斉藤　美岬 0

0 川北　美空 7 MF MF 6 針生　理菜 0

1 1 2 滝川　結女 (Cap.) 8 MF MF 8 江原　奏音 0 50分

1 1 高橋　亜美 9 MF MF 14 百瀬　碧依 0

2 2 加藤　ゆあ 11 MF FW 9 宮澤　ひなた (Cap.) 1 1 1

1 1 加藤　栞 16 MF FW 10 杉山　華乃 0

1 1 2 1 沖野　くれあ 10 FW FW 11 加藤　もも 1 3 2 1

石垣　穂乃華 12 GK GK 1 小野　葵

高橋　果歩 4 MF MF 3 喜多村　未来 0 5

柴山　史菜 6 MF MF 7 黒古　ひとみ 0 15

津田　真凜 17 MF MF 15 舩附　真子 0 66分 8

沖野　るせり 14 FW FW 12 安保　舞美

中村　恵実 15 FW FW 13 高橋　沙矢香

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 阿部　由晴 柄澤　俊介 時間 種別 番号 選手名 理由

59分 警 10 沖野　くれあ 繰返違反
後半前半 チーム合計 前半後半

4 5 9 シュート 5 3 2

2 2 4 GK 8 4 4

3 1 4 CK 2 2 0

4 2 6 直接FK 11 4 7

1 0 1 間接FK 1 0 1

1 0 1 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

8分 星槎国際湘南 9 宮澤　ひなた 11 中央-3 2 ↑ 左-2 11 ～ 中央-1 → 9 ワンタッチプレー

右足Ｓ

12分 星槎国際湘南 11 加藤　もも 14 中央-2 6 → 右-2 14 → 中央-1 11 ワンタッチプレー 右足Ｓ

39分 常盤木学園 10 沖野　くれあ 7 中央-4 ＧＫ 1 ↑ 中央-3 7 ↑ 中央-2 10 ～

中央-1 右足Ｓ

62分 常盤木学園 3 崎山　未来 中央-1 3 直接ＦＫ 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

星槎国際湘南 先 10 ○ 14 ○ 6 ○ 9 ○ 2 ×

常盤木学園 10 ○ 11 ○ 8 × 3 ○ 16 ×

[試合時間] 前半 35:30 (0:30)、 後半 37:05 (2:05)、 試合所要時間 01:12:35

[備考]



年 月 日 ( ) ）

10 】

） vs ）

0 ‐ 2
2 ‐ 0

‐
‐

3 PK 4

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 5 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

一回戦をともに大量得点で勝利した常盤木と星槎国際の二回戦。小雨でやや風が吹き、半袖では肌寒い気温でのキック
オフ。序盤から星槎国際がポゼッションを高めて、攻める星槎と守る常盤木という展開。正確なパス回しでサイドで数的優
位を作りながら攻める星槎は８分、FW⑪加藤が左サイドをドリブルで突破するとゴールエリア付近で、中央に折り返し、FW
⑨宮澤が押し込み先制。常盤木は、星槎MFを自陣中央で簡単に前を向かせてしまい、サイドにボールを振られることで対
応が後手に回ってしまう。すると１２分、星槎は右サイドのクロスを加藤が右足で押し込み追加点。その際、常盤木DFは
ボールウォッチャーになってしまい、対応が悔やまれる。20分を過ぎると、星槎はパスミスがやや増え始めると、常盤木は
中盤でボールを奪う回数が増え、MF⑧滝川、FW⑩沖野を中心にカウンターからのチャンスを演出するが、星槎DFの守備
に阻まれ得点には結びつかない。後半に入ると、前線からハイプレッシャーをかける常盤木は中盤でボールを奪う回数が
増える。星槎も空いた中盤のスペースを上手くパスを繋ぎ、FW宮澤⑨のスピードを生かしたプレーからクロスを供給しチャ
ンスを作るも、DF⑤澁澤を中心に守る常盤木から追加点を奪えない。すると、３９分、常盤木は中盤でボールを奪ったボー
ルを沖野がペナルティーアーク中央手前から思い切りの良いミドルシュートを沈め１点を返す。４５分を過ぎると、コンパクト
に守備陣を敷く常盤木の守備が効き始め、星槎はパスミスが増え常盤木がペースを握り始める。　６２分、ペナルティーエ
リア右手前でFKを得た常盤木はDF③崎山が直接FKを決めて同点。６６分、星槎MF⑦黒古を投入し、流れを変えようとす
る。その後、一進一退の攻防が続き、PK戦にもつれ込む。星槎GK⑯鹿島がPKを二本止める活躍でPK戦を制した星槎が
準決勝に進出した。

記載責任者 所属（ 宮城県・仙台育英学園高等学校 氏名（ 赤間　孝大

七ヶ浜サッカースタジアム

マッチNo.【

常盤木 高校（ 開催地　宮城 星槎国際湘南 高校（ 関東①　神奈川

2 2

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ２回戦

2017 8 1 火 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 ２回戦 【11】

日時 2017年08月01日 11:35 試合形式 70分 PK戦 会場 七ヶ浜サッカースタジアム（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 中野　進治 主審 小田　千絵美 副審１ 岩本　毬花 副審２ 山内　恵美 第４審判 大嶽　琴音

運営責任者 黒澤　啓滋 記録担当 志田　篤史 天候 曇 気温 24.2℃ 湿度 77％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 乾燥

日ノ本学園高校
（兵庫県）

KICK OFF

1

0

1

前半

後半

0

0
0

前橋育英高校
（群馬県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 米澤　萌香 1 GK GK 1 中村　未有 0

1 1 宮崎　音々 2 DF DF 2 河村　祐希 0

0 金平　莉紗 3 DF DF 3 塩崎　裕衣 0 68分

1 1 2 松永　未衣奈 6 DF DF 4 安達　雅 0 57分

0 渡邊　那奈 17 DF DF 5 川崎　そら 0

2 2 牛島　理子 (Cap.) 5 MF DF 11 塩谷　瑠南 0

1 1 伊藤　美玖 7 MF MF 6 富沢　亜友 0

ＨＴ 1 1 吉間　かれん 8 MF MF 10 久保田　明未 (Cap.) 1 1

1 1 2 内藤　夏鈴 13 MF MF 14 後藤　亜瑞 0

2 2 澁川　鈴菜 15 MF MF 16 海野　愛佳 0 57分

4 1 5 1 宮本　華乃 10 FW FW 9 狩野　蒼葉 0

梅村　真央 12 GK GK 12 永松　桜

杉岡　真里奈 4 DF MF 7 村田　梨緒 0 3

髙橋　雛 9 MF MF 8 上内　思奈

久永　望生 16 MF MF 13 松丸　かなた 0 16

8 66分 1 1 山本　琴永 11 FW MF 15 山口　玲奈

11 0 平井　杏幸 14 FW FW 17 川口　舞依 0 4

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 田邊　友恵 大手　真智子 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

10 7 17 シュート 1 0 1

3 0 3 GK 15 4 11

0 0 0 CK 1 1 0

1 0 1 直接FK 8 3 5

1 1 2 間接FK 2 0 2

1 1 2 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 2 0 2

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

38分 日ノ本学園 10 宮本　華乃 15 中央-3 3 → 右-2 15 ↑ 中央-1 10 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:05 (1:05)、 後半 37:05 (2:05)、 試合所要時間 01:13:10

[備考]



年 月 日 ( ) ）

11 】

） vs ）

0 ‐ 0
1 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 5 - 4 - 1

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

2回戦全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017）

会場（ 七ヶ浜サッカースタジアム

マッチNo.【

日ノ本学園 高校（ 近畿① 前橋育英 高校（ 関東②

2017 8 1 火 11:35 kick off

1 0

基本システム 基本システム

序盤はお互いに落ち着いた様子でゲームに入る。日ノ本は長短のパスを使いながら、ボールを保持し、攻撃を進めてい
く。対する前橋育英はコンパクトなブロックを形成し、ブロック内に入るボールに対してアプローチを強めて奪おうと試みる
展開。日ノ本はピッチを広く使い、高い技術と連動した動き出しを使って崩そうとするが、前橋育英の守備はライン間をコン
パクトにしているため、日ノ本はブロック内に侵入できずに、長いボールを入れ始める。しかし、集中を切らさずに跳ね返
し、また、こぼれ球への反応も早く、日ノ本に決定的なチャンスを与えない。それでも25分頃からFW⑩宮本を起点としてブ
ロック内に侵入し、何度かチャンスを作り出すが得点を奪うことはできなかった。前橋育英は守備では狙いとする形が機能
していたが、攻撃では狙いとする形を作ることはできず、前半を終了した。後半も展開は変わらず、日ノ本が攻勢に出る。
そして、38分に日ノ本のFW⑩宮本がロングボールに反応し、DFラインの背後へと抜け出し、先制点を奪う。その後も日ノ
本は左右への揺さぶりや中へのボールの出し入れを行いギャップ作り上げ、相手ブロックを攻略しようとするが、なかなか
追加点は生まれない。前橋育英も粘り強い守備を続けるが、奪ったボールをアバウトに前線に蹴りこんでしまうことが多
く、効果的な攻撃へつなげることができない。終盤にはシステムを1－4－4－2に変更し、攻撃に勢いと厚みを出すものの、
最後まで得点を奪うことはできなかった。終始ボールを保持し、ゲームを支配をしていた日ノ本が準決勝進出を決めた。

記載責任者 所属（ 岩手県・専修大学北上高等学校 氏名（ 佐藤　徳信



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 ２回戦 【12】

日時 2017年08月01日 11:30 試合形式 70分 PK戦 会場 仙台市泉総合運動場 泉グラウンド（人工芝）

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 床爪　克至 主審 緒方　実央 副審１ 松下　朝香 副審２ 山本　真緒 第４審判 若杉　慈子

運営責任者 栗原　正実 記録担当 庄司　達矢 天候 曇 気温 22.7℃ 湿度 90％

風 微風 観客数 150人 ピッチ(芝) 人工芝 ピッチ(表面) 水含み

聖カピタニオ女子高校
（愛知県）

0

0

0

前半

後半

3

1
4

岡山県作陽高校
（岡山県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 小林　広奈 1 GK GK 1 中村　香苗 0

0 石原　叶絵 2 DF DF 3 森本　紗也佳 1 1 ＨＴ

0 大石　光莉 3 DF DF 4 蓮輪　真琴 (Cap.) 1 2 2

0 鹿島　明莉 5 DF DF 5 谷口　清夏 0

ＨＴ 0 吉川　小春 14 DF DF 6 山口　日南貴 0 65分

1 1 塩川　莉有 7 MF DF 12 山田　優衣 0

1 1 川上　紗於里 (Cap.) 8 MF MF 7 初村　和香 1 1 51分

1 1 落合　凪琉 9 MF MF 8 山﨑　涼帆 1 1

0 上田　真子 11 MF MF 10 松丸　綾花 2 1 1 59分

57分 0 糸永　舞花 15 MF MF 15 森田　美紗希 1 2 2

0 神谷　千菜 10 FW FW 9 越島　杏佳 2 2 2

田中　心暖 17 GK DF/GK 17 中林　美南海 0 10

14 1 1 北市　春風 6 DF DF 2 中井　里衣子 0 6

石田　ひかる 13 DF MF 13 山田　愛葵 0 3

小森　愛結 4 MF MF 14 中村　萌愛 0 7

大場　鈴香 12 MF FW 11 牛久保　鈴子

15 0 鈴木　栄美里 16 MF FW 16 神田　絢音

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 多田　利浩 池田　浩子 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半
41分 警 7 初村　和香 遅延行為

4 0 4 シュート 11 7 4

5 5 10 GK 6 2 4

1 1 2 CK 5 3 2

4 4 8 直接FK 2 0 2

4 0 4 間接FK 0 0 0

4 0 4 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 0 0 0

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

22分 岡山作陽 9 越島　杏佳 8 中央-2 10 → 中央-1 8 → 9 ワンタッチプレー 右足Ｓ

25分 岡山作陽 9 越島　杏佳 7 右-1 スローイン 15 ↑ 右-2 7 ↑ 中央-1 9 ＨＳ

28分 岡山作陽 15 森田　美紗希 6 右-3 相手FP ～ インターセプト 6 → 右-2 15 ～ 中央-1

左足Ｓ

63分 岡山作陽 4 蓮輪　真琴 5 右CK 5 ↑ 中央-1 4 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:44 (1:44)、 後半 38:34 (3:34)、 試合所要時間 01:15:18

[備考]飲水タイム前後半実施



年 月 日 ( ) ）

12 】

） vs ）

0 ‐ 3
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 5 - 1 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

前半立ち上がりは両者球際のアプローチが速く、縦への意識が強い展開であった。その中で作陽は前線のFW⑮森田、
FW⑨越島が斜めの動きを入れ、シンプルにスペースを使おうとする意識が見られた。一方の聖カピタニオは前線にFW⑩
神谷を残し、カウンターからの得点をうかがう形である。粘り強く守備をして前線でMF⑪上田がドリブル突破を試みる局面
も見られたが、作陽高校のDF④蓮輪、DF⑤谷口の両CBの安定したDFの前にシュートまでは至らない。前半中盤以降は、
作陽選手の動きが徐々に増えていき、サイドからのクロスにFW⑨越島が立て続けに合わせ、2点を先取した。その後もFW
⑮森田の追加点などで前半を３－０で折り返した。後半は両チーム中盤でボールを失う局面が増え、均衡した状況が続い
た。両チームが選手交代を通じて動きを見せていく中で、徐々に聖カピタニオが相手陣地に侵入する局面が増えていっ
た。やや周りのサポートが遅い面はあったが、MF⑪上田が精力的に動き回り、個での打開を図ろうとする。作陽はリスクを
かけず、前半同様に２トップを中心にゴールを目指すが、アタッキングサードでの精度を欠き、中々追加点が奪えない状況
が続いた。後半は６３分の作陽CKからヘディングでDF④蓮輪が得点を決め、４－０で作陽高校が準決勝進出を決めた。
作陽高校はDFを中心とした安定感と2トップのアグレッシブな動きがみられた。聖カピタニオは最後まで得点を奪いに行く
姿勢を貫き、後半は相手と互角に戦うことができた。

記載責任者 所属（ 秋田県・明桜高等学校 氏名（ 西澤　拓也

泉総合運動公園泉グラウンド

マッチNo.【

聖カピタニオ 高校（ 愛知 岡山作陽 高校（ 岡山

0 4

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） ２回戦

2017 6 1 火 11:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 準決勝 【13】

日時 2017年08月03日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 ひとめぼれスタジアム宮城

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 床爪　克至 主審 宮崎　真理 副審１ 緒方　実央 副審２ 岩渕　亜紀子 第４審判 松下　朝香

運営責任者 水間　幹宗 記録担当 佐藤　浩志 天候 晴 のち 曇 気温 23.1℃ 湿度 69％

風 微風 観客数 400人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

藤枝順心高校
（静岡県）

5

3

2

前半

後半

0

0
0

星槎国際高校 湘南
（神奈川県）

KICK OFF

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 木稲　瑠那 12 GK GK 16 鹿島　栞 0

0 原田　結奈 2 DF DF 2 夏目　萌由 0

0 大村　琴美 3 DF DF 4 渋谷　巴菜 0

0 齋藤　久瑠美 5 DF DF 5 上野　彩音 0

0 長江　伊吹 14 DF DF 17 斉藤　美岬 1 1

51分 2 2 上田　桃 7 MF MF 6 針生　理菜 0

1 1 1 並木　千夏 8 MF MF 8 江原　奏音 0 18分

3 3 1 千葉　玲海菜 (Cap.) 10 MF MF 14 百瀬　碧依 0

54分 1 1 江刺　亜摘 9 FW FW 9 宮澤　ひなた (Cap.) 1 1

67分 2 3 5 2 今田　紗良 11 FW FW 10 杉山　華乃 1 1 51分

63分 1 1 2 1 小原　蘭菜 17 FW FW 11 加藤　もも 1 1

伊藤　三紗 1 GK GK 1 小野　葵

11 0 安部　由紀夏 4 DF MF 3 喜多村　未来

田中　愛梨 6 DF MF 7 黒古　ひとみ 1 1 8

9 0 青木　なつみ 13 DF MF 15 舩附　真子

17 0 野嶋　彩未 15 MF FW 12 安保　舞美 0 10

7 0 金子　麻優 16 FW FW 13 高橋　沙矢香

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 多々良　和之 柄澤　俊介 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

3 11 14 シュート 5 2 3

4 3 7 GK 11 8 3

2 0 2 CK 1 0 1

1 1 2 直接FK 4 2 2

0 1 1 間接FK 1 0 1

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

4分 藤枝順心 8 並木　千夏 中央-1 相手GK ＧＫ ↑ 中央-2 インターセプト 11 → 中央-1 9

右足Ｓ 相手GK こぼれ球 8 ワンタッチプレー 右足Ｓ

8分 藤枝順心 11 今田　紗良 9 中央-3 3 ↑ 中央-2 9 Ｈ ↑ 中央-1 11 ～

右足Ｓ

24分 藤枝順心 10 千葉　玲海菜 17 右-3 スローイン 相手FP ↑ インターセプト 11 ↑ 右-2 17 ～

右-1 → 中央-1 10 ～ 右足Ｓ

47分 藤枝順心 11 今田　紗良 8 中央-2 3 ↑ 中央-1 8 Ｈ ↑ 11 ワンタッチプレー 右足Ｓ

60分 藤枝順心 17 小原　蘭菜 右-3 相手FP → 中央-2 相手GK クリア こぼれ球 17 ワンタッチプレー 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 36:01 (1:01)、 後半 37:07 (2:07)、 試合所要時間 01:13:08

[備考]



年 月 日 ( ) ）

13 】

） vs ）

3 ‐ 0
2 ‐ 0

‐
‐
PK

1 - 4 - 3 - 3 1 - 4 - 3 - 3

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

基本システム 基本システム

立ち上がりから両チームサイド攻撃を意図的に戦術行動として攻撃を組み立てる。藤枝順心はMF⑩千葉を起点に前線の
3枚FW⑨江刺FW⑪今田FW⑰小原が流動的に相手DFの背後と両脇を相手の状況を見ながらタイミングよく狙いに行く。対
する星槎国際は中盤で前向きの選手を作り出しながらFW⑨宮澤のスピードを生かして攻撃を組み立てる。守備面では藤
枝順心の攻守の切り替え・ボール状況の視察から出足、反応が早く星槎国際の時間とスペースを消して中盤の攻防を有
利にする。すると、藤枝順心は4分には中盤からのスルーパスからFW⑨江刺が相手DFの背後を取り、シュートを打ったこ
ぼれをMF⑧並木が押し込み先制点を奪う。8分にはDF③大村からのロングボールをFW⑨がヘディングですらしたボール
をタイミング良く抜け出したFW⑪今田がGKとの1対1を冷静に決めて2点目を奪う。24分にはMF⑩がドリブルで仕掛けて相
手DFを2枚剥がしてゴールを決めて3点目を奪い前半戦を3-0で藤枝順心リードで折り返す。後半戦に入り藤枝順心の守
備を攻略したい星槎国際は推進力をもってゴールに迫ろうとするが、藤枝順心の１ｓｔDFの決定からボール状況の視察が
良く、なかなか攻略ができない時間帯が続く。藤枝順心は終始、集中力を切らさず良い守備から攻撃へと繋げていく。47分
にはFW⑪江刺、60分にはFW⑰今田が追加点を挙げて5-0で藤枝順心が勝利し、決勝戦へコマを進めた。星槎国際は全
体のハードワークはあったが、攻撃のコレクティブさ、アタッキングサードでの崩しがタイミングよく出来ることと守備では１ｓ
ｔDFの決定から相手の時間とスペースが消せなかったことが課題に残ったゲームであった。勝利した藤枝順心は個々の守
備能力の高さから、コレクティブな攻撃を決勝戦でも期待したい。献身的な姿勢で最後まで戦った両チームの健闘を称え
たい。

記載責任者 所属（ 大阪府・星翔高等学校 氏名（ 井尻　真文

ひとめぼれスタジアム宮城

マッチNo.【

藤枝順心 高校（ 東海①　静岡 星槎国際湘南 高校（ 関東①　神奈川

5 0

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 準決勝戦

2017 8 3 木 9:30 kick off 会場（



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 準決勝 【14】

日時 2017年08月03日 09:30 試合形式 70分 PK戦 会場 みやぎ生協めぐみ野サッカー場 Aグラウンド

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 翠　茂樹 主審 浦島　智美 副審１ 柳村　彩乃 副審２ 小田　千絵美 第４審判 阿部　めぐみ

運営責任者 木口　聖 記録担当 武川　忠司 天候 曇 気温 23.0℃ 湿度 70％

風 微風 観客数 300人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 乾燥

日ノ本学園高校
（兵庫県）

KICK OFF

2

1

1

4

前半

後半

PK戦

0

2

2

2
岡山県作陽高校

（岡山県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 米澤　萌香 1 GK GK 1 中村　香苗 0

0 宮崎　音々 2 DF DF 3 森本　紗也佳 0 68分

1 1 金平　莉紗 3 DF DF 4 蓮輪　真琴 (Cap.) 0

0 松永　未衣奈 6 DF DF 5 谷口　清夏 1 1

70+4分 0 渡邊　那奈 17 DF DF 6 山口　日南貴 1 1

0 牛島　理子 (Cap.) 5 MF MF 7 初村　和香 1 1 53分

1 1 1 伊藤　美玖 7 MF MF 8 山﨑　涼帆 2 3 1 2

53分 0 髙橋　雛 9 MF MF 10 松丸　綾花 0

1 1 1 内藤　夏鈴 13 MF MF 15 森田　美紗希 0 28分

62分 1 1 澁川　鈴菜 15 MF FW 9 越島　杏佳 0

2 2 4 宮本　華乃 10 FW FW 11 牛久保　鈴子 1 1 42分

梅村　真央 12 GK DF 2 中井　里衣子

杉岡　真里奈 4 DF DF 12 山田　優衣 0 15

15 0 吉間　かれん 8 MF DF 17 中林　美南海

17 1 1 久永　望生 16 MF MF 13 山田　愛葵 1 1 11

9 1 1 山本　琴永 11 FW MF 14 中村　萌愛 0 7

平井　杏幸 14 FW FW 16 神田　絢音 0 3

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 田邊　友恵 池田　浩子 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

5 5 10 シュート 8 3 5

4 7 11 GK 5 2 3

1 1 2 CK 3 2 1

0 4 4 直接FK 11 7 4

0 0 0 間接FK 1 0 1

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

1 0 1 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

26分 日ノ本学園 13 内藤　夏鈴 6 左-2 15 → 6 ～ 中央-1 → 13 ２タッチ以上 左足Ｓ

40分 日ノ本学園 7 伊藤　美玖 中央-1 ＰＫ 7 右足Ｓ

43分 岡山作陽 8 山﨑　涼帆 7 中央-1 直接ＦＫ 7 ↑ 8 ＨＳ

70+5分 岡山作陽 8 山﨑　涼帆 中央-2 直接ＦＫ 8 右足Ｓ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

日ノ本学園 先 7 ○ 5 ○ 3 × 10 ○ 11 ○

岡山作陽 4 × 13 ○ 6 ○ 14 ×

[試合時間] 前半 35:27 (0:27)、 後半 40:20 (5:20)、 試合所要時間 01:15:47

[備考]



年 月 日 ( ) ）

14 】

） vs ）

1 ‐ 0
1 ‐ 2

‐
‐

4 PK 2

1 - 4 - 4 - 2 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

序盤は互いに球際に対して厳しく当たるアグレッシブな展開、両チームともファールを受ける回数が増え、セットプレーで相
手ゴール前に迫る。日ノ本学園は、長短のパスを織り交ぜながらMF⑦伊藤がピッチを広く使いながらボールを配球し、FW
⑩宮本が中心に攻め、中央を少ないタッチでパス交換をしながら決定的なチャンスを作る。作陽は、守備時の選手間のバ
ランスが良く、コンパクトな守備で中盤でボールを奪い、ショートカウンターを仕掛け、MF⑧山崎を中心にミドルシュートや
アーリークロスで日ノ本ゴールに迫るが、GK①米澤を中心に安定感のある守備でゴールを割らせない。日ノ本は攻守の切
り替えが早く、奪われた瞬間にプレッシャーをかけ、ペナルティーエリア内に安易に侵入することができない。すると、２６
分、日ノ本は左からのアーリークロスをエリア内左で受けたMF⑬内藤がファーサイドに右足でシュートを放ち先制。後半も
引き続き、高いテクニックでボールを保持しながら攻める日ノ本が、ボールをディフェンスラインで回しながら、空いたス
ペースを使うなど、意図的な攻めを見せる。作陽は、連動しながら守備を行う日ノ本のディフェンスに攻めが単調になって
しまう。日ノ本ペースでゲームが進む中、４０分に日ノ本がPKで追加点を奪う。このまま日ノ本ペースで試合が進むと思わ
れたが４３分、作陽は相手コート中央のセットプレーから、フリーで抜け出したMF⑧山崎がヘディングシュートで１点を返
す。作陽は、長身のDF④蓮輪をボランチに、スピードのあるFW⑯神田を投入するなど、選手交代と変化のある攻めを見せ
た。このまま試合が終了すると思われた試合終了間際、相手コート中央からのFKでMF⑧山崎が直接ゴールを決め同点に
追いつく。PK戦は日ノ本GK①米澤が見事なセーブをするなどした日ノ本が勝利し、決勝進出を果たした。

記載責任者 所属（ 宮城県・仙台育英学園高等学校 氏名（ 赤間　孝大

基本システム 基本システム

木 9:30 kick off

2 2

＝ Match  Report ＝ 

準決勝全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017）

会場（ みやぎ生協めぐみ野サッカー場Aグラウンド

マッチNo.【

日ノ本学園 高校（ 近畿① 岡山県作陽 高校（ 中国

2017 8 3



公式記録
平成29年度全国高等学校総合体育大会 サッカー競技大会 女子 決勝戦 【15】

日時 2017年08月04日 09:30 試合形式 70分 延長20分 PK戦 会場 ユアテックスタジアム仙台

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 田内　成人 主審 松下　朝香 副審１ 宮崎　真理 副審２ 柳村　彩乃 第４審判 小田　千絵美

運営責任者 水間　幹宗 記録担当 千葉　貢 天候 雨 気温 23.8℃ 湿度 77％

風 無 観客数 800人 ピッチ(芝) 全面良芝 ピッチ(表面) 水含み

藤枝順心高校
（静岡県）

KICK OFF

0

0

0

前半

後半

0

1
1

日ノ本学園高校
（兵庫県）

交代

No. 時間

シュート

後半前半 計
得点 選手名 番号位置位置番号 選手名 得点

シュート

計 前半後半

交代

時間 No.

0 木稲　瑠那 12 GK GK 1 米澤　萌香 0

1 1 原田　結奈 2 DF DF 2 宮崎　音々 0

0 大村　琴美 3 DF DF 3 金平　莉紗 0

0 齋藤　久瑠美 5 DF DF 6 松永　未衣奈 0

0 長江　伊吹 14 DF DF 17 渡邊　那奈 1 1

66分 0 上田　桃 7 MF MF 5 牛島　理子 (Cap.) 1 1

1 1 並木　千夏 8 MF MF 7 伊藤　美玖 0

1 1 千葉　玲海菜 (Cap.) 10 MF MF 8 吉間　かれん 1 1

51分 0 江刺　亜摘 9 FW MF 13 内藤　夏鈴 0

1 1 今田　紗良 11 FW MF 15 澁川　鈴菜 1 2 1 1

3 3 小原　蘭菜 17 FW FW 10 宮本　華乃 0

伊藤　三紗 1 GK GK 12 梅村　真央

安部　由紀夏 4 DF DF 4 杉岡　真里奈

田中　愛梨 6 DF MF 9 髙橋　雛

9 0 青木　なつみ 13 DF MF 16 久永　望生

7 0 野嶋　彩未 15 MF FW 11 山本　琴永

金子　麻優 16 FW FW 14 平井　杏幸

警告・退場 監督 監督 警告・退場

時間 種別 番号 選手名 理由 多々良　和之 田邊　友恵 時間 種別 番号 選手名 理由

後半前半 チーム合計 前半後半

2 5 7 シュート 5 1 4

5 1 6 GK 8 6 2

0 2 2 CK 3 2 1

2 3 5 直接FK 4 2 2

0 0 0 間接FK 2 0 2

0 0 0 (ｵﾌｻｲﾄﾞ) 1 0 1

0 0 0 PK 0 0 0

得点時間 得点チーム No. 得点者 アシスト 得点経過 記録例： ～:ドリブル →:ゴロパス ↑:浮き球パス ×:混戦 S:シュート H:ヘディング

53分 日ノ本学園 15 澁川　鈴菜 7 右-1 10 → 中央-1 7 ↑ 15 ＨＳ

PK戦の経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

[試合時間] 前半 35:08 (0:08)、 後半 36:04 (1:04)、 試合所要時間 01:11:12

[備考]



年 月 日 ( ) ）

15 】

） vs ）

0 ‐ 0
0 ‐ 1

‐
‐
PK

1 - 4 - 3 - 3 1 - 4 - 4 - 2

2

10

【Ｍａｔｃｈ　Ｒｅｐｏｒｔ】

） ）

＝ Match  Report ＝ 

全国高等学校総合体育大会（はばたけ世界へ 南東北総体2017） 決勝戦

2017 8 4 金 9:30 kick off 会場（ ユアテックスタジアム仙台

マッチNo.【

藤枝順心 高校（ 東海①　静岡 日ノ本学園 高校（ 近畿①　兵庫

0 1

基本システム 基本システム

　小雨が降る宮城県ユアテックスタジアム仙台において行われたインターハイの決勝戦に進出した両チームは、ここまで攻
守においてボール保持者への関わりが多く、意図的な攻守を全員で実践しようとし、さらに攻守の切り替えが早いという共
通の特長を持ち合わせた対戦となった。
　日ノ本はDFラインと中盤の２ラインでしっかりとブロックを形成しつつ、MF⑦伊藤が中盤を組み立てる時とFW⑩宮本をス
ペースに走らせる時の攻撃を使い分け、順心ゴールを目指す。一方の順心は、ボール状況に応じたプレスが非常に早く、
相手に自由を与えない守備から流動的な動きを見せるFW３枚を的確に使い分け、チャンスを窺う。また、両チームのGKも
素晴らしく、DFラインを動かすリーダーシップを発揮するだけでなく、ビルドアップをしっかりとすることで攻撃への関わりを
見せる、まさに現代のGK像を象徴する二人であった。
　後半に入って日ノ本は前線からの連動した守備を仕掛けることで徐々にペースを握り始め、53分にFW⑩宮本がスペース
に抜け出し、ボールをキープした後にMF⑦伊藤へとつなぎ、ダイレクトでGKとDFラインの間に絶妙なクロスを入れ、MF⑮
澁川が優勝へ導く見事なヘディングシュートを決めた。大会で勝つのは１チームしかないのだが、日本の女子高校サッ
カーとしての目指すべき姿を見せてくれた両チームに敬意を払いたい。

記載責任者 所属（ 神奈川県・横浜翠陵高等学校 氏名（ 翠　茂樹


